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で硬化するモルタル層が形成できます。熟練工

不足・現場省力化時代にふさわしい床下地モ

ルタル材・ベースモルタル材です。
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. 特長

①抜群のセルフレペリング性と施工能率

②優れた物性

③ モルタル塗りに 匹敵する経済性

. 用 途

①床下地用一一貼り 床、塗り床、置床の下

地モルタル材として使用できます。

② 基礎天用一一コンクリ一卜造基礎のべ一

スモルタル材として使用できます。

⑤ 新 日 説 化 単 締 罰 舎 祉

本 社

28 

干 104 東京都中央区銀座5丁目 13番 16号 TEL (03) 542- 1321 (代表)

大 阪 支 底

干530 大阪市北区中之島3丁目 2番4号(朝日新聞ビル) TEL (06) 202- 5251 
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‘ 会員の受賞

下記会員の諸氏は、建設界における多年の功績によ って、表彰を

受けられました。 ここに誌して、その栄誉 をお慶び申し上げます。

‘、

言日

勲二等旭日 ;重 光 章 鴻 池 藤一氏( 鴻池組会長)

勲三等旭 日中綬章 大柿 諒 氏( 元新日本製織副社長)

"  "  
庄野 勝 氏( 不動建設社長)

"  
瑞 宝 章 上山 勝 氏( 前回建設工業副社長)

"  "  
忽那 条氏( 元フジタ工業副社長)

"  "  
三宅 良 彦 氏( 戸田建設副会長)

勲四等

"  
小林 四郎 氏( 住友電設相談役 )

勲五等双光旭 日章 小崎 勇氏( ミラノ工務庖代表取締役)

"  

瑞 宝 章 加藤忠、三郎 氏( 平田タイル取締役相談役 )

勲七等青色桐業章 福田 俊夫氏( 元千歳電気工業)

賞 綬 褒 掌 有賀 聖明 氏( 新菱冷熱工業社長)

"  

小倉 停 治 氏 ( 日建設計常務取締役)

"  
瀧川 和夫氏( 栄輿建設代表取締役)

"  
増岡 正剛 氏(増 岡組社長)

， 

4 通常総会開催通知

平成 2 年度第 1 回通常総会 を下記のとおり開催いたしますので、

何卒 ご出席下さいますようお願い申し上げます。

社団法人 日本建築協会会長 佐 野 正 一

戸

U

-一
三

ロ

と き 平成 2年 6 月27日 制 午 後 5時30分 - 6時

とニろ 社団法人 日本建築協会

大阪市北区権問 1 - 1  - 3  - 2100 大阪駅前第 3 ビル21階

ぎだい (1) 平成元年度事業報告並びに決算報告承認の件

(2)平成 2年度事業計画並びに収支予算承認の件

総会終了後、第 2 回協会賞の表彰式を行います。

4 オオサカサンパレス見学会

オーフ。ン します。

千里万博公園に都市近郊型大規模複合 リゾー トホテルが 6 月11 日

ホテル機能( 客室98室、宴会場 9室、結婚式場、レ ス トラン 、パ

一等) のほかに多目的ホール (約760m') 、カルチ ャ一室、プール、

フィッ トネススタ ジオ、マ シンジ ムなどの機能も 合 わせも って いま

す。フ ィッ トネスプールには、ホテルの敷地地下 1，000mか ら涌 き出

た天然1昆泉を使用しています。

オープン早々でお忙 しい時期ですが、オオサカサ ンパ レスのご配

[@によ り見学会が実現しました。ぜひこの機会にご見学 くだ さい。

日 時 1990年 6 月28日嗣 13: 30- 16 :  00  

集合場所 現地 (大阪府吹田市千里万博公園 1 - 1 )  

* 大阪モ ノレール 「万博記念公園駅」下車すぐ

定 員 50名

参 加 費 会員500円、 一般1，000円 (合、消費税)

* 当日、受付にていただきます。

申込方法 ノ、ヵ、キ、 F AX、電話で 6 月20日制までに( 社) 日本建築

協会事業課へお申込みください。催し名( オオサカサ ン

パ レス見学会) 、氏名、 会員 ・一般の別、勤務先、 参加証

送付先、電話番号 をお知らせ願います。

(社) 日本建築協会事業謀

干530 大阪市北区梅田 1- 1-3-2100

F AX 348-0634 T E L  348-0633 

* 申込者多数の場合は参加者を抽選で決定 し、参加鉦を 6 月21 日闘 に発送 します。

所 街 地 大阪府吹岡市千里万 博公|剖 l ーl

用 途 都市近郊型複合リゾートホテル

建 築 主 服用促進事 業団

(財) 大阪勤労者職業福祉センタ

設計監理 日建・ 安 井 ] V

施 工 竹中・ 浅沼 ・銭高・不動 ・村本] V

敷地面積 19. 200m'  

延床 而桜 25. 500m'

柿造規 鋭 SRC、一部RC、Bl 、7 F、Pl

工 mJ 1988年 3月ー 1990年 3)1 

オオサカサ ンパレス

シ
、 ＢＭ｟Ｏｾ， I  ｊ ｾ＠

ビ デ オ 映 写 会 現 代 建 築 家 ビ デ オ シ リ ー ズ 引 回

制作・監督 7 イケル ・ブラ ，7 ウ y ド

日本際版制作 ・発売元 デルファイ研究所、発先 ) L普

日 時 1990年 6 月25 日開) 18 :  30  - 20 :  30 

会 場 ( 社) 日本建築協 会 会 議室 ( 大阪駅前 第 3 ビル 21階)

l  ジエームズ・スターリング J A ME S  S T刷 N G 伽

モダニズムやポストモダニズムとは異なるスキルを持つ、英国建

築界の重鎮スター リングの最近 2年聞の作品を 中心に紹介する 。

2 0.M ウンガウス O.M.  UNGE R S 団

知的で明快な原理に 立脚した新古典主義的な理論と作品を紹介し、

イ併弁せて ドイツのコンテ ンポラ リ一な建築を探る 。

ｾ＠

定 員 30名

参 加 費 会員500円、一般1，000円 (含、缶ジ ュース、消費税)

申込方法 ハガキ、 FAX、電話で 6 月18 日開までに( 社) 日本建築協

会事業課へお申込みください。催し名 ( ビデオ映写会 ・

現代建築家ビデオシ リーズ第 4 回) 、氏名、 会員 ・一般の

別、勤務先、 参加証送付先、電話番号をお知らせ願います。

(社) 日本建築協会事業課

干 530 大阪市北区梅田 1- 1-3-2100

F AX  348-0634  T E L  348-0633 

* 申込者多数の場合は抽選で参加者を決定し 、参加鉦を B 月19 日b却に発送し ます。

ジェ ームズ・スター リンダ O.M.ウ ンガ ウス

;一一一. 次回の予定 一

第 5回 ( 最終回) 7 月23日(月)18 :  30- 20 :  30 

・ミース ・ファン ・デル・ロ ーエ MI ES  V  A N  DE R  ROHE  (58分)

・リチ ヤード・マイヤ- RIC HARD  MEI ER  (59分)

建 築 と社会/ 1蜘 年 5 月号 1  



一一一一一 日本建築協会会告

‘ 討論会「歴史都市・京都のSCAPE

POLUTI ON( 景観汚染) をど、うする」

日 時 1990年 6 月 8 日 幽 午 後 6 時 - 9 時

会 場 日本イタリア京都会館 T EL 075- 761- 4356 

京都市左京区吉田牛宮町 4 丁目東一条

定 員 200名( 定員になり次第締切)

会 費 1000円

出席者 ・パネ リスト

若林広幸( 若林広幸建築研究所代表取締役)

吉村篤一( 建築環境研究所代表取締役)

竹山 聖( 設計組織アモルフ代表取締役)

中嶋龍彦( 中島龍彦建築事務所所長)

・司会

高口恭行( 奈良女子大学教授)

・コメンテータ

北村陸夫 (ズーム計画工房代表取締役)

森本正一( 浦辺設計取締ー役)

背家克子( 菅家建築設計室) ほか数名

主 催 京都建築フォーラム事務局

共 催 ( 社) 新日本建築家協会近畿支部

後 援 ( 社) 日本建築協会、 ( 社) 日本建 築学会近畿支部、( 社) 京都府

建築士会

京都の美観 ・風致の建築デザイ ンを めぐる襟記討論会は、開催当日

まで、主催の京都建築フォーラム事務局( 大龍堂書庖内、 075- 231-

3036) で申し込み受付いたします。

司図書室だより

- 南石知子氏( 兵庫県都市住宅部在勤) から 5 月 2 日、図書室用と

して氏の蔵書の寄贈を受けました。整理の上、公開資料として活用

させていただきます。誌上をもって謝意を表します。

「新建築 J V OL. 39- 42 (1964- 1967) 、V 0L.43 (1968) 、

V OL. 44 (1969) 、V OL. 45 (1970) 、V OL. 46 (1971) 、

V OL. 47 (1972) 、V OL. 48 (1973) 、V OL. 49 (1974) 、

V OL. 50 (1975) 、 V OL. 51 (1976)  

・利 用 状 況 は9/4- ' 90/3) は次のと おり 。

会 員 その他

閲 覧 4  (13)  26(47)  

閲覧+ コピー 5(12)  12 (28) 

計ー 9(25)  38(75)  

- 主な閲覧資料

建築と社会、建築文化、新怨築、建築幽報、 S. D. 、

合計171叶

(  ) 内l:t '88/9か らの; 似!

計

30( 60)  

17(40)  

47(100)  

建築技術、 .h " c S l : 資料、都市住宅、近代建築、高1M住宅、

建築設計資料集成、平城宮発掘調査報告書、而，t火防火構造・材料等便覧、

建築大辞典、阪和上野芝住宅m

，--. 訂正一ーー

2  

「主主築と fl 会J 1990年4 JJ りー I ，Uの会管、平成 2年度収支予算 '1' ，) 以人

の部、 6 ， ｾｌ 念事業術立金取 ｩ￮ｬｩｬ 収入の内 ｩｘ 柑 ｉＱ ｲ 主 ￟ 築協会 Ｇｬｾ J を 「建築協会

賞 J にE汀Ii し、 r 8 剰余金収iIl i収入」を r 8 前期繰越収支差額」に訂 正し

ます。

4 旧伊丹郷町モデルハウス設計競技

テーマ: 旧伊丹郷町に建つ「新・町家」

戦国の武将荒木村重の居城有岡城の城下町 ・兵庫県伊丹市の旧伊

丹郷町は、江戸時代には百余軒の造り酒屋が速なる 独自の文化を持

つ町として繁栄し、厨子 2 階建てをはじめとする歴史的町家は、ま

ちに集まって住むための工夫を表現したものと 言えましょう 。

伊丹市では、未来に向けてのまちづくりの中で、この旧伊丹郷町

を歴史的都市核、都市文化核として位置づけ、市の中心市街地の再

生をめざして、伝統的まちなみ保全を含めた多様な取り組みを展開

していますが、この一環と して、標記設計競技を行い、生活様式の

変化や、まちに住むうえでの現代的謀題を背景に、伝統的まちなみ

の中の新しい町家ー「新・町家」ーの提案を募ります。

テーマ 旧伊丹郷町に建つ 「新 ・町家」

コンペ ・アイデアコンペー第 1 部一

旧伊丹郷町での標準的な敷地( 複数敷地でもよい) におい

て、居住者像や住まい方を設定して、屋内・屋外の空間構

成やイメージ、またまちなみ形成等についての自 由な発想

に基づく幅広い提案を求める 。

・設計コンペー第 2 部

旧伊丹郷町内の笑在敷地において、魅力的な 「新 ・町家」

の提案を盛り込んだ実現可能な案を求める 。

課題一 1 北少路村( 伊丹市宮ノ前 3 一 7 )  

課題 - 2 : 旧大坂道( 伊丹市伊丹 4 - 6)  

日 程 ・応募登録 1990年 6 月15 日幽 - 7 月30 日開

・応募作品提出 1990年 8 月20 日( 月) - 9 月 5 日制

- 入選発表 1990年10月 1 日( 月)

- 表彰 ・作品展 1990年10月19日掛

応 募 ・応募資格

第 l 部 問わない。学生 ・主婦など幅広く求める 。

第 2 部 各 提 案 の 実 施 設 計 資 格 を 有 す る 者。

- 応 募 点 数 制 限 は な い。

賞 金 第 l 部優秀賞( 市長1 ' t )

入賞

佳 作

第 2 部( 課題 l 、課題 2 とも)

優秀賞 (建設大臣賞)

入賞

佳 作

賞金300. 000円 l 点

目・金100，000円 1 点

目・金 50，000円 2 点

賞金各500，000円 l 点

賞金各100，000円 l 点

賞金各 50. 000円 1 点

表 現 ・第 1部一一A 2 判 (420 x  594mm) のケン ト紙あるいは厚

紙 l 枚 (横位置) に図面 ・スケ ッチ ・文章等を使って、提

案の説明を明記。

・第 2 部 A 1 判 (594x  841mm) のケント紙あるいは厚

紙 1 枚( 横位置) に、以下の内容を表現する 。

〈趣旨説明、配置図 ・各階平面図 ・立 面 図 ( 2 面以上) 、内

外仕上げの概要を記入した断面図、パースまたは模型写真

およびその他説明に要する図面、面積表( 階別・用途別) >  

* 鉛筆 、イ ンキ、フォ トスタ ッ ト、鮮明な写真で表現する 。

色彩など仕上げは自由。

審 査 高橋統一( 建築家) 、 l鳴海邦碩 (大阪大学助教授・都市計

画) 、鷲見康男( 洋画家) 、崎田喜美江( 宝塚造形芸術大学

教授) 、山田怖二 ( 淡路かわら 房、建築写真家) 、起立穎一

郎 (兵庫県都市住宅部長) 各氏による審査委員で l 次 ・2

次審査。

間合先 旧伊丹郷町設計競技事務局 (伊汁市都市開発部都市計画室

内) T E L  0727- 84-8066 干664 伊丹市千僧1- 1

後援建設省、兵庫県、伊丹商工会議所、( 社) 円本建築協会ほか。

，A 

、

‘  

ｾ＠



「建 築 と社 会」誌 21年 ・特 集 一覧 昭和 45年 ~平 成 2 年

「建築と社会」誌は、昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を 二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時々の社会を反映

したテー? を選んで掲載してきた。売価は、消費税導入に伴い980円( 消費税込) に改訂する 。鱗読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

Ｊ向 ｩ は欠ｾ［Ｍ

示 寸1 1  
3  5  6  8  9  10  11 12  

昭和45年 | 現 代 社 会 1__ _. . . 1日 本 万 国 博 | 設 計 の | グ ッ ド デ ザ | 高 層 建 築 ! 欧 米 に | 建 築 家 の 1_._  '._  "' '.- 1デ ィ ベ| 第 17 図 1111陽・ Ll J 陰

1  ;- :: =  -:-1 建 築 と 安 全 1.  ＮＮＮＮ｟ Ｚ ｾＺＺＺＮＺ＠ 1  Ｎ ｾ Ｎ＠ ，， 1  ， .  ｾ［，＠ d.'  1  :，，: -. - ;.;，; 1  ，: ， L  ｾ＠ ｾＢＮ，＠ 1  一 | 工 事 計 画 1_ I  ｾ ｾ Ｂｾ ＭＧＭｉＭＯＧ ｾ ｟ ｯｙ ＮＱ＠
(51集) Ｑ とは何か ｉＭｾＭｾ ｾ 1と技術開発 1;，，- ス テム化| イ ン 巡 動 | 問 題| おける契約| 諜題と京任 1- ' "' - 1ロ ッ パ ー | 青年技術者| からの報告
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インテリアコーテ河ネー卜

の100ポイン卜

i!I! い色は天斧を高〈

縦のストライプは天井を高く見ぜる

企画 / 日本建築協会

インテリアコーディネ ーターの必読書グ

町 田 ひ ろ 子 イ ン テ リ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー ア カ デ ミ ー が 培

って き た 新 し い 職 能 と し て の 認 識 と コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

の 実 際 的 な テ ク ニ ック を わ か り や す い l∞ポイン トに 表 現.

〈目 次)

1. インテリアコーディネータ一前史

2. インテリアコーディネーターの仕事

3 . インテリアイメージ

4. 住まいやすさ ( スペース・寸法) 5. 住まいと色彩

6 . カラースキームのテクニ ック 7 . 家具計画

8. ウインド トリー 卜メン卜・ライティングプランほか

9. インテリアと女性と仕事

10. インテリアコーディネー 卜ビジネス

11. コーディネー 卜の学習術

〒6∞京都市 F，; ( 区本市1.1偏通丙洞院東入

管 075-343-0811 保 持 / 京都 0-26789

遭い色Ja : 天持を低く

「子....--・.・.・

債のストライプは高い天芥を低く見ぜる

C( 株) 学芸出版社

| 建築デザインのための|

〈自 次〉

第 1章 4荷造とデザイン

第 2 章 柱 の計画

第 3 章 は り の計画

第4 章 架 情 の計画

須賀好富著
8 5判・ 216頁 ・2800同 (消費税綾)

建築技術選書

〈特装版〉

第 5 章 屋 銀の計画

第 6 寧 床 の計画

第 7 章耐震壁の計画

第8 宣言 コスト と情造計画
よ い デ ザ イ ン は 構 造 計 画 に よ っ て 支 え ら れ ， 構 造 計 画 は よ い デ ザ イ

ン の 「 か で 」 と な る . 建 築 家 が 構 造 計 画 を 認 識 し ， 構 造 家 の 計 画 案 が

建 築 家のア イ デ ア に 刺 激 を 与 え る こ と に よ り 始 め て 優 れ た 建 築 が 生

ま れ る . 建 築 家 と 構 造 家 の ギ ャ y プ を 埋 め る た め の 知 識 を 図 ・写 真

な ど の 最 新 情 報 を 載 せ で わ か り や す く ま と め た ， 両 者 待 望 の 技 術 書 . E置理IIu. HI
企画/ 日本建築協会

〒6∞京都di ｆｊ［ Ｈｩ正木 ｩｬ Ａｬ， ｬ 情通丙湖ｾ，ＮｊｉＨ人

ft 075- 343-081 1  様作/ ，耳目S 0- 26789 

生コン 工場の普及につれ て

その技 術面はメーカ 一任せ

となり，現場 技 術 者のコン

クリートに 士守する主Il ii 哉のfJJ::

便豆ｾ 四六判・ 2 色刷. 224頁 ・2000円 (消貨 抜)

加賀 秀 治 著

- E置揺霊霊園理E・

I  コンクリー卜妓術の展望

E  コンクリート工事の施工計画

皿 使用材料の選定

N. コンクリ ー 卜の調合畿計

V  生コ ンの発注 VI. 型わ く工事

vn コンクリー卜 の運鍬

( ポンプ圧送)

vm コンクリ ー トの打込み・

締固め

F を招 き，施工不良 による

欠陥精造物につながりやす

くな っている . 本 占 では ，

使用材料の選定から施工欠

陥の補修までコンクリート

工事に必 ｾｌ ＧｊＺ基本的事項と

管理のポイントを改訂され

たJ A S S 51こi.i ，、簡便に解説

チェックホイント100

政 コンク リー卜の養生

X  コンクリートの品質管理 ・検査

沼. l i 1B工欠陥と繍修

溜. 特殊コンクリー卜の施工

企画/ 日本建築協会

4  

〒6∞ J;ilif5rli 下J; 訂正本1I!I，l崎通柑湖，，. JI(人

世 075-343- 0811 阪 H / 京郎 0- 26789 - E盤i藍孟型組量圃



「建築と社会J 5 月 号表 紙

表 紙JiJ. l l微量五 新極 ボ

表 紙デザイ ン 雌閉め彦

伊丹の町家

生i ' J 、鉄道J 蹴 ほ どのT酬 や

大鋭校な j[ij 業施設の他設によ 1)

j!i: i f苦しく 近代1切っ|られてい

るfJ吋すは、中1! ! に f J 吋す氏が'1'心

にな っ て Ｑｬ ｾＱ か れ た ｉ ｬｊｦｊり 怜 ｬ 聞 ｉ に

その起 引を持 ってい る。

江戸初lYI に始まった柄泣業は幾

多の雌衰を繰 り返 しながら札 在

に至っているが. そのN b: をな

す銘柄 r Ｑ ｾ Ｚｲ ［｟ ［Ｇ ｊ の 占 く か らの ｬｬｩ

物がさ まざまな形で今でもf!Eわ

れており、ニ ニに見 る匝H 2階

維 の 必吻鮮 と細佐世 事 もそ の ｊＧ［ Ｎ ｾ 島

である.

;何造 1) 、それ と同時にf J I !申告した

fJ' 汁嵐山I' J 蝕; 化、町並み. 城跡、

なと'数々のi1lIlli の保有を計る市

il tFfr向者11i!i;11個室へのJUJi .¥'l 立大

きい。

. 特集予告

6 月号/ 国 際花と緑の1尊覧 会

7 月号/ 建築と段閣のチェ γ クシート と接点
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大先輩 に聞く

書評

GB R Cニュース

建材紹介コーナー

レポート

法 令 コーナー

レポート

建築の眼

特 集

総 論 I

総 論 日

各 論 I

各 論 II

各 論 川

構 造の頁 180

設備の頁 182

施工材料の頁 176

若い会員の集いレポート

追悼文

月報

Informat i on 

アメリカからの報告 2

1917創刊 建 築 と 社 会 C ARCHI TECTURE AND SOCI ETY 

， ｬｭｦｾ らら心 ＮＮＮ，ＮＮＮＢ仁ｾ
I・

特集・プレハブ住宅技術の現在と未来

SPECl AL  FEATURE ON  TECHNOLOCY ON  A  PREFABR1CATED HOUSE  - FROM THE PRESENT η ME  

FOR  FUTURE  

会只の受賞. 通常総会開1m通知. オオサカサ ンパ レス見学会. ビデオ映写会現代建築家ビデ

オシ リーズ第 4 回. 討言命会「歴史者Ilili ・京都のSCAPE POLUUTION (長観汚染) をどうす

るJ . 図書室だより . 旧伊丹郷町モデルハウス設計競技 r建築と社会」誌パ ックナ ンバ一一覧

経 ｾ Ｍ ｦｬｍ ｐ ビＯレ 設計監理! 日住設計 一 - 6  

施工! 血 l:.l
j 他設・大林車Il ・熊谷組 戸凶生s設・ 銭高組 . li 'Wllli 設工業 松村組共同企業体

ニ ッセ イ な に わ iiJ i ビ ル 設計施工 : i叫地組 一 - 8  

社 団 法 人 高 松 カ ン トリ - w楽 部 ク ラ ブ ハ ウ ス 一一一一一 設計 池工 大成建設四国支広 一一 10

竹村楊子
12  

Welcomi ng  - アジアの留 学生がみた都市と建築 - 14  

谷口尚武/ 今井邦夫
16  

合掌の絵ー 中林基函文集 「生命の彩」 再見/ 玄 沢一民 18  

平成 2 年度卒業計画
19  

梁成一定 の H jf; 鋼 心、イ パー ビー ム J / 校 辺 博
2 1  

建築の明日をになう女 '1生達の集い ー識か1会+ ノ マーティー / 小林宇一 2 2  

立体道路llil ]J支/ 永山純 隆
2 3  

スーパー堤防について 一安全で快適な街づくりを目指して/ 中村健一 24 

時代遅れの 1 モダニストから / 前川道郎 I咲くや この1E官官 ( 5 ) / 森 岡 進. 私が建築創り

に考えること ( 5  ) 自然、に 学ぶ/ 徳間 昌克. 求人と職人気質/ 楠 正世 26 

プレハブ住宅技術の現在と未来

戸 建 て 住 宅 に お け る プ レ ハ ブ 住 宅の 位 置 一 住 宅 経 済 学 的 考察 / 束 樋 口 説 一一 2 8

プ レ ハ ブ 住 宅 の 過 去 ・現 在 ・米 米/ 松 村 秀一 3 2  

プ レ ハ フヂ住 宅の 現 状

j也 化 成工 業 . ti' l水ノ、ウ ス . ナ シ ョナ ル 住 宅 産 業 . ミ サ ワ ホ ー ム

プ レハフ伊住宅の生産 プ ロ セ ス / 航水ノ、ウス

住 とと新技術

36 

4 4  

46 

山 付 白 地 下室 . コ ンク リー トメ ー ソ ン リー . 未 来 志向 の住ま. いとその設備 .

ホ ー ム ロ ボ ッ ト. 太 陽 光 採 光 シ ス テ ム

花 博 生 命 の 大 樹 「いのちの浴」の桃造F計 十/ 観音延平・野村外喜夫 51  

ウォーターハン 7 ー防止機総/ 木村安秀
52 

ベー スネ ッ ト工法/ 林 好 正
53 

北村陸夫建築展 ・見学会・ シン ポジウム/ 地図昌彦. 長友理主11子. 山 口圭一 5 4  

依遊間泰治郎先生を悼む/ 下村健治
55 

日本建築協会月聞の動き ( 平成 2 年 3 月分 )
56 

t l H回建築EIi 境デザインコ ンペティ ショ ン. 第 2 回タキロン ・デザイ ンコンペテ インヨン .

「第 4 回国際デザイ ン ・キャンプ'90 松本」、 7 月に開催. 第 9 回 rS Dレビ ュー1990J 作 品

募集. アート展大獄恵子展. 日本建築学会 「建築関係法令の研究 ・16J を刊行. 大阪市ハウジ

ングデザイ ン賞推薦募集. 第 6 回 rCompul er  Graphi cs Osaka' 90J 開催

F ' O ・ゲーリ とイエール精神医学研究所/ 薄田 学

58 

59  
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松 下 I MP ビル

設計監理 日建 設計

施 工 鹿島建設 ・大林組 ・熊谷組 ・戸田 建設 ・

銭高組 ・前田 建設工業・松村組共同企業体

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 域 見 1 - 3 - 1

敷地面積 14 ，963.66 m'  

建築面積 8，495.59 m'  

延床面積 84 ，496. 50 m'  

構造規模 5 ・SRC' 一 部RC/ B2F、26F、P3

工 期 1987年 9 月 一 1990年 3 月

最 寄 釈 J R環状線京橋駅又は大阪城公園駅

撮 影 柄 松 稔 、 稲 住 泰 広

6  闘 と社会/ 1990'1' 5 11  ';' 

仁: d¥

- n 

I /  フ ン ス 不 ル

ト一一ロビー一→

松 下 I M P ピノレの 敷 地 は 、 大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー ク ( 0

B  P ) の メ イ ン ス ト リ ー ト で あ る パ ー ク ア ベ ニ ュ

ー と 、 ツ イ ン 21の 衛官IIJ 中 央 幹 線 道 路 に 面 し て い る 。

こ の 建 物 は 、 松 下 興 産 株 式 会 社 が ツ イ ン 21に つづ

い て 高 度 に イ ン テ リジ ェ ン ト 化 さ れ た オ フ ィ ス を

中 心 に 、 商 業 施設 ・イ ベ ン ト ホ ーノレ な ら び に ス ポ

ー ツ 施 設 な ど 複 合 ビ ル と し て 建 設 さ れ た 。

O B P の 崇 鋭 、 ツ イ ン 21と の 調 和 、 大 阪 城 と O B

P 相 互 の 眺 め な ど を 重 視 し 、 東 西 に 長 い 敷 地 の 束

ゾ ー ン に 高 層 線 、 西 ゾ ー ン に 低 層 棟 を 配 置 す る 計

画 と し た 。 道 路 沿 い に 協 定 緑地 を設け 、ツイ ン21

の プ ラ ザ と 一 体 と な っ た 歩 行 者 空 間 は 、 四 季 の 花

々 や 緑 に 囲 ま れ た 良 好 な 環 境 と な り 、 道 行 く 人 々

の 楽 し い 出会 い の 場 と な る こ と を 期 待 し て い る 。

低 層 練 の l 階 か ら 3 J渚は 、 国 際 色22か な イ ン タ ー

ナショナノレ ・7 ー ケ ン ト ・プ レ イ ス ( 1 M P ) が

形 成 さ れ 、 東 西 約 200 mに 及 ぶ モ ー / レは、円柱の

列 柱空 間 とな っ て い る 。 モ ー ノレの中心部には 4 Ji'l 

吹 抜 け の ア ト リ ウ ム 空 間 が あ り 、 ト ンプ サ イ ド ラ

イ ト か ら 降 り 注 ぐ 柔 ら か い 自 然 光 の 下 て ¥ 食 事 や

ショ ッ ピ ン グ が 楽 し め る 雰 囲 気 を 意 図 し た 。 モ ー

ノレの商ゾー ン に は 多 目 的 に 利 用 で き る イ ベ ン ト ホ

ー ノレと、テニスコートやプーノレを持つスポーツ施

設 を 設けた 。 高 I回 線 の オ フ ィ ス は 、 共 用 宮JIを 東 西

に 配 し 、 事 務室 は 機 能 的 で フ レ キ シ プJ レなレイア

ウ ト 可 能 な 平 而 と し た 。 南 に 大 阪 城 公 園 、 北 に ツ

イン 21の プ ラ ザ の 景 観 を 望 む 快 適 な オ フ ィ ス 空 間

は24時 rm対 応 の で き る 新 し い オ フ ィ ス と し て 機 能

す る こ と を 望 ん で い る 。

外 装 は や や 務 い パ ー プ ノレ色の磁器タイノレと、 S A

G 工 法 に よ る 横 述 窓 の ン ン プノレ な 織 成 に し た 。

季 節、時刻、 天候 に よ り 色 ・ 嫌 き が 変 化 し て 、 街

並 み に 対 し て や さ し い 表 情 を も た せ た い と 考 え た 。

( 小 野為一・菊凹却j 久/ 日建設計 )

東而見上げ

J/ I X ゆ〈×  I  IX X  1  ｾ＠
ν  フ ノ
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ニッセイなにわ筋ビル

設 計 施 工 鴻 池 組

所 在 地 大 阪 市 西 区 新 町2- 4- 2

敷地面積 1，972. 23m'  

建築面積 1，035. I Om'  

延床面積 20 ，488. 48m'  

情造規模 S R C、S 、B2、 19F 、PI

工 期 昭 和62年 12月一平 成 2 年 2 月

最 寄 駅 地 下 鉄 四 ッ橋駅

撮 影 島 修一、伸和実業

なにわ筋

配置図 ・1階平面図 1 :  600 

‘ 公 ｉ ＾＾ ｉ ｾｊ 也をみる

モニ ュノノト f NSス トーンズ J ( 今井悦!ft 氏作)

遠望



ニ ッセイなにわ筋ビノレは 、 日 本生 命 保 険相11工会社

が ｩ 此 終事業主となられる ｮ と ｊｾ 務所ピノレて｜なにわ

筋の新しいランドマークを目指して主I ! ; 設された 。

な に わ 筋 に l師 す る 当 地 は 地 下 鉄 新 設 計 画 、 市 "1' 心

古11の 膨 娠 に ff ない、今後、益々発展が子1 J . tされる

J也減 と し て 位 世 づ け ら れ る 。 設 計 す る に |祭し て の

テー＿は、当 地 が大阪市建築美 観 誘身 地 区で ｲｾ ｫ

化 としゃれた街並とする」方 ｛，，｛が 示さ れ て いる ｾ ｊ ｾ

もあ って 、 総 Jif3濃い街作りと、 2411寺IUJ 有11市 大|仮に

ふ さ わ し い 21世 紀 志 向 の 高 層 で シ ン ポ 1) " クなピ

ル と す る こ と で あ った。

設計一は総合設計i制11.交 を 採 用 し て 、 四 周 を道 路 に 接

する敷地帯 Ｑ Ｑ 分を公目 ｦ Ｎ ｬ ｾｪ 也とし、総 ｉ 也 と歩道の技術

を 行 な い 日 谷町tで 19階建のビノレとした 。 な に わ 筋

似 ｉｊ の公 ｉｈ Ｍ ｊ ｾ ｪ 也はピノ レ玄 関に 至る奥行約 ＲＰ ｭ のオー

プ ン ス ペ ー ス と し、モニ ユ メ ン トのZitf丘と紙化 て¥

ゆとりと il' ilい を街並に持たせる司王を窓図した 。

モ ニ ュ メ ン ト は 造 形 作 家 今井 祝 雄 氏 作 に な る r 24

H寺111] 都 市 の環境彫刻、 N S スト ー ン ズ 」 で 、自然、

石から Ｑｾ 取られたいぶし銀 色 のホ造形石 ｈ で、 中

央: に 、、 II N. 紋 " を 持 ち 、 下 よ り 東 南 西 北 を 指 し て H寺

討 の針 方 向 に ね じ れ る よ う に 積 み 上 が る 輸現 代 の

方 位 石 。 を イ メ ー ジ さ れ た 作 品 で あ る 。

S スト ー ン ズ を 般 に 見 な が ら エ ン ト ラ ンス ホー ノレ

に ア プ ロー チ す る と 、 ス テ ン ド グ ラ ス 作 家 ;ljl 榊l紅

州 氏 作 に な る ス テ ン ドグラス r K  i  J ( き) が 設 け ら

れ て い る 。 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ の ア ン テ ィ ー ク グ ラ

スを 月1い てr K  i  J 発 音 の 漢 字 思 考 を 図 形 化 し 、 季

節 ｩ Ａ 惑を伴 っ たさわやかな自然Ｎｅ ｾＱｴｊｾ の 中 て ｉ 殴 色よ

り茶色 へ の 色彩 グ ラ デ ュ エ ー シ ョ ン 椛 成 で怖 か れ

た こ の{乍品は、 12か な 笑 り あ る 人 生 と K i をwっ

た 未 来へ 発展 す る 願 望 を 託 し て 拙 か れ て いる 。

，M; 司直階へ エ レベー ターでアプロ ー チ す る と 、 北 l侃

に 街 の 変化 発 展 を 展 望 出来る 1#1 口古11、 南 l師事務室

flIリ l立 、 奥 行 、 ゆ と り 、 未 来 思 考 の カ ラ ー パ ネ ル で

色 ど ら れ た エ レ ベ ー タ ー ホ ー l レで設計している 。

ビノレ外畿は、タイ ノレ打 込 P C  a 版 と サ ッシによる

寄 圧 オ ー プ ン ジ ョイント 椛 法 を 採 用 し て、白 地メ

ンテフ リー の カー テンウォーノレとした 。川 A.:.fJ ，I立、

充ml 印刷管コ ン クリ ー ト 構 造 を 採 り 入 れ て 、 似 性

向 上 を図 っ ている 。 また、新開発の航空防: ; ! ; : 灯 他 、

情 報 化 未 来 指 ri'J の 技術 を 採 り 入 れ た シンプノレな 外

観 をもっ当ビノレは 、 こ の 春 竣工 し た 。

( 山鳥回聖二 / 鴻 池 組江主J十昔11 )

l Fエ レベーターホール

ステンドグラス f l(j J ( 羽湖紅州氏作)

基準附エレ ベーター ホール 惨

ピロティよリ エ ン トランスをみる



社団法人高松カントリー倶楽部クラフハウス

設計施工 大成建設四国支庖

所 在 地 香川県坂出市西庄町城山 1625ー 15

敷 地 面 積 751 ，792 .00m'  

建 築面積 1，596. 18 m
'  

延 床面 積 2，624. 9I m

冒

f構造規模 R C、B I、2 F

工 期 平 成 元年 7 月一平 成 2 年 3 月

最 寄 駅 J R予讃本線坂出駅

撮 影 安 井 手 口

ーー - . . 1 

日 r
エ ントランスホール

1陪平面図 I  :  800 

10 挫 寮 と社 会/ 1990' 1'- 5  JI ，) 



このゴルフ場は、昭和29年、四国で初めてのゴル

フコースとして誕生した歴史あるコースで、多1:.¥

美の瀬戸の il サと、瀬戸大t，告を 1I f ! . 下におさめる瓜光

明婦な 18ホールの名門 コースである 。

クラフ' ハウスは、瀬戸内海国立公園の高台に位澄

し、瀬戸大備と 1sii 讃瀬戸を一望出来る 。既存クラ

ブハウスの建替えという事で一年聞の仮設クラブ

ハウスを絞て完成に至 った。

平面計画については 、 眺望を ｾ ｉｩ大限に 生 かす司王と、

明快な動線を、第一に考え、訪れるゴルファーに

対 して快適なサービスを 提供 出来る事を 目指した 。

ゆとりを印象づけるためエン トランスホールに l次

抜を取り入れ、こ れを囲んで食堂 ・談話室 ・コン

ペルームを配置している 。

外装デザインについては、メープルレ ッ ドの大屋

線と白の壁で構成し 、ゆ ったりと主主然とした形を

ザj 子浴室

食 堂

もたせ、議厚さと温かさを表現した 。大屋般に釆

るト ップライトは、アプローチおよびコース内か

らの見え方に変化 をもたせ る事で各ホールからの

印象づけに 一役買 っている 。

最終ホール、クラブハウスを見上げるゴルファー

の視線の中で高松カントリー倶楽部の印象が高ま

る事を JtH待している 。

( 水井英敏 ・青木隆行/ 大成建設)

エントランスホール( フロントカウンタ ー)

11 



さびよりは華を、信びよりは』凋熟を

F  

写 真 / 柄 松 稔

12 



「魂は、頭の中にあるのではなく、形態の中にある J ( ギリシア)

未来的でなつかしい、

インターナショナルで、パナキューラーな、

健康的で、生気に満ちた、

アーティスティックで、セクシヤルな、空間創造を 。

千利休は、茶道という芸術において、 「見たて」と「好み」という

方j去論を持っていた 。

物性の内に秘む魂を見出し、利休の心づかいで、 美の形を与え た。

「見立て」である 。そして、陶工達には「美の夢」を語り、茶碗を

つくらせた 。 r利休好み」である 。

「見立て」とは rl 眼力」であり、 「好み」とは「意志 と夢」である 。

これ等は、私にとっても、インテリアデザインと、現代アート のプ

ロデユースに、あてはまる方法論である 。

A D  &  A ギ ャ ラ リ ー ( 山本哲三j員/ ア トプロデユース )

くろがねオフィカプラザ (1. 0デザイ ン)

ハナ

「さび」よりは「撃」を、

r  i官び」よりは「矧熟」を、

「利休鼠」よりは「牟島色」を、

私は好むのです。

(附A D &  A  

大阪市西区西本町1-8-15

Tel  06-541・8993

竹村楊子

( インテリアデザイナ一、アー トワークプロデューサー)

竹村楊子( たけむら ょうこ)

1948  大阪に生れる 。

1977 ニューヨー ク市プラ y トインスティテ ュー ト大学

1  院 ff i学。&i tft インテリアデザイン科修士、 S . O. M

1979 (N. Y. ) インテリアデザイナーとして勤務。

1985 A  D  &  A を設す

日本インテリアデザイナー協会会員

・毎日 1 D コンベ奨励賞受賞

.  NSGショ y プインテリアデザイン コンテスト 1989受賞

. グッドインテ リアデザインコンペ'90入選

ファサードピJ レ( 彫刻 l'fl l I 相央円/ ア ートフロデユース)

13 



WELCOMI NG アジアの留学生がみた都市と建築-

司 会 み な さ ん は 建 築 関 係 の 勉 強 で 日 本 に い ら っ しゃ った

訳 で す が 、 な ぜ 日 本 を 選 ば れ た の で す か。

今 な ぜ 日 本 に ?

雀 友 人 に は ア メ リ カ に 行 った人もいる の で す が 、アメリ

カ は 遠 い し 、 危 い と 言 わ れ て 。 ( 笑) それと韓国の情報はほと

ん ど 日 本 を 通 し て 入 ってくるので、季{ 艮も近く、情報も多い

日本にと 。

季 中 国 で は 政 府 派 巡の 場 合 、行先は 国 が 決め て い ま す 。

日本、西ドイツが年間 100 人 、 フ ラ ン ス が50人 、 他 の 国 は 少

数 で す。

メリ ッサ フ ィ リ ピ ン と 日 本 は 同 じ ア ジ ア で 近 い の に 、 文

化 が 非 常 に 違 う 点 に 興 味 を も ち ま し た 。 それと、経済成長で

技術的にト γ プ レ ベ ル に あ る日本の都市に興味を持ちま した。

伝 統 的 な 面 が 日 本 の 都 市 に あ る と 思 って。

季 中国 の 人々 は 日本の 事 は ほ と ん ど 知 り ま せ ん。 すごく

進 ん で い る 事 は 知 っ て い ま す が 具 体 的 に は ほ と ん と 。 米 る 前

に は 日 本 は 自 然 を大 切 に する固と 思 っていました 。が 、今 は

ちょっ と 追 う な と 思 って います。快 適 な 生 活 と い っ て ク ーラ

ー を 入 れ た り 、 機 械 に 頼 り す ぎ て 、 む し ろ 自 然 と 雌 れ て い る

ような 。環 境 破 壊 が よ く 新 聞 に 出 て い る よ う に 、 問 題 が 起 る

Z与 を 考 え ず に 開 発 し て い る よ う な 気 が し ま す。 ワーカホリ ッ

ク とい うか利 益 を 追 求 し す ぎる 。

雀 高 2 の 時 に は じ め て 東 京 に 来 て 、 サ ン シ ャ イ ン に 行 っ

てす ご い な と 思 い ま し た が 、 そ の後 続 国 も 発展し、 2 年前に

来た 11寺はそれほど変わらないなと 。 しかし 最 近 色々 な 住 宅地

や ニ ュ ー タ ウ ン を 見 て い る と 、 テ ザ イ ン 的 に 変 化 を 持 た せ た

り、配置をよく考えたり、韓国より 12か さ が 出 て き て い る な

と思 い ま す。建 築 家 が よ く 考 え て い る 。

司 会 今 、お 二 人 か ら開発と都市に ついて お話があ りま し

たが、者11市 を 研 究 さ れ て い る 7 カ カ ラ ド さ ん か ら 見 て い か が

ですか。

日本の都市について

メリ ッサ 夜、の f主んでいる千里ニュータウンは 、緑力、多く、

交通 も 使 利 で 、パブリ / 7 ア メ ニ テ ィ は 務 備 さ れ て 住 み や す

い。一 方 、ロ ーカ リテ ィがあま りなく、下町に比べてライフ

なキ ャラク タ ー が 少 な い と い う か 、 ベ ッ ドタウン化していて

昼 間 の ア ク テ ィ ビ テ ィがなく そ の 点 で は 而 白 く あ り ま せ ん。

季 日 本 の 色 々 な 町 を 見 て 廻 り ま し た が 、 大 都 市 は 特 徴 が

ないと言うか 、どこ へ 行 っても同じよう な気がします 。 ただ

熊 本 は 緑 が 多 くきれいでした 。緑 が 少 な い と 窮 胞 な 気 が し て 。

雀 釜 山 と 比べ て 最 初に，lE、ったのは道が狭い小、です。 よく

I ) I がすれ述える な と、それと韓国 と追 って 日 本 は 戦 争 が な か

った の に こ れ が 日 本 の 古 い 町 だ な と 思 う 所 が 少 な い 気 が し ま

す。 京 都 、 奈 良 は 近 隣 住 区 が 残 って い る の で 普 か ら の 雰 囲 気

はわかりますね。

司 会 急 激 な 発 展 を す る 日 本 の 都 市 で 、古 い 街 と 新 し い 街

の共存は重姿なテ ? で す が。

14 控聾 と社会/ 1990' 1' 511¥;

雀 i令( 出身. 韓国釜山市)

奈良女千大学家政学研究科 ｩ 上環境学 ｾ Ｇｩ ｾ 主

-
1987年2 月、大韓民国延世大学校家政大学住生，舌

学科卒業。( 来韓国では学部という名はつかわない。

大学= 学部。H 7年 l 月- '88年 5 月、HA USE R MA N

という会社に勤務ののち現在の大学に留学。

私の場合は建築が専攻ではないが、住環境と建築

との深い関係のお陰で建築にも関心をもっている

のである 。日本の建築は韓国の建築とほとんど同

じ印象を与えてくれ、初めて ニこに来た時はびっ

くりしたものである 。経済的に発展している固な

のでも っとすごいだろうと思ったが、道路と庶民

の家の狭さは予想外であ った。そして、いまも日

本の建築に対して一番残念だと思うのは伝統的な

建築物が考えたより余り残 っていないという こと

である ロしかし建築家と研究者の活発な試みや研

究は期待とともにうらやましいのである 。

季 小蓮 ( 出身中国北京市)

神 戸 大字白蛇件 ＭＺ｟ ｴ 研究科 ｴＧ Ａ￬Ｍ上，ｾ位 Ｓ 年

私は 1981年に日本にきて、建築を勉強しはじめた 。

今は鋼構造研究室に属している 。

工学の中で建築学科は最も人間性に富んでいると

思う 。建築や都市は芸術性 ・工学性・哲学性およ

び人間性など多くの性質をもっている 。建築その

ものは芸術作品と見なされ、人々に愛され、観賞

されるようなものになることもあるし 、より快適

な環境をつくリ fこすために、沢山の機械を取リ入

れて、外的空間とま ったく違った人工的な環境空

間をもつものもある 。建築や都市は人間の手によ

って人間のために築いたものであると同時に、自

然の中に存在するものである以上、もっと人間性

に富んだ、自然と調和し、自然に融け込むような

ものをつく ってほしいものである 。

メリ ッサ・マカカラド (出身フィリピンマニラ市)

大阪大学也築_ l 学研究科建築工学呼 IA(・90年3Fl 卒業)

フィリピン大学建築学部で建築を学び、卒業後 3

年間はマ ニラの建設会社で働く 。大学院へ入るた

め、昭和62年に来日し、大阪外国語大学で半年間

日本誌を学ぶ固10月に大阪大学建築工学研究科の

研究生となり、昭和63年4 月に大学院修士課程に

入学、今年の 3 月に卒業。現在、東京にある建築

コンサルタンツ ・オフ ィスで 2 年間の研修に従事。

日本を選んだ理由としては、自介の興味が主に都

市計画のいろいろな効果的な手段やア プローチに

関すること、特に政策計画 ( P OLl C Y  P L A NN1NG)  

に関連していることがあり、この国で行われてい

る新しいまちづくりが勉強になることや、先進国

でもあり、世界各国からの情報が集まりやすいと

思う ことなどが挙げ勺れる 。



メリ ッサ フィリピンて" も制民地 l時代からの街と京Ir しい街が しゃれてい 7 7 '/ ' - ' ョナプルですね。 レベルが高い 。 それと日

あり、古い街の保全は大きな 問削で、私の研究テーマにもな 本人のマテリアルに対するセンンピリティとかに 、デザイン

っています。 へのアプローチの仕方での他の固との述いを感じます。

季 中国でも同じです。新しいものを怨てるには古いもの 季 日本は情報が多いので、ただもう今は世界中が同じよ

を壊さなければならない。全部興して新しくすれば一 番やり うにな っていると思いますね。 そんなに迎いは感じない 。 そ

やすいのですが伝統を重視する人もいます。 ただ伝統を守る れが国際化かもしれませんが … 。

のには新しくする以上のお金がかかります。今 中国にはお金 雀 三 目前に見た高松仰 の作品がそうでしたが 、最近の建

がないので… … 。 北京では天安門より高い建物は主l l ; てないと 物は複雑で、部分的に変わ った形すぎてアンバランスてd すね。

いう規制lがあります。都市景観を守るために 。 でも将来はわ ノマリのデファンスのシンプルな形に比べると印象的でないよ

かりませんね。 うな気がします。 もっ とシンプルでもよいのではないでしょ

都市の抱える問題

雀 斡国では凹 f1] い建物ばかり建てられて 、放近変 ってき

うか。

司会 持さん、あとしばらく日本にいら っ しゃる訳ですが、

今後どうい った司王をや っていきたいですか。

たのはペンキの色くらい。交通機|却が発達していなし、ので駐 今後どんな事をやっていきたいか

車場が足りない。 日本もそうですが地下をも っ と利用してい

かなければいけないと思います。 メリッサ この後、東京の事務所で建物のデザインについ

メリ ッサ 7 ニラ市 1).，1では政IfJ が市民に住宅を供給できて て勉強します。その後はフィリピン政府の都市計画のオフィ

いません。マンンヨンは人気がなく郊外の一戸雄に人気があ スで働き、将来的には住宅のデザイン、街のデザインと幅広

ります。やはり自分の家がほしし、。 それには交通機|見lを務官m < デザインの仕事をしていきたいと 思います。

しなければならない 。住宅と交通機関はマニラの大きな問題 季 私はたぶん、現住の鋼構造の研究を続けると思います。

です。 中国は材料がないので、より経済的で強いものを作る研究を

司会 日本でも同じような問題が起 っていますね。 したいと思 っています。

季 l ド固では住宅はほとんど職場の i!I < に安い家nで与え 雀 防士課程に入 ったら集合住宅について研究しようと思

られます。同じ峨場の人は同じ所に 。社宅みたいなものです っています。総国では、まだ住宅は作っているだけという状

ね。広さも家族の数で決められています。 態なので、日本 ｾＡｨ 特の平而、韓国独特の平而、それらを比較

司会 日本の住宅はどうですか。 ヨーロ ッノマから 「ウサギ しながらより良い住宅の平面について考えていきたいと思い

小屋」 と言われていますが。 ます。

司会 日本と皆様の図を比べていかがですか。

日本の住宅 メリ y サ フィリピンの陽気な所は気にい っています。 日

本は、 「はい」 と 「いいえ 」がよくわからない所がありますね。

季 天井が低い気がします。圧迫感を感じる 。 皆は座 った 雀 ( うなずく ) 日本に来た頃はよく 「はい」 と返事され

生活だ ったので良か ったのでしょうが・・ 。 イス式の生活も てそれが r Y  E  S  J だとばかり思 っていました 。 ( 笑 )

多くな ったので、も っと高くてもよいのではないでしょうか。 メリ ッサ 日本人同士ではフィーリングてゴっかり合えるよ

若者はあまり正座もできないし 。 ( 笑) うて、すね。 . .  • • それとｾＱｬ ＱＱＱ の扉も低いて ｯ すね 。Ｈ 笑 Ｉ もう少し大きくした 季 日本の国の中ではそれでいいのかもしれませんが、国

} ' j がよいと思いますよ 。 I際l努祭キ担社J 会て

雀 J柴i品4合{ 住主毛の平 l而而で見てみると、料国と同じ! 広ムさでもよ と思 いますね。

りWJ iI ' で収納とか多く取 っています。 システムキ ッチンのよ 司会 皆さん今後もそれぞれのテー? を持ちながら日本で

うに、狭いス ペースをうまく利用するためによく考えられて 生活し、円本の良い所、惑い所を凡ながら勉憶を続けられ、

いる所もありますが、部屋数が多か ったりして余計に狭い感 将米ご活躍される '1>; をお祈りします。本日はどうもありがと

じを与える公がします。最近凡た新しい社宅などは、コミュ

ニティを考えているとい っている 一方で{ 主む家が狭か ったり

して 。デザイ ンはカ ッコイイけれど、部分にこだわるあまり

全f本で見ると不便が出てくるような気がしました 。狭い4'; に

↑ 1 ' t らされるような設計にな っている気がして 。 ( 笑)

司会 今、デザインの話がHJ ましたが。

日本のデザイン

メリ ッサ 日本の，怨築家は、 ;:n川紀主主とか、スタイルがお

と き 平 成 2 年 3 月 8 日

ところ 日本建築協会会議室

企 画 会員企画小委員会

chal r man M. MIZOGUTI  

pr oducer  U.SA H EKI 

1/ K. KOBA YA S HI  

11 A. T UKAGUTI  
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. 大先輩に聞く

谷口尚武

おいたち ~ 建 築 を 芝、ざした頃

谷 口尚武氏は 大 正 5 年 10月に 大 阪市南 区 ( 現 ・中央区) に生まれ

た。 しばらくして 、堺市大浜南町 に引越したが、 中学は大阪市 内の

今宮 中学 ( 現 ・今 宮 高 校 ) に入学した 。 r堺市内の中学は歩いて通

学しなければならなかったが、大阪市内の 中学は電車で通学できた

ので、楽だ った」からだそうである 。

建築学科に進路を決めた理由は、 |旧[日|付川巾岬iI市削Ii制iI川|

のであるという 。 もともと推定g力を必要とするものが好きであ った

の で、大学進学: にあた り志望を物，g [!学科にうとめ 、学科の先生に 相談

にい ったところ、先生から 「物理では似がl喰えない 」 という 言葉を

聞 いた 。氏の{ 街l尊父が大林組におられたこともあ ってか 、自っと 「処

築学科」への進学という事がTIli の中に浮かんだ。

( i調l尊父は谷口氏が小学校 4 年のl侍逝去されている )。

学生時代のこと

昭和14年、東京大学工学部建築学や|を卒業するが‘ この年はやや

不況で官庁などの採用がなく就職には立外に f i労した事がとくに 思

い出として銭 っている 。

当1 I . ' f はしかし、全国でも国立大学卒の佳築技術者は 60名ほどしか

な く、こ の年の主( . 業者の多くが往設会社へ 入 ったが、後年 、これ ら

の人のほとんどが、企業各社の loi i J 社長クラスにな ったとの事である 。

16  担 聾 と11 会 1990' 1'- 5 1/' .;  

たに ぐち・なおたけ

1916  大阪市に生まれる

1939 J.l.( J;( 大? 工学部建築学科半業

同年株式会社大林組1入社

1959 Jj q，lj 工務部工務謀長

1962 本山主ＱＡｾＭＱ王者 ＱＱ 技術部長

1964  取締役就任

1965 大阪大乍工学部鐙築工学科非常勤 l講師

1966 Jj， J，'i Ji 博本部長委嘱、常務以締役就任

1970  大阪府主主築務査会委員、専務取締役就任

同年 大阪府建築士会副会長

1975 土質工学会l剥西支部長

|百l年雄投大[ : ! 表彬

1976 大阪往築 ｉ ｾ Ｇｉ ｾ 務所協会副会長

1977  取締役 i，I1J 社長就任

1978  ｾＺ ｩ 絞災 市 ＧＵＮＺ ＱＱ

1989 大体制i顧問を経て、こ の年退職

就職されてからのこと

大学卒業後 、直ちに 株式会社大林組 lに入社 するが 、徴 兵制度によ

る只役により 、 ｬ ド 固からフ ィ リピン 、 内 地、 ス Ｗ トラ ，ｬ ｾｪ ＢＢ Ｂ Ｂ ・ とい

ろいろな方面へ従軍 、 タイで終戦をむかえることになる 。

昭和21年の夏に帰国し 、大林組に f反戦。戦争にいく前には構造計

:nの仕事をしていたが、帰国後は志望して米軍の宿舎の現場に勤務

した 。 しかし 、 しばらくのち、先輩に誘われて研究部に移る 。

研究部での仕事は主に現場職以 のためのテキスト づく りや現場 で

のトラフルの相談とい った内谷であ った。

大林組に 50年 間 勤めて 思 い1:1: ¥に残 っている事のひとつに、大阪で、

Uf H日45年に行われた万国博覧会の工事の本部長をした事がある 。

とくに、 「アメリカ館」と 「み どり館」には思い出が多いとい う。「 ア

メリカ館」を受注する のに 、通訳と ふた りでワシント ンへ行き 、2 ヵ

Jj /l ¥j 、ワシトンとニューヨークの/ l ¥j を1T き来していた 。ちょうどその

則 、アメリカでは大統領選ヵ、あり、新しい大統領が決まるまで大きな

決裁はしな いというアメ リカの' I 1't ｾｾ ［ ｦ のために 、 決定が長びき、いろい

ろ Ｑｾ Ｑ 労したそうである 。 工・ ｪ｜ 段附でも 、 とくに 「 アメリカ 館 」 の 州 ｪ 立が

日本でも初めてだ った 1  ) j  -' IL  }Jメ ートルにもおよぶ巨大な空気似

mili の屋根を 32本のワイヤでアンカーさ せたもので、こ の方式 によ

るエアードームでは世界に知をみない規模をもち、かつ放も粍〈、

住は 一本も使用していないものであ った ため、施工上随分苦労

したそうである 。 しかし 、 この「ア メリカ館」 は日本の建築技術の



.  

アメリカ 館のエアー ドーム/ 長 径142 m、短径 B3 . Sm

優秀性を広〈海外に紹介した特筆すべき建築であ った。

「みど り館」については 、何をするかという館内企画が決ま って

おらず、なかなか前に進まなか ったが、工事担当のゼネコン側( 大

林組) から 「全天金笠の映像」を 導入するという企画案を提案、採

用されることにな った。 しかし、その頃は 「企画」 というか一つの

プロジェクトをまとめあげる際に必要なノウハウ ( 多方面の専門分

野の統合 Ｉ が充分でなく、いろい ろと 世Ａｦ ｾ 間に ぶつかった 。 ＷＰ ミリフ

ィルムで特大図而をつく ったが、そのため回転速度も 1. 6 倍にあげ

る必婆が生じ、フィルムの送り干しがつぶれるという失敗などもあり、

時中桜索の中で完成をみたという 。あと 、在職中の大きな1: 1: : ギとし

て「地中述統壁工法」の開発がある 。昭和36年、欧米の新工法視察

のために海外出娠にい ったが 、この出張が実におおらかで、 r  JVII 浪

なしでみたいものをみてこい」といわれ、 107 日間、欧米を短! って

きている 。特にテーマは与えられていなか ったが、本人は 「地中 iili

続壁」を テー? としていた 。 このゆっ たりとした視察が 「地中 iili 絞

壁工法」の開発に大いに役立 ったことは忽像にかたくなし、 。

公職のこと

ころいろと公職は歴任しているが、苦労したのは二級建築士の試

験の審査員をした l時である 。 このころ 問題にな っていた ことに、 試

験の成績で「構造」と「法規」の点数が他の科目に比べて低いとい

うことがあり、問題を易くしようとしたところ、出題の先生方に 「

みどり館の全天全空映像 ( アス トロ ラ7 )

この程度の問題が解けないよ うでは困る」 ということで反対にあい、

合絡点を下げる半で解決した 。他には、大阪大学工学部の非常勤講

師や、大阪府建築士審査会の委以など多数歴任されている 。

若い人々へのメ ッセージ

「今の若い人々は気の毒だ」というのが第一声である 。 r昔は建

築学科卒という人が少なく、組織の中でも比較的上のポストにいき

やすか ったが、最近は人が多く、なかなか上のポストへ上がってい

くことができず、大変だと感じ ている」という 。

可見代」へのご意見

現代の建設業界のかかえる数多くの問題の中で、氏は次の 2 点に

ついて熱〈語 ってくれた 。

「人手不足の問題というのは建設業界ヵ、かか える版本的な問題で

あり、根元からの見直しを図らなければ、今後ますます若い人の建

設離れというのに拍車がかかるであろう」。

「ホ外国のゼネ コンの参入。という件に関しては、慣習 ・風土の

iさいのある国の 1M] で、業界の慣習をよく知らない役人レベルの話し

合いの中では解決策を見出すことはむつかしいであろう 。 もっと業

者聞 の直接の話し合いて、互いに芝Il解し あうように歩み寄らなければ

ならない」と。 今井邦夫 ( ljIj 制集委 l U長谷工コーポレーンヨン) 記
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評書

いのち いろ

合掌の絵一一 中林基画文集「生命の彩」再見

私 の 手 は 普 通 の 状 態 で は 全くいう こと

をきかない 。 天井からゴムベルトをつる

し、両手をゴムひもでくくりつけてはじ

め て わ ず か に 自 分 の 意 思 で 動 か す こ と が

できる。 …ー・ ( 中略 ) • 仏教もキ リス

玄 沢 一 民

" の色 、、ろ

まで感じ取ることができなかった 「生 命 の 彩」 が満ちあふれている 。

「命」が見え *  

「生 命」 の表現ができるかもしれない 本 書 に は 約70楽もの美しい絵が紹介されて

未踏の世界を訪ねられるかもしれない ー いるが、絵の償の頁には 「テープに l吹き込ん

だ私の 言葉を、ワープロで文章化された」と

ト教も、かなりの宗教が両手を合わせて と書ききる 中林基。

念ず るこ とにより、祈り の姿勢をとる 。 *

両 手 を 合 わ せ る と い う こ と は 、 人 聞 の 持 1945年、 神 戸 に 生 ま れ 、デザ インを学んだ

って いる視覚、聴覚、 l味覚など あらゆ 後、 鎚 紡 に 入 社。主にクリスチャンティオー

る 感 覚 を そ の 両 手 に 集 中 させて念ずると ル の パ ッケージデザインなどを担当し 、数々

いう ことでは ないかと思う 。 ( 中林 法 ) の立を受賞する 。新 進 デ ザ イ ナ ー として将来

をl嘱望された彼の前に 、しかし、突然の不幸

「合 掌 の 絵」 と題されたこの冒頭の 言葉の中

に本書に描かれた 中林 法 の 絵 の す べ て が 表 現

されている 。両 手 を 合 わ せ る と い う こ と は 念

ずるという こ とで、はないか。 ; 念ずる ことによ

り祈りの姿勢をとる 。 野 菜 ・果 物 ・魚 ・花な

ど、わたしたちカ〈ふだん自にする身近なもの

にテ ? を求め、 「祈り 」 の 中からものその

也、グ"う

ものの「生命」をみつけようとする 。

彼は云う 一 一 一

•••• • ' ;f1、が絵を抗くとき 、モチーフと自の

距離は大体四 十 センチぐらいである 。本

来なら両手でモチーフにさわり、直接、

!l JLにふ れ た感覚を大切にしたいとこ ろで

あるが 、私の 手 は い う こ と を き い て く れ

ない 。 四十センチの間隔をおいて的かに

モチーフと 対 面する 。地 下のものであれ

ば 土 の 匂 い が 、干物であれば特有の匂い

がプーンとｾ ｾ Ｎを刺激する 。 視党と ＱＱ 臭覚と

モ チ ー フ が 発 す る 生 気 の よ う な も の を 受

け と め て か ら 筆 を 下 ろ す 。私は、 2立を下

ろす前の この 短 い 対 面 の 時 間 を 大 切 に し

たいと思う」。

筋委' *¥1' ，性 側 索 硬化 病 ( A L S ) という重度の

障害に お かされ、病の進行と Ｑｾ Ｚ ｴｉいながら 、 モ

チ ー フ と の 短 い 対 話 の H寺を終えて砧かれた 一

枚一枚 の 絵。 ゴムひもでくくりつけられた /11，/

手 に は 一 本 の 黒 の フ ェ ル ト ペ ン だ け が 雌 ら れ

ている 。

いどの様に症状が進もうとも極限まで 絵を

摘さ続け 、 何か を 創 り 続 け て ゆ く 覚 悟 で

あります 。一 抹 の 不 安 は あ り ま す が 、今

18 也築 と社会 / 1990'1' .5 11";

が豊臣う 。A L S の発病である 。

結婚後、 7 年自のことであ った。
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;1/1や か な 色彩 のi ! I : 界か らモノクローム のi ! I:

界へと表現を余儀なくされた 中林 基。 しかし 、

わたしたちがこの世ーに生きてあるのは、ただ、

わたしたちの く身 体〉に、いのち 生 命ー が

あるということだけにすぎない 、 という 〈事

実 〉 からは、はるか遠くに 中 林基はいる 。

いのち 一生 命 はそれ自体で自らの寿命を

生きている 。 < ｉ ｾ ｉ 然 〉 が 、 そのまま 、 あるが

まま く自然〉 であるように 、彼 は く自然、の姿〉

を.tu' iこ うとする 。 県 フ ェ ル ト ペ ン 一 本 か ら 表

現 さ れ る 線tNiiilii の世界に 、ただひたすら くし、

のち 〉 を描こうとする 。

モノクロームの世界に色彩が生まれるのは

この H寺である 。 ここには 、実にあさやかな 、

いう作者の 「言葉 」 がそれぞれのテー 7 ごと

に添えられている 。先に引用したものはその

一部ではあるが、この 「言葉 」 が 、 更に祝日い

感動の世界へとわたしたちを導く 。

例えば、 「れんこんの不思議」 と題された

次のような 言葉 一一一一

- れんこんは不思議な植物だと思う 。

( 1:1"略 ) .... 一番不思議なのは 、そのい

くつもあいた孔である 。 この干しについて

私はこんなふうに 4思う 。

冬の問、業も茎も枯れてしまい 、春

がう1毛て茎を イlドは‘し 、地上に業を開かせる

までの問 、こ の地中 の れ ん こ ん は 、孔の

1:1" に般家をい っぱい替 えて冬眠している

のではないかと思う 。

あるいはまた 、 ( 表紙の ) ，みごとな白菜」

と題された次のような 言葉

ーー かかえもあるような大きな白菜との出

会いは 、衝撃的であ った。 ( 中l格)

この白菜はまるでどこからでもかか って

こいといわんばかりの完壁なカードであ

る。 その ように兄えたのは、人の同手の

ように見える白い 茎の部分だ 。 両腕でお

のれを 締めつけ、業の先々までイ1t ばした

指でし っか りと1
1
11 え込む、 堂 々 た る 存 在

感、| 径々たる生命力 、み な さ る 緊 張 感。

この白 菜の前では自分が小 さく見えた 。

孔に般素を訴えて冬 11民するれんこん 。 人の

Ｏ ￯ｬｬ Ｏ 手のよう主巨大な白菜の Ｏ ｾ Ｏ い茎 。 そして 小

さく比える自分。 ここには 「もの」 と対面し 、

「もの」 からうける 「生 命」 のイメージが表

出 されている 。 ， もの」 とのモノローグの世

、.σ) t，

界はやがてあざやかな生命の色彩をまとい 、

い の 九

合 掌 す る 手 の 中からは生命の 「かたち 」があ

らわれてくる。 ( くろさわ ・かずたみ )

也、のら

中林基画文集 生命 の 彩

中 林 基 著

桐原讐庖 ＯＹＸＷ ｾ 手 Ｙ 月刊 /32頁 /  ，800円
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平 成 2 年度事業計画

は じ め に

当試験所は、当所に対する社会の期待と要請が、ますます高度化

・多機化しており、これに対応するため試験機の拡充と技術水準の

向上に努めていると ころであります。 111'年度は、風洞計 ilil J筒の拡張、

層間変位追従性試験装置の整備等をはじめ、試験業務の拡大と試験

精度の向上を図りました 。

本年度におきましても、計 illl J及びデータ処理の自動化の推進、試

験精度の一層の向上と効率化を図るほか、新たな需要に応えるため

の試験設備 ・機器の整備を行います 。

本年度における事業収入としては、建設業界の状況の推移とその動

向を勘案して総額14億 4 千 万円 ( 対前年度比 4 .3 % 増) を計上しま

した 。

1 . 施設整備

1  ) 耐火 ・防火試験関係

柱炉を改造し、大型試験体への対応及び試験精度の向上を図

ります。

2  ) 構造物試験関係

風圧係数 illl J定用多点圧力入力装置の増設、構造物試験用計- i l I リ

制御データ処 理システムの更新のほか、 1000t f 構造物圧縮 刷げ

試験機の自動制 御 化に備 えます。

3  ) 音 ・熱 ・動風圧試験関係

音響 iWJ定システムの更新を行うほか、複層ガラス加速耐久性

試験装置を増設します。

4  ) 材料試験関係

イ ン ス ト ロ ン 万 能 試 験 機 の 増 設 の ほ か 、 気 中 凍 結 水 中 級 解

試験装置、促進乾燥試験装置等を新設し、試験業務の拡大を図り

ます。

5  ) 本所、分室工事用材 料関係

加古 川分室に全自 動コ ンク リー卜圧紛試験装置を 、場' 1- 分室に

セメントの物理関係機器をそれぞれ新設します。

2  . 附 帯事 業

1  ) 自主調査研究

新規

( 1 ) 鉄筋コンク リート部材の変形性能の評価

(2) 床 l暖房システムの評価 方法に |刻する研究

(3) コンク リートの 中性化 に|鶏する 研究

(4) 桁重速度がコンク リートの圧縮強度に及ぼす影響

継続

(1) 三軸試験機による淀川砂の力学性状に| 期する笑験的研究

(2) 火害を受けたコンクリ ー トの受熱温度性推定に関する研究

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地・吹田市蔵白台 5 - 8ー1 干 565

電 話・ ( 06) 872- 0391 F AX" .( 06) m- 0784 

業務時間一平日 9  :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9 :  ＰＰ ｾ ＱＲ＠ :  OO( 第 2、第 4 土曜休日 )

(3) 直貼り木質床の床衝撃音遮断性能及び耐荷重性能の測定方法

に関する研究

(4) 関口音11の熱貫流率 illlJ 定法に関する 研 究

( 日本建築学会熱小委員会の調査研 究の分坦)

(5) コンク リート 中鋼材の非破壊腐食探査に関する研究

( 大阪大学鈴木研究室との共同研究 )

2  ) 受託調査研究

関係行政機関、または建設関連企業等からの依頼に応じ、調

査研究を行うものであり、随時必要な委員会を設置して笑施し

ます。

3  ) 建築技術安全審査委員会

本委員会事業は、建築主事の諮問に応じて、建築物の構造等

の安全性の審査を行うものです 。

4  ) 工業標準化法に基づく公示検査

近畿通商産業局管内の f j IS表示許可工場」について、認定検

査機関として検査業務を行います 。

5  ) コンクリ ー ト工法研修

大阪府下特定行政庁連絡協議会の「コンクリート工法に関す

る指導要綱」に基づく研修等の実施機関に指定されており、本

年度も 引 き続き実施します。

6  ) 情報機関誌 ( f CBRCJ ) 発行

当試験所の情報機関誌を年 4 固定期的に発行し、各関係機関

・団体等に配付 しています。

7  ) 建材研究会

本研究会は 、( 社 ) 日本建築材料協会との共催で発足したもの

で、建材に関する情報の交流を行い、品質の向上と優良建材の

研究開発に資することを目的としております。

情 造 物 試 験 室

材 料 紙 験 室

工 事 用 材 料 民 験 室

耐 火 ・ 防 火 鼠 験 室

音 ・熱 ・動 風 圧 獄 験 室

組織図

建築と社会/ 1蜘 年 511¥; ' 19  
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自由な発想を形に変えるハイパービーム

同一シリーズ内 梁成一定( ウェブ高さ一定) の

ハイパービームは、ウェブ厚みも従来のH 形 鋼

に比べ はるかに薄 く軽量化されました。

シ リーズ・サイズも大幅に増えて、設計もより

自由な発想が期待されますL

また、溶接組立材よりトータルコストが安く

しかも熱閏圧延による安定した昂質で寸法・形

状精度の高い、より信頼される建築鉄骨用素 材

として御愛用いただけますL

@ 鮪E 3 . 製錨
7  本社東京都千代田区大手町2- 6-3 (新日銀ピル)

干100-71 n 03(242)4111 

- お閉会せ、資料請求は 札 幌011 ( 222)8260  東北022( 227) 2661  1黄，兵045( 212)4069 富山 0764( 31)8347  岡山 0862( 31)3171 八幡093( 681 )8058 

建材販売部、又は 室 蘭01 43(45)3131 青 森01 77( 75)3980 静 岡0542( 55)25 11 大 阪06 ( 202)  2201  広 島082(225)5212 大分0975( 58)411 0

各 営 業 所 ま で 。 盛岡 0196(23)6341 秋 田 0188( 33)2456 名古屋052(581 ) 2111 高 松0878( 62)220 1 福 岡092( 471)2111 鹿児島0992(23) 3011  

釜石0193( 22)4033 千葉0472( 27)2281 新 潟025(246)3111 姫 路0792( 39)3939 長崎0958( 22)228 1 ;中縄0988(67)4149



新建材紹介コーナーNo.176 日本建築協会建材委員会 |

鉄 骨 構 造 物 の 多 様 化 に 応 え た 梁 成 一 定 の 庄 延 形 鋼

ハイパービーム

t's主新日本製鎌株式会社

v  本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2・6・3 ( 新 日銀ビル) 串 100-71 n 03(242) 411 1  

大 阪 支 庖 大 阪 府 大 阪 市 北 区 中 之 島3-2- 4 (朝 日新聞ピ J レ) 串530 宮 06(223)6286 

1  はじめに

このたび、新日鍬て"は 画WI 的新商品 「ハ イパー

ビーム j ( 新圧延形鋼 ) の開発 を完了し 、平成元

年 10月より販売しております。

圧延 ｈｩｦｾ 鋼は、約 ＸＰ 年前から製造され始め、そ

れ以来建築用鋼材として広〈普及し 、H 形鋼の需

要も l順調にのびて行きました 。おかげで、製造技

術、性能に対して余り改善を加えることなく今日

に至りました 。

一方 、最近 の建築分野においては超高層インテ

リジェント ビルに 代表されるよ うに 、建築構造形

式の多様化、建築の高機能化、優れた外観デザイ

ン及びアメ ニテ ィの追求とい った新しい動きが高

まり、建材に対しても従来以上の色 々な性能、機

能が要求されています。つ まり、 H 形鋼に対して

従来の圧延技術では対応出来ない軽量化、 梁成の

一定化、また 寸法の高精度化など強いニーズが出

されています。

このような ニーズに応えるため、新日織では新

梁 高 さ 定 |

( 外法一定) I  

図 ー| 梁成一定の H 形 鋼

しい椛造用鋼材の開発を積極的に進めており、こ

の たび、新圧延技術及び圧延温度制御技術で溶接

組立 H 形鋼と比較して同等以上の形状 ・寸法精度

と安定した品質を兼ね備えた「ハイパービーム」

の開発を 完了 させ 、平成元年 10月より販売を始め

ました 。

2. 特徴

「ハ イパー ビーム」は 、熱間圧延で製造するこ

とにより、ウェプフィレ ッ ト苦11を含めて母材材質

の信頼性は高〈、加えて以下の特徴を備えており

ます。

① 梁成の一定化 ( ウェプ高さ 一定 ) ( 図ー 1 )  

- 熱階l圧延製造法による H 形鋼て¥初めて、同

一シ リーズ内での梁成一定 のサイズ構成を実

現しました 。

- 設計の簡紫化と力11工の効率化 が図れます。

②経済的なウェプ板厚の製造 ( 図- 2)  

・最先端の圧延温度 ・冷却制御技術により、従

来の ｈ 形鋼よりもウ ェブ 板厚を ￬ｩｾ くしました 。

従来の HJ 杉鋼においては 、 l つのシリーズ内で数サイ ズの H 形鋼を製造

する際、使用ロールが寸法不変の為 、内法寸法が一定となる 。 よって 、フ

ランジ厚が変われば、外法寸法も変動する 。

この度、ハイ パービームを製造するに当たり、内法寸法を司可能出来る新

しいロールを開発しました 。 この内法寸法を調総出来るロールを使えば、

フランジ l写を変えても外法一定のサイズが得られます 。

16 

14 

ウ 12

工

プ

厚

胴 9

フランジ厚/ ウエプ厚 =2

ウェプとフランジ

の板厚差が大きい程、

圧延中及び圧延終了

後の冷却i品位でウェ

7' とフランジとの ilii

表 - 1 サイズ表

- 軽量化により経済的な設計が可能です。

③豊富なサイズ ( 表一 1 )  

. 26シリース: ，177サイズ準備しています。

・サイズ選定の自由!交が広〈 、多様な設計が可

能です。

④ 厚板と伺じ板j写採用

・ウェプ及びフラ ンジの板厚は、常用厚板のサ

イズを採用 しました 。

・設計の簡素化 と加工 能率のア y プが図れます。

⑤優れた寸法、形状精度

・従来 H 形鋼の精度より更に高精一度にしました 。

・精度の高い加工、施工が可能です。

- 加工の機械化 、 自動化に寄与します。

上記のように、従来の H 形鋼の常識を破・る「ハ

イパー ビーム」は、新 日鍬 が10年近くを 費や して

開発、笑用化したものであり、従来の H 形鋼圧延

技術とは大きく 一線を 画し、世界初の画期的製造

技術により誕生した製品であります。

( 渡 辺 博/ 建材委員)

l江差が大きくなりま

す。ウェプ、フランジ

共に J令去jJ 過程で各々

収納しますが、板厚

26シリース" 177 サイズを準備しています。従来の圧延 H 形鋼より盟ロ

6  

/  

910 12 16 20 22 28 30 

フランジ厚%

の厚いフランジはゆ

っ くりと冷え反対に

図 - 2 フランジと ウェ ブの板厚限界値 板 l写の薄いウェプは

早〈冷えます。板 l早の厚い nよl交の目玉いフランジの収納力はウェブの収納力

より大きい ので、ウェブの板l写を僅端に lWくすると座屈してしまいます。

従来の製造方法ではフラ ンジ/ ウェプ板厚比が Ma x 2 .0でしたが、ハイ

パー ビームてすま新たな圧延温度・冷却制御技術を駆使してウェブの薄いフ

ランジ/ ウェプ板厚比の大きい ( Ma x 2 .7 ) サイズを災現させました 。

なサイズメニ ューで、自由度の大きい設計、経済的な設計が可能です 。

サイズの設定においては、既存の S R C造、 S 造の笑総資料より分析を

行い利用度の高いサイズを選びました 。 また、構造計算上の断面設定を配

慮し断而がバラ ンスよく 並ぶようにサイ ズを追加しました 。

製造規格

SS41 、 一般構造用鋼材 J IS G3101 

S M5 0 A、溶接構造用鋼材 J IS G3106 
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建築の明日をになう女性たちの集 い

講 演 会 +パ ーティー

レ ポ ー ト

会員企画小委員会の、 r W j のページ 作成中 の っています 。

席上で、雑談がてらに、女性を集めてノ 守一ティー 1  11寺間半の講演の後 、場所 を移して 、 21; 皆食堂

ゃ ったらどうだろうという話が持ち上り、あれよ で、花外楼の料理になる立食ノ ぞーティーの開始。

あれよという問に、 チーム持ち前の実行力 のお このパーティーでは、別段趣向を凝らすことはせ

|詮で、 「講演会 + ノマー ティ ー」 という形でまとま ず、集いの趣旨である、建築、デザインの分担f で

1) 、笑現の運びとなーり ました 。 活躍されている女性の方々のコミ ュニケーシ ョン

問題は、女性が 100 名も集まるかど うかと 、ス の輸が折、がればとの思いで、お互いの紹介に努め、

ポンサ一、会場でしたが、会場の 1) は、大|坂似楽 後は、大人のムードでの懇談の場としました 。パ

部という、機式美を持つ安升武雄の名建築をお n ーティーに彩 りを添えて頂いたのは、W制lに登場

り出来ることで解決し、スポ / サーも 21土に気前 して uい、た、坂念事務所の太田先生ご夫姿、大阪

よくな って頂けたため、後は、: ! J : '11，J t めというこ 府の古羽氏ご夫妻の面々 。残念ながら、出江先生

とになりました 。我々男性陣はそちらの 1) 而で全 は久' 防でした 。我々男性 MI は、アルコールを般え

〈無力なため、女性陣スタ ッフの阪の11.: さが収l り ( フ) 、ホストにこれ努めましたが、会場内 の男

とい った案配でしたが、それも紀憂に終り、会場 ＧｾｉＺ 諸氏は、女性に固まれ、幸福そうな表情であ っ

を埋めるに足る十分な数の女性に集 って聞けた 。 た。パーテ ィーも、最初は固か った雰囲気も 、ア

当日 、桃の節句の目、運惑〈ノl、雨降る日でした ルコールも手伝ってか、段々と! f i rtlJ 上 1) 、一公たけ

が、会場では、 華やかな商1;花が、 :!J:'t1の集いに l以 なわとはなりましたが 、時間 を少し延長し、 8 時

っかわしく雰囲気を椛り上げてくれる中、我々 の 15分に閉会を宣言し 、 「女性の集い」は、成 J)J lli[

心配をよそに、参力日者の出足は好調でした 。 のうち に閉幕。我々スタ ッフもれの桁を下したも

5 時30分より、 Ｇ Ｑ 主Ａ大前の家 ー 建築 の Ｇ ｉ ｾ ｉ の都市 」 のです。

をテー 7 1こ塚口氏の講演。'88年の渡辺 DI i u'支:1' t作 品1、参加者 lこアンケートをお tyj[ いしましたが、

品の自邸をスライドで上映しながら の 、氏の布11m 回収率が低〈、全員の: ¥2 : 見とまではい きませんが 、

論、建築論が、氏の人間性が ｩ 審 み ＺＱｾる優し き 日制 全体的に、概ね好評という結以ーでした 。特に 会場

で語られ 、住宅作品ということもあり 、集ま った については好評でした 。

女性にも分りやすく解説され、好日平であ ったと思 ( 小林孝一/ 実行委員会 ・代表)

22 辿葺 と社会/ 1990'1'-5 }い;

日 時 平成 2 年 3 月 3 日 (土) 17 :  30→ 20  :  15  

会 場 大 阪 倶 楽 部 ( 大阪市中央区今橋 )

講 師 塚 ロ日月，羊氏 ( 塚 口明洋建 築研 究 室)

参加者 98名

協 賛 株式会社サ ンゲツ ・東陶 機器 株 式 会 社
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立体道路制度

立体道路制度の概要

1  道路法等の一部を改正する法律等の施行

道路法等の一昔11を改正する法律 ( 平成元年法律

第56号 ) は平成元年 6 月28 日、道路法施行令等の

一部を改正する政令 ( 平成元年政令第 309 号 ) お

よび道路法施行規目1) 等のー膏11を改正する省令 ( 平

成元年建設省令第 17号 ) は同年 11月21 日に公布さ

れ、これら ー述の法律、 政令、 省令は同年 11月22

日か ら施行された。

近年、地価の高騰や地権者に提供する代替地の

取得難等により、道路用地の取得が困難とな って

いる 一方で、市街地における 交通渋滞を解消する

ため、幹線道路の盤備を推進することが急務とな

っている 。 その際、幹線道路の盤側iに併せて、そ

の周辺地域 を含めて一体的かつ総合的な整備を行

う必要性が高ま っている現状を勘案し、道路法、

都市計画法、建築基準法等 を改正し て 、道路と建

築物等を 一体的に整備するための、いわゆる立体

道路制度が創設され た。

2  . 立体道路制度の意義

市街地における 幹線道路の強制li の進ちょ くを図

るとともに、その際、良釘な市街地環境を維持し

つつ 、適正かつ合理的な土地利用 を促進するため

には 、幹線道路の整備に併せて、その周辺地域 を

含めて一体的かつ総合的な慾備を行う必要がある 。

立体道路制度は、道路法において道路の区放を立

体的に限定し、道路施設として必要な上下の範囲

を定めたもの、いわゆる 「立体区域」とする こと

等により道路の上下の空間に建築物等を一体的に

技術iできるように したも のである 。

また、都市計画法、都市再開発法において、道

路の盤{frII と併せた良好な市街地環境の形成を図る

ため地区計画および再開発地区計画を‘拡充し 、並

びに市街地再開発事業に おい て、道路と施設建築

物とを一体的に繋備する場合の特例措遣を講ずる

とともに 、建築基準法において、道路と一体的に

ｾｾ釧 ｈ される建築物の道路内建築制 ＱＱ 恨の合理化を図

ることにしたものである 。

3  . 立体道路制度の創設

立体道路制度は、市街地の幹線道路の整備推進

とともに、良好な市街地の形成を図るためのもの

であり、道路法、都市計画法、 建築基準法に 関し、

次のような手続きがなされている必要がある 。

(1)道路管理者が、自動車専用道路等の市街地の

幹線道路の新設ま たは改築を行 う場合に おいて、

適正かつ合理n的な土地利用 の促進 を図 るため必要

があると認めて 、道路の区域を立体的に限定し、

道路施設として上下の範囲を定めていること 。

(2) 都市計画決定権者が、地区計固ま たは再開発

地区計画において、都市計四施設である道路の区

域のうち、建築物等の敷地として併せて利用すべ

き区域および建築 または建設の 限界を定めること

として、地権者ーからの意見聴取、道路管理者との

協議等の手続きを 進め、道路管現者による道路の

立体的区域の決定 と相前後し て 、道路と建築物等

との一体的整備に関する事項を都市計画決定され

ていること 。

(3) 地区計固または再開発地区計四の内容に適合

し、かつ建築基準法施行令 ( 以 下 「法施行令」と

いう) 第 145 条第 l 項に定める基準に適合する建

築物て¥特定行政庁が安全上 ・|坊火上および衛生

上支障吉がないと認め たも のについては 、建築主事

の確認を得れば、自動車のみの交通の用に供する

道路または建築基準法第43条第 1 J質第 2 号に規定

する特定高架道路等の上空または路面下に建築す

ることカずでーさる 。

(4) 市街地再開発事業におい ても 、道路と施設建

築物と の一体重差備を行うことができる 。

なお、立体道路市l皮は、道路の新設または改築

を行う場合に認められるものである 。すて寸こ供用

されている道路には本制度の適用はなく、既供用

の道路の拡中高においては、 当該拡阿部分について

のみ道路の立体的区域を決定することができる 。

既存の道路と建築物等の一体強制Hについては、

当該道路が市街地における開放 さ ｾｉｬｬ Ｉとして確保さ

れている こ とを前提として 、すでに建築された沿

道の建築物等に対する影響が大きく、市街地環境

を悪化 させるおそれがあることから 、今 回の制度

の対象外 とされたものである 。

道路内建築制限の合理化等

1 . 道路内建築制限の合理化

( 1 ) 大都市等における幹線道路の繋{RHの促進と併

せて、適正かつ合理的な土地利用 を促進するため、

地区計固または再開発地 区計画の区域 ( 地区整備

計固または再開発地区整備計画が定められている

区械のうち 、都市計画法第 12粂の 4 第 6 項または

者11市再開発法第 7 条の 8 の 2 第 4 項の規定により

重複利用 区域として定められて いる区域に限る 。

以下同じ ) 内の自動車のみの交通の用に供する道

路または路面下においては、当該地区計画または

再開発地区計画の内容に適合し 、かつ法施行令第

145条第 l 項に定める基準に迎合する 建築物て¥特

定行政庁が安全上、防火上および術生上支障がな

いと認めるものは建築できることになった 。

(2) 高度利用地区内 の自 動車のみの交通の用に供

する道路の上空においては、特定行政庁が建築審

査会の同意を得て許可した建築 物に ついて建築す

ることカずできる ことにな った。

2  . 建築基準法第44条第 1 :項第 3 号の認定

建築基準法第44条第 1 ｬＩｾｾ＠ 3 号の規定に基づく

特定行政庁の認定については、市街地における道

路が、安全で良好な環境の市街地を形成する 上 で

きわめて重要な役割l を果たすも のであ り、道路内

に建築物を建築することが周辺市街地の環境にき

わめて大きな; 必響を及ぼすことが考えられるので、

地 区計図または再開発地区計画の内容に 適合する

建築物について、安全上、防火上および衛生上 の

観点か ら、具体の建築計画の内容 、周辺市街地の

状況等を十分勘案し、道路管理者、特定行政庁、

消防長または消防署長によるi M絡協議会において

消防 ・避難に係る事項一般に ついて 十分調整した

上で認定されることになる 。

3  道路内に建築することができる建築物

特定行政庁の認定の対象となる建築物の基準に

ついては、建築物または道路の一方で火災が起 こ

った場合に他方に及ぶ影響を絞小限に tfll えると と

もに、建築物が道路の上空に設けられる場合には、

落下物により道路交通に支障が生ずることを 防止

する観点から法施行令第 145 条第 1 項の規定によ

ることとしたものであり、個別l具体の建築計画の

内容、道路の形態、道路交通の状況等に即して判

断される 。

4  . 特定高架道路等

(1)特定高架道路等とは、高架の道路その他の道

路であ って、自 動車の沿道への 出入りができない

構造として法施行令第 144 条の 5 第 1 項に定める

ｾｩ￭ｬｬ に該当するものをいう 。 また、重復 利用 区域

内の特定高架道路等は 、接道対象道路または容積

率制限もしくは道路斜線制限の際の前面道路とは

ならない。

ＨＲＩ 法施行令第 Ｑ ＴＴ 条の Ｕｾ Ｑ 項第 ｬ 号に規定す

る高低差は、道路の横断面lにおける 路面と隣地の

地表而 ( 隣地が道路の他の音11分である場合は、道

路の他の音11分の路面 ) との高低差のうち、その他

が最小となる苦11分において算定す る。

① 特定高架道路等は 、路面と隣地の地表面と の

高低差がある区間て~延長が 300 メートル以上の区

間内にあり、その高低差が述統して 50センチメ ー

トル以上ある延長 100 メー トル以上の区間をいう 。

② 特定高架道路等 ( 立体交差等) は 、原則とし

て路面と l潟地の地表面と の高低差が 5 メートル以

上の区間i を有すること 。ただし、高1) 道を両側に有

し、かつ、冨1) 道を 含め た道路全体の幅員が40 メー

トル以上の道路の部分にあ っては、 この限りでは

ない。 この場合においては、日1) 道部分は特定高架

道路等にはならない。

(3) 建築物の高さの最低限度 を定め ることにより

土地の高度利用を図ることを目的とする最低限高

度地区内の、自動車のみの交通の用に供する道路

の上空にお いては、従来より 、特定行政庁が建築

務査会の同意を得て許可した建築物は建築できる

こととされていたが、今回の改正に より、最{ 低限

高度地区と同様に、高度利用を図ることを目的と

する地域地区である高度利用地区内の自動車のみ

の交通の用に供する道路の上空に おいても、特定

行政庁が安全上、防火上および術生上他の建築物

の利便を妨げ、そ の他周 囲の環境を害するおそれ

がないと認めて建築審査会の 同意 を得て許可した

場合は、建築物が建築できることになった 。

( 大阪市計画局建築指導部指導線指導係/ 永 山 純 隆)
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ス ー ノ 《 ー 堤 防一 安全で快適な街づくりを 目指して 一

中 村 健一 ( 近畿地方建設局河川計画課長 )

安 全 な 街 づ く り の た め に

我が同の大都市は、その大部分が、大河川の氾濫原である ;'1ヰ!It平

野に立地している 。首都東京及びその周辺に連続している密集市街

地の利 l当部分は、手IJ 桜川、荒川等が洪水と共に運んできた土砂によ

ってつくられた低平地であり、中部閣の中心都市である名古屋市も、

やはり木竹川、庄内川の irjl 制作用により形成された低平地上に展附

している 。 この辺りの事情は、近畿圏の 中恨として機能している大

阪市及びこれに隣. 接する諸都市についても同様であり、淀 川、大手[1

川の氾 ilii が繰り返されてでき上が った沖積平野に立地している 。

図ー 1 大阪平野と淀川、大和川の旧河道

これら大河川のれl'航平野は、古来より営・々 として築きあげられて

きた従| 坊によ って、初めて現在の繁栄をみているものである 。 それ

以前は、 1氏出な洪水の常裂地借であり、生産 ・居住の不可能な不も

の地 として、荒れるがままに放置されてきた土地である 。現在も、

その1. 1 ; 本的な土地条件には変化は無〈、これらの土地を守 っている

大河川 の従| 坊が、計画を上回るような大規模な出水によ って破壊さ

れるよ うな事態となれば、現在の繁栄は、 一瞬にして泥海の中に没

す るこ とになる 。

特 に 、ｾｾ京及び大阪は、近年、経済、流通、通信等各種者 ＱＱ 市機能

の ｾｦｬＧ ｬ が 進行し、我が回 全 体 の 経済 ・ 社会活動に占める比重は、非

Ｇ ［ｩｾ に大 き なも の とな っ ている 。 したが っ て、もし東京や大阪に大災

害が光生すれば、そ の被害は、単に 一地域にととま らず、我が国の

経済 ・社会活動全体に致命的な打撃を与えるであろうことは、定; ! { 象

に日If くない 。 この ため 、これら地域については、もはや大河 川のi政

スーハ -rJ LP) j

新i n T 川区域

114洪水による破局的な被害の発生は、どのようなことがあ っても許

されない事態とな っており、堤防構造の抜本的な強化が必須である 。

水辺を活かした街づくりのために

一方、近年、河川等の水辺空間が、都市の生活環境にうるおいと

やすらぎをもたらす武重な空間として、住民のJtJ l待を集めている 。

そして、河川 として、単に治水施設というだけにとどまらず、都市

そのものの価値を高めるウォーター ・フロントとして、焼く認識さ

れるようにな ってきている 。特に、大都市部においては 、市街地に

おける土地利用の高度化や、これに伴うオープン ・スペースの減少

により、大河川の持つ広大な水と緑の空間に、より 一層住目がよRま

っている 。

しかし、現在の街と河川は、高い堤防によ って、自由な通行を妨

げられているだけではなく、視覚的にも遮断されている 。 このため 、

公園等の利用施設の主主備は行われているものの、せ っかくの河川空

間!の資質を、街づくりに十分活用できないでいる 。 このため 、堤防

が、街と河川を隔てる障壁とならないよう、逆に l両者の出会いの場

となるように、その構造、形態を工夫しておくことが必要とな って

いる 。

スーノマー堤防は、大都市の絶対的な治水方式として、また、河川

を活かした街づくりの手法として産み出された、従来の堤防の概念

を越えたま:Jr しい堤防である 。

形 状 と そ の 意 義

J1t 1坊を強化する方法としては、 2 種類のものカ、考えられる 。一つ

が質的強化、もう 一つが量的強化である 。

質的強化というのは、堤防の横断面はそのままとし、堤防の全体

をコ ンクリートで貌うなどの方法により、質的に高い構造の提防と

するものである 。 この方法は 、既に高槻l区間などで、波などによる

越水に耐えるいわゆる三面張り堤防として施工されている 。 しかし、

コンクリートには劣化もあり、強化方法としては、絶対的なものと

は言えなし、。 また、者11市環境の面からは、現在の堤防の持つ短所を

更に助長してしまうことになる 。

これに対し、量的強化とは、堤防を拡幅し、 l OO- 300mという非

常に広い帽を持つ緩い法勾配の堤防 ( スーパー堤防 ) とする方法で

ある 。表現としては、堤防を拡幅するというよりも、むし ろ、堤防

に隣接する土地を、堤防と向じ高さまで丘陵状もしくは階段状に雌

土するとい った方が、より適切である 。 この方法によれば、部分的

に従防が被害を受けることはあ っても破壊されることはなくなり、

，i l' llhjr(:j 水 位

J)! 河 川 区 域

図- 2 スーパー堤防の繍断形状
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堤防の強化対策としては、まず完墜といえる 。 しかも、単に治水上

の効果というだけにとどまらず、スーパー堤防の務備によ って街と

河川が連続することになり、河川を活かした街づくりを進める上で

の最大の障壁が取り除かれることになる 。 しかも、従来は斜面であ

った堤防の裏法面の部分が、スーパー堤防の路市i J H によ って平坦とな

り、ここを 緑地等として整備することにより 、河川 の71<.と 緑を活か

した良好な街づくりを、より効率的に行うことができる 。

このようなスーパー堤防の優れた特徴を活かし、昭和62年 3 月に

は、河川審議会より建設大臣に対し、 「高規格堤防 ( スーパー堤防 )

の整備を 強力に推進する 」べき 旨の答申が行われた 。 そして 、こ の

答申をうける形で、I l t ' . 和]62年度予算において、直結特定高規格堤防

設備事業が創設され、スーパー庭防の整備を推進していくことにな

ったものである 。

淀 川 ・ 大 和 川 の ス ー パ ー 堤 防 整 備 計 画

昭和62年度より始ま ったスーパー堤防務備事業であるが、これま

でに全国で 6 河川が整備対象河川に採択されている 。具体的には 、

関東地方建設局管内の利根川、江戸 川、荒川、多摩川の 4 河川と、

近畿地方建設局管内の淀川、大和川の 2 河川である 。

スーノ マー堤防の整備は、これらの河川の全延長について行う訳で

はなく、それぞれの河川の主要区間に範囲を限定している 。淀川 、

大和川については、昭和63年 3 月、河川審議会の審議を経て、それ

ぞれの工事実施基本計画 ( 河川工事の実施の基本となるべき事項に

ついて建設大臣が定める計画 ) において、おおむね大|荻原I域の区聞

が、スーパー堤防の務備区間として定められた 。 このように範囲を

限定しているものの 、スーパー堤防整備区間の堤防総延長 ( 左右岸

の計) は 、淀川、大和川を合わせて約 110 kmt こ達し、平均 I隠を 200

m とすると、そ の総面積は 20kn!以上に及び、 沿川の諸者11市の総面積

と比較すると 、寝屋川市の全域に相当する広がりとなる 。

淀川、大和川の笑際の事業地区としては、これまでに、淀川の出

口地区 ( 枚方市 ) にお いて、我が国 I最初のスー パー堤防が完成して

おり、民間の中層集合住宅の建築が進ん でいる 。 また、平成元年度

園園園 高規格堤防

整備区間
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写真 一1 完成した出口スーパー堤防(淀川)

においては、淀川で 3 地区、大和川で l 地区の事業の推進を図 って

し、る 。

ス ー パ ー 堤 防 整 備 事 業 と 街 づ く り

スーパー堤防整備事業の事業執行上 の最大の特徴は、原則として

用地買収を行わず、主主体J を行 った堤防上を、従来の地権者に自由に

利用しても らう点にある 。 これは、 一つには、貨収すべ き用地が広

大であり、しかも密集市街地カ、- i i l i な っており、これを買収すること

は現実的でなく、また、たとえ可能であ ったとしても、予算的に膨

大なものとなるため、対応が凶難な点にある 。 しかし、そうい った

ことよりも、スー パー堤防上を地権者の土地利用に委ねることによ

って、スーパー堤防政備事業の 2 大目標の l つである、河川の水辺

を活かした良好な街づくりを 実現していきたいということが、その

大きな理由である 。

また、スーパー堤防強制f J 事業が盛土を行う事業であることから、

その実施には土地の区画形質の変更が伴う ことになる 。 このため、

水辺とい うことを抜きにして考えても、市街地整備の聞で、スーパ

ー提防務イ賄事業は、重要な意義を持 っている 。l見に述べたよ うに、

淀 川 と大和川を合わせて 20kni以上の面積について、ス ーパー堤防の

整備を図 っていかなければならないことから、今後、関係する地方

公共団体の都市計画及び都市整備の担当部局と の連携を図り、望ま

しい市街地整備の実現に向か つて、各種の施策や事業を一体的に展

開していくことが必要不可欠である 。

スーノ マー堤防鐙備卒業は、 ifl 川の地権者、住民等の協力 ・参加を

符= て初めて進めていける事業であり、また、民間開発に負うべき所

も大である 。

今 後とも、スー パー 堤防 の 名称やギ 業の 概要及ひ計 一 ｬ 盛 ｩ の ｾｸｩ 歪を図

1) 、広〈協力 ・参加を伴ながら、安全で' 快適な街づく りをめさ して、

スーノ f 一段防整備事業の推進を図 っていきたい。

写真 一2 イメージ図
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時 代 遅 れ のー モダニストから

最 近 の お 化 粧 建 築 の 氾 4111i の な か に あ って 、構造住t の 表 現 に 徹 し た 近代 建築ヵ、なつかしい 。 大 戦 後 の 貧 し

いこの 小 国を世界中か ら有 名 ・ ｾＧＮｲ［名 の数多くの近 代建 築家たちがあ い ついで訪ねてきたのは 、柿 ｦｵＧｬ 牲 を

空 間 表 現 に ま で 高 め て き た 日 本 の 伝 統 的 な 建 築 芸 術 が 近 代 建 築 の 空 IHI'I生とあい 通 じ る 質 で あ る こ と が 認

識されたからであろう 。 日本建 築の ｾ ｉＺ ｜ｬはある ｈ 奇 Ｑｭ 、ｉＺＡＮＡＺ界 の近代建築家のインスピレーションのみ ， ［ｩ 以だ

っ た 、 と い え ば 過 言 で あ ろ う か 。

フ ィ レ ン ツ ェ の 駅 前 、 ア ル ベ ル テ ィ に よ る サ ン タ ・マ リ ー ア ・ノヴェ γ ラ 教 会 主 の フ ア サ ー ド は ま こ と

に美しし、 。 ゴシ ッ ク1mの 肢 体 を ル ネ サ ン ス で 装 って み ご と に メ イ キ ャ ップ し た こ の 「 以 化 粧 の 美 女」 に

比べると、桂離を; の古訟; 院は素顔の美 人である 。 ( 新後! 日J投には華やかなかんざしで釘I l られたあでやかさ

を 感 じ る け れ ど。) 19世 紀 の い わ ゆ る 世 紀 末 の 芸 術 は あ ま り に 飾 り た て ら れ た 美 が 愉 ま し す ぎ る 。 そして、

20世 紀 末 は 前 世 紀 に も ま し て 感 覚 的 な 美 に 溺 れ す ぎ て は い な い だ ろ う か 。 官 能 的 な デ カ タ ン ス の 美 も 人

を 魅 惑 す る が 、 知 的 感 性 の 透 徹 す る 仕: 人 ( 建 築 空 間 ) に あ こ が れ る の は 時 代 に と り 残 さ れ た か の よ う な

こ の ー モ ダ ニ ス ト ば か りで あ ろ う か 。
( M. M )  

咲くやこの花館 ( v )

「ウワ一 、キレイ I J  11美く や こ の 花館 に 第 1 歩 を 踏 み 入 れ 、 最 初 の 展 示 室 で あ る 熱'm:雨林中11(物 室 の 人 LI の

カ ト レ ア や フ ァ レ ノ プ シ ス な ど の ラ ン飢を 見ての! 忠 l嘆の 声 である 。 そして、 - 11寺間以上の行タ1J の 持 ち H寺

聞 の 後 の 約30分余り の 熱，;i?か ら、 日 山 、 そ し て 、 極地 図 ま で の 様 々 に l咲き乱れる 村i !協同 世界 旅 行 を終え

て、出口付近では、 「米 て 良 か っ たり との 会 話 が聞 か れ る。 花 の 万 博 が オ ー プ ン して以米、 一 部 の ト ラ ブ

ル が あ った も の の 、 述 目 、 半 均 約 11 万人余り ( 現イ1: までの最高は、 4 月29 日の約 26万 人 ) の 入 場 者 で 賑

わ っ て い る 。 当 館 でも 、ダfI んとづIJ .日、 }1走 大 収 容 人 以 で あ る 約 2 万 人 の 来 館 者 が あ り 大 胤 川 を 呈 し て い る

が、来館者の方に Ｂｲ ［ ＭＺ［ に 美しい花と触をごｾｾｉＮ，、ただけるように、毎日、閉 館後Ｏ止 びその官 仰 の ＱＴ｛ Ｎ ｊ fiu fjij に|片j

花株や開花直前 の 花 の入れ伴えや布 Ａ￬Ｎｦ Ｑ Ｑ Ｇｩ 、 ＱＩ［Ｇ Ｚｊ 花摘 み、 ｨＡｉ 花 等の努除 、薬剤散布、 ￬ｲｩ Ｈ ＷＩ＼等のキ ｈ 持管 ｾｉＡ 作 業と

栽培仰での開花訓 ｾ ｩ 誌などの ｊ ｬ＼Ｚ ｊｦｩ を本市 ｾ￬ ｩＡＺ只ヵ 、行 っ て いる 。 そして、米館者が当館を ｦｬ ｾ られる ＱＱ ， 子、 同 行 の

人 達 と 、 入 館 待 ち で 行列 に 並ん だ こ と を 般 に お い て 「 映 く や こ の 花館 は 良 か っ たu とお っ しゃる 。 r あ

りがと うごさ し、 ました 。w
( S .  M )  

私が建築創りに考えること 5) 自 然に学 ぶ

今 年 は 、 北 国 の よ う に 、 果 樹 遠 の 花 が l咲きそろ って 、 あ た か も 団 塊 の 世 代 の 競 ii i( のごとく' /，，<; やかであ っ

た。 又 、 仕 事 の 都 合 上 、 タ イ ミングよく 見 れ る と は か ぎらないので、 4 月 の 誕 生 日 か ら 5 月の:i i l i 休 に か

け て 順 次 l咲 い て い て く れ る よ う に と 思 って 、 7 年 I'I I i の退職記念に柏えた普賢像、松月、手弱女、| 刻山、

佐野桜や山桜、しだれ似も、す っ かり業桜とな っ てその総が若々しい 。 わが Ｔ 務 ｆｾｔ も新卒はかりだ っ た

所 員 が夫々 l順 調 に 育 っ て い る よ う に 思 え る 。 一段と 1' t 仕の重さを感じる 。建 築 の 仕 事 は 人 々 と の つ き 令

いが多い、人 I}¥l のために iii るの だ か ら あ た り がj の ぷ し だ が、 し ゃ べ り く た び れ る と 物言 わ ぬ来初I達 が 恋 し

くなる 。 自然は、これからの変化に出んだ盟かな結や、またがしな っ て、す っ と溶ちる以のＩＡｬｩｾ↑ Ａ ＿や、木漏

れ 日 や 、 水 面 の さ さ な み の 美 し さ 等 の 'h'; '趣 的 な も の か ら 、 沃 土 の 流 t.I:¥や 河 岸 の 決 峻 を |幼 ぐ 竹 必 や 杉 木 立

等の柏生のあり方や、 l坊j乱 林 の 殉 定 が 不 適 で 折 角 T i て て き た の に 根 こ そ ぎ 倒 れ て し ま う 綴 な ど il'iJ 然ブJ に

乏 し い 人 聞 を き び し く 教 え て く れ も す る 。 (1日 らかにみえるノト)11の流れも田知[ J の 1良薬のせいか小魚、も LIJ 燃 の

類 も す っか り 姿 を 消 し て し ま っ た。 そ れ 般 に 、 味 気 な い コ ン ク リ ー ト で の 水 路 補 修 を 叫 ん で 悩 ん だ 石 垣

の| 塗に沢僚を見つける喜びも大きし、 。 占JJ 桃、 楽、布li 等 の 新 し い 小 枝 も の び て 、 図 は 静 か に 、 着実 に 第 2

次 開 花WJ を 待 つ 。
( M 、 T )

求人と職人気 質

最近、理工系学卒者が銀行など非製 ｩｬｩ 業に ｊ［￦ｾ 誠 し、それも 地訟音 Ｑ Ｑ 門など技術系ではなく、 一 般行以など

として能力を発榔しているという的報カ、ある 。 そのせいか夜、の会社でも、今 JUJ 新 今 係 JTJ は一f - 定の80%  f.'. 

J支にとどま っ た。 非製造業が. I 2 l ! 工系を係用する足11由 は ホ 数 rj'=に 5! 1 l < 、コ ン ビ ュ ー タ ー な ど の 機 械 に な れ

て い る こ と 、 な に よ り の 魅 力 は 点 而 l 目 と い う こ とH の よ う で あ る 。 また、 Jt ; ，! ; 峨する官!I) でも、非製造大企業

では待遇も収入も良〈手もよごさなくて良いとなれは、、 n分の選んだ』引"J と:iitl っても 点ーんで収 用 される 。

か く し て 日 本 の 製 造 業 の 多 く で 、 人 的 資 源 が も1; ib ¥し将米が危| 具 される こ とになる 。 刊 に処設業では、

峨人不よE も深刻l に な っ て お り 泣 iili に 怖 で あ る 。峨 人 気 質 と は す な わ ち 、 日 本 の 良 心 で あ る と )1↑lし、たこと

はある 。 若い人が製造業を倣i . ! ; ょするようでは大げさな 言 い 方 か も 知 れ な い が 、 我 国 の 羽 米 が 思 い や ら れ

る。 も し 我 々 に 他 国 の 人 々 よ り 優 れ た 能 力 が あ り 放 に ぜ か に な っ た と す れ ば こ の 山 を い か に 前 川 す

べ き か 地 に 足 を つ け て 考 え る 心 婆 が ある 。 必に以かになれば待j Q l などより、r J 分の利心のゆくイ: : I . :' J'; をす

る ｾｉ 正人気質がよみがえること を ｗ ｊ 待したし、 。 Ｈ ｍＮ K )  
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総 論 I

戸建て住宅におけるプレハブ住宅の位置

一住宅経済学的考察-

東 樋 口

1  . プレハブP住宅の普及

プレハフー住宅の年間供給量は、現在25万戸を超える 。 これは

新設住宅のおよそ 15% であ る。年閉め生産能力は、プレハブ建

築協会会員の工場 169 で、 37万戸強に達している 。

プレハブ住宅の劇的な市場への登場として語られる「ミゼ ッ

トハウス J ( 6 畳 、11万 8 千円 ) の発売が、 1959年 11 月、輸出

量が戦前水準に達 し、コロナ、 ブルーバードの小型車によって

マイカ一時代の幕開けを迎えた頃のことである 。1950年代後半

に入 って本格化した戦後復興、鉄骨、アルミ、プラスチ ック等

の基礎資材生産の増大を 背景に、プレハブ住宅の技術開発が*

み、 1960年代に住宅としての形を控える 。1962年のプレハブ住

20 
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図ー 1 プレハブ住宅の普及率

28 控 奈 と 社 会 1990'1' . 511¥; 

五葉

宅の推定供給戸数が、約5000戸、新設住宅着工戸数が 60万戸強

であるから 、そのシェアは 0 .8 %であった 。 その後 、徐々にシ

ェアを伸は‘ し、 10% を起すのが1974年で、 1976年からやや低迷

を見せるが、 1980年以降シェアを高めてきている 。 ( 図 1 )  

次に、普及の地域差についてみよう 。プレハフイ主宅の市場へ

の登場は、ちょうど、なべ底不況を脱した岩戸景気の時期であ

り、大都市への若年労働力の流入と都市郊外の住宅地化の進行

する 中で供給を開始したのである 。 当初の主な市場は、この大

都市近郊であ った。郊外住宅地は、その画地、道路事情あるい

は在来工法住宅との競争条件からいっても 、供給を効率的に集

中するのに適していた 。その後 、供給量の拡大、 地方メーカー

の登場、寒冷地型住宅の開発などを通じて 、地方へ展開する が、

長〈郊外型を基調とする商品展開が統〈 。都市型を強〈意識し

た住宅タイプの開発は、 1970年代後半に入ってからのことであ

る。 また 、地方の市場に対応する 地域型の開発については、種

々の試みがみられるものの、まだ定型と言えるものはない 。

図 2 は、都道府県別 のプ レハブ住宅普及率の変化を見たも の

である 。大都市圏の普及率が高〈、次第に地方闘に普及してい

ることがわかる 。 もちろん供給戸数は 、大都市圏に大きく、伸

び率はむしろ地 } j [劃の方が高し、。 また 、工場が所代するなどか

ら、j必fI 、山u 、千業等の特具に普及率の高い地域が存イ1

C

する 。

さて、このプレハブ住宅の普及において 、地方が都市にと って

替わるかと い うと、そうでもない 。現時点では、都市と地方で

は明かな市場構造のi主いがあり、それぞれ版売段階での肌理II の

キ111かい対 応 を必要としている 。都市部では 、地価高騰からむし

ろ戸建て住宅は建て替え 、貿い換えの二次取得が中心に なり、

高級化に一層の拍車がかかっている 。一方、地方ではまだ一次



取得がかなり期待でき、ローグレード、企画型などが適合して

いる 。地方ニーズに対しては 、むし ろ、モタンな洋風スタイ ル

を志向する 需要が主力であり 、地域型の本格的な開発に向か っ

て いない 。

プレハブ住宅の普及はさて、現在の様な好調期にあ っては、

その供給力に規定されていると 見ることが出来る 。部品の生産

メーカーの組織能力は明らかに供給戸数を 遥か上回 っており 、

拡大と共に供給戸数、普及率共に 伸張している状況下では 、供

給力 のなかでも営業マ ンによる販売力 、施工庖による施工力が

供給量を限定している 。ト/;t 要側が在来構法住宅の代替品として

プ レハブ住宅を掃要する時J t J lは悦に過さたのである 。
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プレハフ。住宅は典型的なイノベーション2  

プレハブ住宅は 、技術的な 狭 い意味においても 、社会経済的

な広い意味においても技術革新 、イノベーションである 。

ッケンパウの流れをくむ戦前の乾式工法住宅、敗戦直後からの

工場生産住宅を前史とし、生産が本格化し市場開拓が必要とな

プラス チ ック等の基礎資材 を用いた技アルミ、った!I逢量鉄骨 、

術開発が行われ、数々のイ ンベンショ ンの達成 を基礎に してい

その後欧米にも類例を見ない独自の技術発展を遂る。 そして、

げたことはよく知られているところである 。

経済的な :官、味におけるイ ノベーションは 、今世紀前半の経済

学者シュンペーターが 、 「経済発展の理 論」の 中で明らかにし

たものである 。彼によれば、経済が内生する経済生活の循環の

変化が経済発展であり、その発展現象が生じるのは、生産に 利

用しうる諸資源の新結合の遂行によることになる 。そしてこの

新結合がイノベーションである 。 この概念は、 ①新 しい財 貨の

生 産 、②新しい生産方法、 ③新しい販路の開拓、④原料あるい

は半製品の新しい供給源の確保、⑤新しい組織の実現の五つの

プレハブ住宅は 、これ らの諸現象を併せ持

つ典型的なイノベーシ ョンの一つである 。住宅の分野では他に

類例を見ない 。

現象を含んでいる 。

新しい財貨とし てのプレハブ住宅(1) 

テレビやプレハブ住宅が 、住宅の範ちゅう に含まれる以上、

'i' li t'l :機のようにま ったくの新機能を付け加えるものではない 。
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プレハブ技術そ の ものは、柱 ・梁の下小屋加工、建 具 ・

:21: など 、古く職人生産の体系の中にまでさかのはることが出来

29 

また、

都道府県別プレハブ住宅普及率の変化( 戸建・長屋建)図 - 2



る。 さ して新規性 の強いも のではない 。

しかし、住宅を建設されるあるいは作られるものから工場で

生産されるものへと転換し、理念上はデパートでも買えるもの

として一個の完成住宅を消費者の服然に示したことは、住宅供

給の革新であり、新しい住宅概念の提示に他ならない 。たとえ

カタロ グ、モテソレ住宅の形であれ、その 品質と 価格を 事前に明

らかに した のであ る。

(2)  新しい生産方法

従来、 一 品生産であ った住宅を 下位の織成部品に分割し、そ

の標準化 と工場生産への移行を通じて、マス プ ロダクシ ョンの

体系を創造した 。 現場施工ヵ、中心であ った工程から、この前加

工化段階を載然と分節する技術がプレハブ技術である 。

(3) 新しい販路の開拓

シュンペーターは、 「当該国の当該産業部門が従来参加して

いなか った市場の開拓」であり 、 「この市場が既存のものであ

るかどうかは問わない」 と言う 。 プレハブ住宅の場合、鉄鋼業、

電気産業、機械産業、あるいは化学産業と 言 った様々な分野を

出自産業 とするプレハブ住宅メ ーカーが各々の方式による住宅

をf共出合することになる 。

(4) 原材料、半製品の供給源の確保

これは、言うまでもなく、軽量型鋼、プラスチ y ク新建材な

どの半製品の供給の確保。一一むしろこれらの重化学工業製品

の新たな 市場として プレハブ住宅が開発された経緯を持つ。

(5)  新しい組織の実現

プレハブ住宅 メーカー を中心とする 関連企業を含む産業グル

ープ。 プレハ ブ住宅の供給は、 それまでの大工工務庖シ ステム

に代えてプレハブ住宅部品の生産工場を用意するだけで実現で

きる ものではない 。個別の供給から大量生産 ・大量販売の方式

に転換するには新しい組織を必要とした のであ る。プレハブ部

品の製造工場、 営業所 ・j仮売代理J ! . 広からなる販売部門、施工工

務庖 ・専 門工事 業 者 ・資材供給業者・輸送業者からなる施工部

門、技術 ・商品開発な どのスタ ッフ部門とこれらを 相互に結び

付ける 管理部門が統合された大規模組織である 。住宅の構成技

術 ・部品分割技術をハードな技術 とすれば 、こ の組織化の技術

はソフト技術として重要なものである 。供給開始以来、様々な

組織編成の試行錯誤を繰り返し てきて いる 。
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3  . 大規模生産供給システム

フプ@レハフ

レハフブ"1住主宅の9白5 % ( 1988年 j度主 ) を{供共給している 。大手企業は、

戸建てで年間 2 - 3 万戸、低層連続建てを入れ ると 5 - 6 万戸

という膨大な供給を実現している 。年間 2 - 3 棟の木造住宅を

供給する 典型的 な大工 システムと 比べるとその規模の大きさは

驚くほどであ る。

このシステムは 、本社の業務管理部門・開発研究部門、 部 品

の生産工場 、営業所・版売代理屈などの販売部門、下請け工務

!苫 ・専 門工事業者 ・資材業者などの施工音11門からな って いる 。

版売、施工ともに多くの代理屈を組織しており、生産部門も下

請け工場を持つ大組織である 。大手メーカーになると、数干の

工事業者を 組織し、 2 - 3 千人のセールスマンを抱えている 。

部品の段階では 、集約生産ヵ、可能 であ っても、 末端 の販売施工

は個別 の営業 、設計、工事からアフターサー ビスまで必要な の

である 。つまり、末端では、幾分の合理化や技能の簡略化はあ

るにしても、基本的には在来の個別の住宅供給に依存している

のである 。従 って 、規模の経済性も自動車や電気製品 の ような

手雌れのよい製品ほどには明瞭ではない 。 もちろん 少数の大手

3.0  

D 社 ( プ レハブ住宅)

3.037 
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図 - 3 プレハブ住宅の平均費用幽線( 規模の経済性)

中核メーカ ーが優位を保つに充分な規模の経済性は認められる 。

また 、プレハ ブ住宅の場合、規模の経済性は 、実質的賀用 の

節減を意味する大規模生産利益よりも、大量販売 ・購入の利益、

大規模研究の利益、影響力強大の利益などの大規模経営利益の

1HIJ 面が強〈働いているとみること が出来る 。

市場調査 、技術開発、 プロトタイ プの設計などに格段の費用

の投入が可能であり、こ の点での大規模システムの優位性は明



かである 。

在来工法の分町F でも、規模の大きい地域ビルダーなども同様

の有利を生かしている 。

4  . 市場競争の様式

1960年代、 プレハフ住宅の誕生期には 、矩形プラン、長尺カ

ラー鉄板立さの緩勾配あるいは陸屋根のスタイル、鉄骨を露出

した外観、ダイニングキ ッチン・リビングを強調したプラン等

その新しさを強調したデザインが主流であった 。また、資源、特

に労働力不足に対して工場生産化による合理化効果を通じた低

価格や短工期などに強い期待がもたれ、供給側も住宅生産 の工

業化 の理念を訴求する形で市場に 登場した 。 しかし、この正統

ではあるが、直接的なプレハフー住宅の有利の訴求は成功せず、

むしろ、プレハブ住宅の画一的な安物イメージを形成した 。以

後、需要量のJ広大のために、この安物イメージの払拭に努力を

傾注した形跡、がある 。 この出発点におけるプレハブ住宅の市場

行動はその後の住宅市場におけるプレハブ住宅の価格面よりも

品質面でのrt 一献を方向つけることになったのである。

1965年以後 、平面 ・外観のバリエーション、設計自由度の拡

大と高級一高品質の商品化戦略がとられる 。在来工法との市場

競争には、大都市あるいはその周辺部での地縁 ・血縁関係の崩

壊を背景にして 、営業力、パブリシティの強化、サ ンプル提示

による完成物品の確認、宅地の斡旋、建売り形式の採用、建設

資金の信用提供など、非価格面での競争力の強化、販売促進の

戦略がとられてきた 。 また、材質 、外観、モテュ ール寸法、販

売施工方式などの差異を設けたり、自動車のように愛称を付与

するなど顧客を誘導し、選好されるようにする製品の差別化も

積極的に展開された 。低価格プレハブの試みが、景気変動の度

に、幾度とな く繰り返されるが、本流 となるには圭 っていない 。

これら在来システムには無い非価格面での特徴によってシェ

アの確保、拡大を図る非価格競争が中 心的 な様式であった 。 そ

して、多数を占める在来工法住宅の形成する相場価 格が、むし

ろ今まではプライス リーターの役割を果たしてきている。この

背景には、プレハブ住宅の大規棋システムが、 価格競争で在来

システムを短期に駆i A するだけの供給量を拡大する条件を持た

ないこと、施工力の限界を在来システムのプレハ7 ' への組み込

みに負 っているということがある 。

5  . 商品化住宅から「住まい」へ

プレハブ住宅が 、今や戸建て住宅の分野でその性能、 プラン 、

住宅設備など品質の面で指導的な位置に立ちつつあることは疑

いない 。更に、計画的戸建て住宅団地等の住宅地の計画におい

ても先進的な試みを展開している 。 もちろん 、部品分割、構成

技術、その製造技術、組立技術、品質管理技術、 C A D等メー

カーに蓄積された技術は今後の住宅技術の展開を考えるとき、

単なる企業の内部技術として 以上の重要性を持 っている 。

しかし、 一方で、商品 の過度の差別化を図る余り、無駄な多

様性の付与や強引な消費者誘導の傾向も見られなくはない。 プ

レハブ住宅は、生産と消費の分節によって 、音[1品段階での大量

生産に成功し、大量の住宅供給と住宅の質の向上に貢献してき

た。同時に、住宅を市場で売買する商品へと変質させ、機能や

効率以外のものを切り捨ててきたこともまた事実である 。

本 来 、住宅は、住み手の生活に根ざしたものであり 、住まい

づく りとして居住の過程と 一体的な性質を持 っている 。 いかに

高水準のものであろうと、単に与えられるものからは本当の i111足

は得られない 。 どうすればよいのか。大衆消費の本質に関わる

問題であり、簡単に解答がでるはずもないが、大胆に未来論的

に言えば、プレハフー住宅を住み手の主体的な住まいづくりを支

媛するツ ールへと解体することになろうか。つまり、プレハブ

住宅の要素技術、システム技術を、様々な形で地域の主体的な

住まいづくり、町づくりと統合し 、再編する地域型ハウジンク

の守主索である 。 そこでは、需要者は 、ブランド志向や些末な差

具に拘る消費者から主体的な住み手に立ち戻らなければならな

い し、 「地域住宅建築家」とでも 呼ぶべき住ま いっく りの新し

い建築家の介在を必要とするかも知れない 。
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総 論 II

フ。レノ、ブ住宅の過去・現在・未来

松 村 秀

- 過去

「商品化住宅」時代の意味

プレハフ。住宅の過去とは言っても 、' 50年代の創成其f J に迄測る

紙数はない 。 ここでは ' 80年代辺りから話を始めたい 。

' 80年代の プレハブ住宅がそれ以前 のプ レハブ住宅と大きく異

なる点として、 「企画型商品」と呼はれる方式の一般化を挙げる

ことができる 。 この方式は 、プランやスタイル を限定するかわ

りに、さま ざまな新提案 を盛り込んだコスト ・パ フォーマンス

の よいパ ッケージ 商品 を供給する方式であ り、 ' 80年代に入 って

業界全体に普及した方式で、ある 。おのおのの住宅の商品として

の性格が従来よ りもｾＡￍ ｬ くなり、「商 品化住宅 」 などという造語が

一般化したのも、この方式が普及してからである 。

木造注文住宅の伝、統から 「住毛の間取 りや材料 は住まい手が

自由に決めるもの」 という! 感覚が定着している 日本の住まい手

32 控築 と社 会/ 1990' 1'- 5  )1¥; 

に対して、プランやスタイルを限定したノ f ッケージ 商品はう ま

くいかないというのが' 70年代迄の業界の共通認識であり、事実

それ迄は生産効率を 多少落としても 個別 設計の自 由度 を閉そう

とする 「自由設計一」志向の商品展開 が主流であ った。

企画型商品方式がこうした常識を麗し得一た のは 、限定J支のマ

イナスを逆にプラスに転じさせるような方策として、他の住宅

にない価値をハード ・ソフト両面で付加することが考えられた

ためである 。具体的にはそ の商品 のために、オリ ジナルに 開発

された 機能部品やテ ザイン部品であり、限定 プランに雌 り込む

生活提案であ った。 I こんな部品や生活提案 を他の住宅で 見た

ことがありますか? J と言う ことので きる商品 をつくることこ

そが企画型商 品方式の本質であ り、従来の常識を打破するカの

源であ ったと 言 える 。

しかし、こうした方式は 、プレハブ住宅メーカーにそ れ迄さ

起必要とされていなかった類の開発能力を必要とする 。 トータ

ルなコンセプトワーク 、それに基 ついた生活 提 案 カ や音 ｬ ￭ ，Ａ，ｾ，開発

力、そしてそれらを支える調査研究能力、更にはその成果を 1

つの商品に結実させるパ y ケージン グ力。従来の製造業的な技

術開発力以外の能力が強〈求められ始めた訳である 。

実は 、企画型商品方式が業 界全体に 拡が った結果として持ち

符た 重要な意味は、こうした新しい能力 の必要性と関係がある 0

' 80年代の企画型商品方式が要求し続けた能力とそれに応えて起

こったメーカー内部の変質こそ、今日の プ レハブ住宅と ' 70年代

迄のそれを大きく隔てているものである 。



限定度の高いプランに商品としての魅力を付加するために盛

り込まれたさまざまな生活提案、その生活提案を繰り返す中で

培われてきた組織だ った企画能力 。 それをサポートする道具と

して洗練されてきた住まい方研究の手法やプランニンクの評価

手法。 そして 、生活提案や内外観スタイルを具体的に演 出する

と同時に 、生産効率とコスト パ フォーマンスを向ヒさせる こと

を狙って行われたさまさまなオ リジナル部品の開発とその中で

育まれてきた部品 メーカーとの新しい関係。

いわば「企画型商品」という l つのパッ ケージに対する頭脳

集約作業の繰 り返しの 中で、メーカー 内部に企画能力と部品開

発力が組織的に蓄flミされてきたと 言 える 。

住宅市場に姿を現して以来 、プレハブ住宅はスケールメリ ッ

トを求めてきた 。 そして 、それは一 貫して工場を 中心 とする生

産段階でのスケールメリ ッ 卜追求であ ったと 言 える 。 しかし、

ここにきて組織的な頭脳集約という全〈新しいスケールメリ y

トが獲得されたのである 。

ソフト 、ハード両面でのスケールメリ ッ トの笑現。 これこそ

が ' 80年代のプレハブ住宅を、従来の日本の住宅とは異なるハウ

ジングの形態に仕立て上げたものであ った。

. 現 在

商品化住宅から

「設計の商品化」へ

しかし、 '80年代のプレハフ住宅を特徴付けた企画型商 品方式

自体はここ数年彬を潜めてしま ったように思える 。今日では住

宅展示場に建ち並んでいる多くのモテルハウスも、直接に売買

される 「商品」ではなく、単なる客寄せの窓口にその機能を特

化しつつある 。そのことは、そ の巨大さ、賀沢さなど、 一般的

なf主まい手にと って非現実性を強めつつある今日のモテソレハウ

スの姿に象徴されている 。 また、カタロク類も 、以前のように

ひとつの商品化住宅の 内容紹介としての椛成から、イメージ写

真や部品紹介が中心の構成に変化してきている 。

こ うした現象の背景としては次の 3 点が考えられる 。

第一 lこ、建替え需要の比率の急増に対して、限定!支の高い商

品では対応、できなくなってきた ことが挙げられる 。住宅の建替

え というのは 、 自動車や家電とい った工業製品の買い替えのよ

うに ドライに はいかない 。以前の住まいの記憶、教訓がそれぞ

れの住まい手を特徴付 け、{主要求に強い個別性を 付与する 。 又、

成熟した住宅地の中の敷地条件 は、新規供給される毛地のそれ

とは異なり 、個別的で複雑な性格を持つ こ とが多い 。従 って、

パッ ケージ 商品 ではうまくいかないことが少なくない 。

第二に、商品開発競争が激化 しすぎてノ マッ ケージ商品が本来

その成立基盤としていた商品の識別性が薄れてしま ったことが

挙げられる 。商品の種類が多くなりすぎたのである 。 そのこと

は、又、企画型商 品方式が本来持 っていた生産 ・販売両国での

集約メリ ッ トを希薄なものにする傾向でもあ った。

第三に 、開発 ・生産のサイクルと消費のサイクルとがかけ離

れたものにならざるを得なか ったこ とが挙げられる 。住まい手

が住宅を建てる行為に「消費」 という語を当てるのには抵抗が

あるが、仮に 「消費」 と11乎んでおこっ 。住宅の消費のサイクル

は他 の工業製品のそれとは 比較にならない稚に長い 。消費のサ

イクルが短かく 、特定の例 人や世帯が度々買い替える工業製品

であれば、消費者の側 に知 識や経験が蓄積され易〈 、商品開発

の意図やその狙った差別化 ポイン トが理解され易い 。 しかし 、

住宅 のように消費のサイクルが長〈、それに 比べて商品開 発の

サ イクルが極端に短い場合には 、それでなくとも 不完全に しか

成 立 し得ない 市場機構を 通し ての相互の意志伝達が殆ど成り立

た ない 。従 って 、住宅分野でのパ ッケージ商品方式は、元来消

費者にとって本質的で‘ はない部分での空虚な差別化競争が進行

しがちな「商品」 世 界の性が、顕著な形で現れる宿命を帯びて

いたと言う こ とができる 。 そこでは、開発競争が激化すればす

る程開発行為の充実感が得られなくなる傾向が弘氏 、ある種の

自己矛盾の 中で商品の形態 、商品開発の: 昔、 l床を問い直す動機が

内在化 し易い 。

このように 、'80年代に本格化 した 「商品化住宅」が陥路に入
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り込む中で、 ' 80年代後半には再び、おのおのの住まい手の要求

に沿 って個別に設計された住宅が生産され建てられる 「自由設

計」方式が主流になってい った。

自由設計方式の場合は、企画型商品方式の場合のように中央

組織での頭脳集約力ではなく、住まい手と直に接する末端組織

レベルでの個々の設計力を向上するための仕組みつt くりこそ が

重要になってく る。そして、今日のプレハブ住宅メーカーは、

正に個別の設計力を売り物にするための、こうした仕組みづく

りに注力しつつある 。

個別の設計行為を担っているのは、それぞれのメーカーの営

業所等に所属す る営業担当者や設計値当者であり、従来通り の

方式では営業担当者が中心的な存在として住まい手の要求条件

を把握し、プランや内外装の計画を行う 。従 って、個別の設計

カを売り物にすることを考える場合、最も直核的な方法は営業

担当者の設計力を向上する方法である 。事実 、従来から の自 由

設計方式において、住まい手側のメーカーの優劣の評価は、そ

れぞれの構法 ・技術や仕組みに関する評価以上に、営業担当者

の能力についての評価によ って決定付ーけられていた部分が大 き

いと 言える 。 しかしなが ら、全て の営業担当者の能力 をあるレ

ベル以上に揃えることは困難であるし、営業担当者の個人的な

資質やノウハウにのみ頼る方法では、組織だ ったハウジ ングを

持ち味とするプレハブ住宅にはなじみにくい 。

従 って、いわば 「住宅自体の商品化」のH寺代から 「設計行為

の商品化」の時イ吃への脱皮を図るプレハブ住宅メーカーの今日

的な課題は、営業担当者の能力を補完し支援する仕組みをどう

つく っていくかにある 。' 80年代の企画型商品方式は、 パッケー

ジ商 品とい う一括型の支援ツールをJ ' I ' J いて 、住毛設計の上 での

営業担当者の自 由 裁量権をできる |浪り減少させることで llJ ( 終製

品の ＱｾＱ ｐＱを統制する形をと っ たが、今回は中央組織で のベーシ

ックな調査研究や開発行為の成果を設計用ツールの Jf; に代え末

端組織に伝達する仕組みつ‘く りがテ ーマである 。tfJ: 話的に 言 う

ならは‘ 「一括型のパ y ケージ商1171から、組み合わせ 111! の井こらか

いパッ ケージ化へ」 となる 。

組み合わせ型の柔らかい パ ッケージ化の具体的な動きを以下

に主主主ｾしておきたい 。
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① プロセスの標準化とツールの整備

住宅は複合! 支の高い物であり、生産段階に入る前に決定すべ

き情報項目は大量で多 11皮に 互っ ている 。従 って、それらをどう

務理し、どういう手順で意思決定していくか、その プ ロセ スが

重要である 。 そこで、組織だ った 「設計の商品化」の手段とし

て、設計のプロセスを傾準化する動きが見られ始めている 。 こ

こでは、意思決定のフェイズ構成とともに、それぞれのフェイ

ズで用いるツール一例えは¥要求条件を引 出すためのチェ ック

リスト 、計画案を提示するための書式、部品や建材を選択する

ためのテータベース、計画案の立体的なチェ ックを行うための

ｴｾｾｾ キ ッ ト等々 が標準化され、設計レベルのボトムア ップ と

ともに住まい子の参加意識への刺激が狙われている 。

② 中央組織での開発・研究成果の伝達

企画型商品方式によって培われてきた開発 ・研究能力は設計

の商品化を目指す上でも重要な要素になる 。 そこで、そ うした

中央組織での開発 ・研究成果を伝達する方法にも 工夫が比 られ

始めている 。例えば、生活提案関連としては、ベーシ ックな調

査研究の結果を住まい手にも明解に説明できる形に )JU工して公

表する方法、或いはそ の結果をモテ‘ ルフ。ランという Jf; だけでは

なく、 プランニンク上の要素となる杢間メニ ューの形で務理す

る方法等が見られる 。又、部品開発関連としては 、オリ ジナル

部品に 一般市販のオープン部品を加え、デザイ ン上、機能上等

のレベル確保 ・向上という観点から選別した物だけをカタロク

化するなどにより、個別 設計段階での選定行為にある位l立の自

由度を舷保する方法がとられ始めている 。

③個別設計のプロジェクトチーム化

従来、営業担当者による設計の内容チェ y クや抜雑な設計条

件への対応のサポー ト等を行 ってきた設計担当者の機能を充災

させるとともに、インテリア ・コーディネーターや設備技術者

をはじめとする各種の専門職や外部の設計事務所などと j主動し

ながら、個々の設計のレベルを高めるとともに、そのサ ー ビス

自体に商品価値を付加しようとする動きが見られ始めている 。



- 未来

「プレハフゃ住宅」という枠

を越えた拡がり

しかし、最近にな って「確かに個別設計の充実は必要ですが営

業工数がかかりすさて 」 とい った話を耳にするようにな った。

数年前から 「設計の商品化」 という 言葉を使 っているが 、若干

の懸念を抱いてはきた 。，商品化」とい った途端、例の差別化

競争が始まり 、果て しのないサービス過剰に向か っていきはし

まいかという懸念である 。 プレハブ住宅は住宅市場全般 からす

ると年々高傾な層にシフトしているから尚更そうした傾向が強

まる危険性は高い 。

私達の研究室 には、一般民に入手し易い住宅を生産供給する

方式だと考えて日本のプレハフ‘住宅について勉強することを目

的に留学 して来る学生がいる 。 そうした留学生は日本のプレハ

フ住宅の笑状を見る につけ 戸惑う訳であるが 、私は、「押し 着せ

の 『住宅生産』 という時代から、住まい手の主体性を回復する

『住まいづくり 』の時代への脱皮現象が始ま っている 」、或いは

，r一括技術』 から『組み合わせ技術』へという移行の途上にあ

る」 と説明して理解を求めている 。 しかし、 「設計の商品イじ」と

いう名の下にサービス競争が激化するとすれば、 一般の人が入

手し易い住宅の生産供 給 とい う工業化の根源的な目標はお ろか、

住まい手の主体性回復をもたらす 「住まいづく り」の時代へと

いうストー リーからも遠く離れた方向へとプレハブ住宅は自走

していくことになるだろっ 。

世 界の中でも極め て稀な成功 をおさめ た日本のプ レハブ住宅

が、本来住まいづくりに求められない過剰サービスを身にまと

った一種の授沢品と してイ立置付い てしまうことだけは避けなけ

ればな らないと思う 。

プ レハブ住宅の未来を日本の住宅生産供給をリードする者に

相応しい未来として描こうと思えは、次の諸点が鍵になるので

はないか と考えている 。

①住まいづくりの道具としてのプレハブ住宅

切 実な行為では あるが住宅を建てるという 行為は 壮大なゲー

ム、或いは一種の道楽と考えた方が良いかもしれない。 ゲー ム

や道楽にと って過剰なサービ スは障害にすぎず、必要なのは充

実 した道具である 。

② 町づくりの道具としてのプレハブ住宅

ある研究者が 「住宅は私有財だか らー」 と言 ったのを受けて

「住宅こそ本質的には公共財ですよ 」 と反論したことがある 。

従来のプレハブ住宅は住宅の私有財としての側蘭に のみ注意を

払い過ぎたきらいがある 。 r街の財産でもあ る」 を単なる 言葉

遊 びに終らせないためには、 住宅を公共財だと思い込んでみる

艇の発想、の転換があ ってよ い。

③ 総合的なハウジングの道具としてのプレハブ住宅

所謂プレハブ住宅メーカーは、従来その活動領域を戸建て住

宅 や地主向け 賃貸アノ ぞートに絞 ってきたが、集合住宅居住が こ

こまで 一般化した今日、その道具としての完成度を、集合住宅

分野での住まいづくりにいかす道を拓く努力も求められる 。

④ 棲分けを意識したプレハフ‘住 宅

悲観的な見通しばかりが語られる職人問題や工務自問題等は

プレハ ブ住宅と ても 他人事では いられ ない 。 こ うした 問題を視

野に入れた際プレハブ住宅に求められるのは、 「差別l化」概念で

はなく 、「棲み分け 共存」の概念である 。

21世紀には 「プレハフ住宅」と い うくく りで話すことが無意

味な程 、その道具 としての拡がり 、又意識の拡が りが現 笑の も

のにな ってくることを期待したい 。

( まつむ ら しゅう いち 東京大学工学部建築学科助教授 工 学 博士)
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旭化成工業

- 構 法

独自のシステムラーメン締法を効果的に住宅に取り込み、空間要

求に対する柔軟な対応を可能にするとともに、 A L C との組み合わ

せにより優れた居住性能も雌保している 。

・プラン

近年の地価高騰を背景に土地有効利用の預から極めて需要の高い

3 階建て住宅のメリ ッ ト ( 3 階居住の快適性 ) と二世帯住宅として

の条件 ( 二世帯問のコミュニケーションコントロ ール、高齢者配慮

設計 ) を 徹底して実現することによって、 r  3  1;皆二世帯住宅」とし

ての総合的な完成度を高めたものとしている 。

基本設計は、 1 階を親世帯 、 3 階を子世帯の笠 1111 として縦方向に

距離をとることによって二世幣の基本的な生活を分離し、それぞれ

に L D、浴室などを設け、家事行為も同一フロアで完結することが

できる 。 また同時に、 2 階に二世帯共通の交流の場であるコアリビ

ング、コアコートを設け 、 3 層空間を大きな 吹 き抜けとホームエレ

ベーターて本吉ぶことによ って世借聞の自然なコミ ュニケーションと

家全体の一体感を保つ設計としている 。特にホームエレベーターの

高 齢 者 対 応 設 計 ア イ テ ム

建築対応 設備対応

日常生活が - 下枠段差なし建具/ 段差なし - 階段是冗灯

安全に送れる 浴室/ ノンスリ ップタイル/

滑りにくい床材 - サーモイ寸シャワー水栓/

'; u化キ y チン

- 階段手摺り/ ロ ング階段

非常時にも - へーベルハウス基本性能 ( 耐 - 防犯センサー

安全性が高い 火性等 )

- 熱セ ンサー/ コールスイ

.  ｾ ｉ ￵ 常解錠イサロ ッ ク y チ/ ガス漏れセンサー

行為が楽に - 階段手m') / トイレ手摺り / - ホーム エレベーター

行える 浴室手摺' ) / 玄関手宿り/

ハンドル付浴槽/ 浴槽設置高 - オートパス/ タイマース

( 高さ =450mm) イ ンチ/ 人体センサー付

初l下灯

- 腰かけキ ンチンセント / べン

チイサ 洗面化粧台/ ベンチ手摺 - スライドパーイ寸シャワー

り付玄関収納

- 自I!I l式水栓イサ手洗器

- 屯卸J ン ヤ γ ター/ リモコン

ロック/ ダストシュート

操作が楽に - 大型クレセ ント / レ バーハン - シング/ レレバー水栓/ 大

行える ドルイサ建具/ レバー式サムタ 型スイッ チ

ーン錠

- ノマイロ y トスイ y チ

室内 I;') 筑が - へーベルハウス基本性能 - 床II;!;; 房/ ウオールヒータ

良い ( 断熱性 ) - / 足元ヒーター/ 暖房

fi!! 1M 

- へーベルハウス基本性能

( 遮音性 ) - 空調J臭気扇/ セ ントラル

クリーナー

- 全てのアイテムにインテリア

的配慮 - 遅延点灯スイ ッチ/ ノ ぞタ

ーンス イ ンチ

- 洗浄乾燥便座

設置によ って、日照、通風、眺望に恵まれた 3 階に居住する子世帯

の快適性と屋内移動の利使性 を一層高める設計 としている 。

・設備・仕機

親世幣は高齢者ー世代であることか ら、独自の高齢者対応システム

.  A  1  C  S により 、高齢者の家庭内における事故を未然に防止し、

長期間自立して安全に暮らせるよう配慮している 。仔IJ えば、高齢者

の家庭内事故の大きな原因である" つまづき" を防止するため、玄

関を| 徐き、すべての段差を解消している 。 また、 室 内移動やili7J 作の

時にノ〈ランスを崩しやすい 、階段 ・廊下、玄関、浴室 、 トイレに手

摺りを設置するとともに、片足立ちゃ長 時間の立ち作業を行なう玄

関、台所、浴室 、洗面所 ( 脱衣室 ) にベンチを設置している 。 この

他、室内環境のコント ロールシステム ( 浴室、洗面所、 トイレ等の

暖 房 ) や操作の楽な機器 ( レノ〈ーノ、ンドル、大型スイ ッチなど ) の

採用など 、高齢者が安全 ・快適に暮らせるように、細かな点に配慮

した設計としている 。 また同 H寺に、これらが住居のイメージを落と

さないよう、イ ンテ リア的にも配慮し てい る。

ソフト対応

- 階段の位m: 、自然採光

ドアの聞き勝手/ 通路

rl l / 動線計画

.  1Ii1J 線計画 ( 寝室 一便所

家事まわり )

- 動作に ゆと りのある

単位空間

.  } ! 弘通しを考{ 起した プラ

J 〆

. IJfl 口部位置/ ! 照明計画

- 配線計画/ 隣室 ( 上下

左右) の用途を考慮

- 住まう人の好みに合 っ

たインテリア設計

企腰かけキ y チンセ y ト。

調理台の工夫によリ、腰かけなが句家 '1>作業しできます。

防災機能を ill 悦 した lli 化キ y チンのはmによリ宏一.L' です。

企安全に入浴て' きる? 在宅。

祉がつかめ 、 千 ｉｉｊ リＨ，ｾＨ、また腰かけて Ｈｩｩ 憎に

入れます o ｉｾ＠ ")1 iJ) b  f.Hr J しています.
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be ATTI C 

( ビー・アティック)

IIL _ーミJ

3 F  

@  

延 床 面 積

(モテ'ルフ。ラン)

1  F  

2  F  

アティッ ク

構 造 規 模

屋 キ良

タ十 壁

イ面 格

296 . 59m'  

138 . 84m'  

104 . 25m'  

53. 50m'  

L G S ピン接合、

フレ ー ム 構造、 3 階 建

カラ ー ペ ス ト

ア ー バ 二 一

モ エ ンサ イ デ イ ン グ下

地 弾 性 リ シ ン 吹付 仕 上

50万 / 坪 ー



積水ハウス

3層ライフをおもしろくする空間要素
be  AT T1C は H 符がプラスさ れ ただ けの家ではなく 、生活の楽し みが Mf i 守にも広ヵ、る 掛け鮮 の家で す。

タ テに イ ｱｬ びる ｾ ｭｬ や 外 に 広 がる 令川 を 生 かして ｩＧｉ然 や季 節 ｩ とのふ れ あい 、来し みや 刺 激のある 生 活 ｾ ｾ ｊＭｬＭ ｾｊ をつく り だしま す 。

新しい 3 10の生 hi- j を提案する be ａ ｔｔｉ ｃ 。 人 Ｇｉ ｾ を 似極的 に 楽 しむ人にアフロ チする Li まいです 。

E  … 一…テ判イ付州刈 刈 一lは刷問…立訓川T阿面

縦 方 向 にf仰lリ中|ド1ぴる広 がりや外に広がる宅1:削iIをbωりニ/ ん¥J九、J 快適で楽しいL 、伯1白1ま忠tい、づ 〈杓りが可能てす。

スカイパ ノルレコニ 一 や ｵ吹九き抜けな ｅ 、数 々の Ｒ要 ｅ オ京 ［ が苧 ｾｉｭ づ 〈作りｻに二左 Ｇ Ｑ Ｇ ［カカかＮ守されてＢ［ｪ［す 。

破 風サッシ

妻面白外観やアティy ク空間にアクセントを加え、

意匠性を高めます. また、開閉が自由にでき、小屋

裏目換気を促します.

アティック

勾配天井をもっアティy クはビ ーー アティ y ク独特

のフロア. 9寸勾配の小屋裏を利用した多目的な

空間です.

ピロテ ィ

アウトドアを楽しめるもうひとつのリビング. 趣味の

スベ スとしても活用できます。

屋根 lOOmm断熱

外気温の影響を畳けやすいアティ y クを 年

を過して快適な環境に保ちます。

ドーマ ー

アテイＮｾク空間の天井高を殖保することがで

き、利用の幅を広げると同時に、開放感のあ

る空間をつ〈りだします.

トッフ。ライト

空からのやさしい光を取り込み、また、アティ

y クの通風や換気、採光を効果的に行いますL

住まい全体に新鮮な外気と陽光を取り込み

ます. 1階か勺3階まで縦方向に連続させた吹

き抜けやそれぞれのフロアにつながりをもた

せた空間づくりが可能です.

スカイ バルコニー {時きF ろυ

b 巴 A T T I C は、 9 寸勾配屋恨の小屋裏 ( アティ ック) を利用

した、ニ ュー コンセプ卜の 3 階建住宅。音11屋数やス ペースの増加を

主目的とした市街地や狭小地向け の 3 階建とは 一線を画し、 一層 分

培えたことによ って生まれるゆとりを、住まう人が自分流に使いこ

なす 「空間自由設計」 が出来る家として開発いたしました 。

外観はオーセンティ y クな落ち着いたシルエ y ト。

静かな街並に制手口させながら、新開発の合掌: 構法で余裕の空間を笑

現しました 。

さらに b e A T T I C は、先般社団法人プレハブ建築協会が建設

省より認定を 受 けた準防火地域に建設する鉄鋼系 3 階建の設計基準

に適応しており、準防火地域に建設することが可能です。
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ナショナyレ住宅産業

ロフト( 小屋裏) 利用の

3階建住宅。

「サン・ロフテイ」

「サン ・ロフテイ」は、 2 階上のロフトの活用により、 2 階建感

覚の外観のまま、居住スペースの拡大を図ることができ、地価高騰、

敷地面積の狭小化の傾向の中で、有効な空間利用のて、き る新しい感

覚の 3 階建住宅です。

また、この 「サン ・ロフテイ 」は 、先般、社団法人プレハプ建築

協会が建設省より認定を受けた準防火地域に建設する鉄鋼系 3 階建

の設計基準に対応しており、標準仕様で準防火地域にも建築するこ

とができます。 また、同基準に基づ いた工業化認定取得第 1 号住宅

とな っています。

街並みに調和し

環境価値まで高める。

この住宅は、従来の 3 階建とは違い、 6 寸勾配の屋根に包まれた

ロフトを 利用しており、一見通常・の 2 階建住宅のような外観で、 2

階建中心の住宅街でも、周辺環境と のバ ランスをそこなうことなく

街並との調和が図れ、まさに環境価値創造型の住 まいといえます 。

この新しい ロフト空間は、採光や通風、眺望、また独立性にも優

れ、変化のある新空間としてホビールームやセカンドリビング、 子

供部屋などに最適です。 ロフト苦11分 の断熱対策は特に配慮、しており、

天井裂に 150 mm厚のグラスウールと 25mm厚のフォームポリスチレン

を採用。 さらに、その聞に通気層を設け、屋根内部の熱を屋外へ初

出できるようにな っており、通常の 2 階居室とほとんど変わらない

居住性を実現しています。

プラス 1フロアてb

二世帯同居もゆったり。

また、 3 つのフ ロアを生かして立体的な住み分け ( フロアの分離)

による 二 世情同居にもしなやかに対応できます。税と子と孫、 3 つ

の世代がそれぞれのフロアを住み分けることで独立度の高いプライ

パシーを尊重した二世帯同居が実現できます。

さらに、住む人の健康と快適性、住まいの耐久性を高めるため、

当社 オ リジナルの“ 風の道" を採用 。床下から新鮮な空気を採り入

れ、住まい全体の自然換気を促すシステムで “呼吸する家" を笑現

しています。

設計コンセプト

準防火地犠に対応する設計仕様に適合

“ 準防火地域における 3 階建鉄鋼系プレハ ブ住宅のI! J J 耐火設計基準"

( 建設省より ' 89年 8 月認可 ) に適合しており、屋十'N、外壁、軒袈な

どの外装における防火構造はも とより、天井、 室内情に不燃、 i¥主不

燃材料を使用。 さらに、同基準に適合した鉄骨系の 3 階建では初の

工 業化認定を 取得し ています。

周辺環境と違和感のない 2 階建のような外観

Ｖ 寸切妻屋中艮を基本とした勾配屋根 を持つ伝 統的な デザ インで 、 ｾｩＱ ・

の高さを 2 階建レベルに低〈押さえていますから、威圧感や圧迫感

がなく、 2 階建のような優しさを持つ外観です。 また、居住空間が

上にイ11
1びる分だけ建築而績を減 らすことができますか ら、 庭を広 〈

取 ったり 、カーポートを確保することができ、開放! 惑が広がり、自

然との ・j 、れ愛" が高まります。

3 階建ならではのプライパシーを尊重した二世帯同居

3 つのフロアの活用により立体的な住み分けが可能ですから、世代

の速いや 7 . ライパ シーを 尊重 しなが ら、二世備が気兼ねなく暮 らす

こと ができます。

居住性を高める断熱対策

サン ・ロフテ ィは 、特にロフト の居住性を高めるために、3 I l 皆天井

裏に 150 mm/享のグラスウ ールおよひ: 25mm厚のフォームポリス チレ ン

を配し、さらに屋根内部に通気層を設け、熱を屋外に排出すること

により、夏季の暑さを防止しています。 また 、外壁に グラス ウール、

l  階床下に発泡スチロ ール と、家全体 をス ッポリと断熱材で包み込

んだ構造。冷暖房効果を高めています。

換気・通風をよくする“ 風の道" の採用

温度の高 い空気は上昇する燦突効果 を利用した自然換気シス テムを

取り入れ、玄関か ら各居室、屋外へと 、空気が自然に流れる “ 風の

道" を形成。 “ 風の道" は住まい全体 の結露を 防 ぎ、耐久性を高め

るとともに住む人の健康を守ります。

限られたスペースを生かす収納システム

各 部屋のインテリア性を考慮し、 “ 見せる収納"“ 見 える 収納日下怠す

収 納" を状況に応じて採用。効率的で使いが つてのよい収納を各所

に配慮しています。 日本独自の収納の知恵を生かしな がら も、シ ン

フ・ルで機能的な収納システムとな っています。
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サワホーム、、、

①主婦の動線を配慮して、台所と洗面所、勝手口

を直結

②スペースの有効活用を図る階段下収納

③トイレと洗面 、脱衣、洗濯を分離 、パフ リッ ク

とプライベートを分離

①ドーマー付2/3勾配寄棟屋根の美し い外観

②スカイ サ ッシと一体の勝手口庇

③バルコニ一手摺に合わせたデザインの而裕子

④ 天然木の材質! 惑を生かした S F 造作材 ・l耐摩耗

性や耐汚染性を損わずに天然素材ならではの木

目やてりを再現

〔より便利に〕昭和51年に発売したミサワホーム O 型は、この 10余年の間に、 5

万棟の l仮売実績を築きました。いまや名笑共に工業化住宅の代名詞と

いうべき商品とな っています 。 5 万棟の実績の背景にはユーザーメ

リッ トを第 l に考え、積極的に笑施する商品開発思想があります 。

〔より美しく〕

1  高いコストパフォーマンスの追及

2  生活様式の変化を先取り

3  新しい生活提案

4  . 快適な住まいづくりのための新技術導 入

住まいの快適性を追求しご家族全員に喜ばれる、高度な住生活空

間を実現しています。

• 
その他

安全設計階段

昇るに従って、蹴上げが少しずつ低くなる、人間工学に基づいた

オリジナル階段

無公害防蟻工法

床パネルの下面材として| 坊蛾薬剤を含浸させた特殊強化不織布を

係用基礎と構造体の問に完全な| 坊自主層を設けるというもの。 この方

法だと土壊を汚染させる事なく、長期lに被 って安定した防蛾効果を

得られる 。

ニューメディア

将来のホームオ トメーシ ョン増設に対応するためホームパスラ

イ ン ( 先行配線システム ) を開発。 テレコントロールや、セキ ュ リ

テ ィーにも 対応可能。

健康で快適に暮らすため の 8 つの コンセ プトとして 、

より l明る く、より広 く、より暖かく 、より涼し く、よ り瀞かに、よ

り楽しく、より便 利に、より美しく

〔より明るく〕 ① 外部ド ーマー採光による明るい ( 2 階ホ ー ル )

②スカイサ y ンからの自然採光で明るい洗而所

③ 紫外線 、赤 外線 、可視光線をカ ッ トするセーフ

ティシェードガラス

④ 外部関口は 高い位置に設計し探光率をア ップ

① 2 階の主寝室 、子供室 、手[J 室 は天井高2 ，5 m

② 開放感あふれた玄関吹抜け

③ 16萱のリビング 、ダイニ ング

④親子で入浴でき るひと廻り大 きい浴室

⑤ 2 階の 出窓、て¥さらにゆとりを

① 広い小屋裂により 外気を逃断、夏は涼しく、冬

はH変か〈

• 

〔 よ り 広 < )

〔より暖かく〕

〔より涼しく〕
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ビルトイ ンエアコン等用意しています。

全て増改築に対応出来る構法

オプシ ョンで弁I応

ニーズに合せ対応出来る

( 財 )住 宅 ・建築省エネルギ一機構の省エネルキ: ー住宅

認定取得

特殊物入棚を棋準

標準で遮音 仕様、オプションで高遮音仕桜

省令簡耐、準 |坊火対応

壁倍率 51音の rfu.j カ壁 、同 じパネルで 3 階建が 出来る

• 
調

築

{

至

情

ネ

改

下

世

允

エ

増

I也

② 高 断熱ノマネルとセーフティーシェードカ、ラスで

保 iJWl 性能大。

③ 棟 換気付 ドーマーや 、勝手口サイクル換気シス

テムで、涼しい自然の風がふん だんに入り快適

① 居 室聞には遮音パネルで寝室のプライパシーを

五在1*

〔より静かに〕

コ二

小 屋裏利用

'.=14" 

1= 

火

省

遮

耐

耐

② 高 剛性遮音床の採用で、上下階の遮 音性能を 向

上

① 対面キ ッチンの採用で料理の後片 付 けをしなが

ら交す家族との対話

②広い浴室でファ ミリーコミ ュニケーショ ン

③ 広〈明るい 2 階ホ ールは書斎や、創作スペース

として活用

〔より楽しく〕



独自のノウハウを生かし、

施主との出会いから

アフターフォローまでを、

完全にシステム・アップo

ニーズの把握

Ｍｅ 事蓮冨理宮居酒茂君型 ｅ ヨ ｡ ョ・ ｾ

基本プランニング

施主との

出会いの場を設定

全国37日力所に及ぶモデルハウスでは、それぞ

れ地織の特性を生力、レ、又時代のニーズを反映

させ、一棟一様オリジナリティを持たせてプラ

ン二ンクi。また営業網とは別個に、 S H I  (コプ

ラザ・住まいの図書館など、顧客と

のコミュニケーションを演出

する場を開設して

います

積水八ウスが工業化住宅を初めて発表したのが19印年。以後今日ま

での30年間に渡り、住宅のブレフアプリケーションに努めてきまし

たが、それは必ずしも工場生産という範囲での住宅建築のシステム

化に止どまるものではありませんでした。八一 ド面の確立に加えて、

ソフト面のシステム・アップ。それは、人の生活に関わるあらゆる

研究とノウハウの蓄積から生みだされたものなのです。いわば、 30

年間 ・75万戸を越す実績からのひとつの解答が、現在のビジュアル

設計提案システム「コスモ ライン」を核にしたフ ローなのです。

資金計画・諸手続き等のパックアップ

Ｍ・ｅ 市提言ｾ理理関目，Ｎ諸富冨冨圃置司・・ ・
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「住まいのデッサン B OOK J の解答を

コンビュータによって分析し、さらにベ

ースとなる平面プランをアウトプットし

ます。ヌそのベースに施主の数々の希望

や条件を含めた設計を、営業所の設計課

もしくは 4 設計部で加え、オリジナルな

基本プランを完成させます。

--砂

増改築

後々のライフスタイルの変化等

による泡改築においても、独自

のノウハウと実績データを活か

して、全面的にパックアップし

ています。特にカスタマ ズセ

ンターでは、インテリアの

A ‘改装など小規模なものも

カスタマ- - ^ ¥，，ｾ＠ Ｍｾ＠ Iお引受けしています。

センター

'‘ 

アフターサービス

お引渡し以後は、専任の

アフターサービスマンが

末永くお世話いたします。

特にお引き渡し後 2 年間

は、定期的に巡回チェッ

クを行ない、メンテナン

スのアドバイスやご相談

に応じています。

住み替え、売却

生活の変化や転勤などによる住

み替えや売却時にも、積水ハウ

スグループの積和不動産がお手

伝いします。積水ハウスと運動

した全国ネットワークで、快

適な生活空闘を提供しま

す。

44 挫聾と社会 !9! }O'I . ;; IJ'.; 

会 l r住まいのデッサン BOOK
J

e  

お引渡しの時点で、保証

書等の書類ファイルと纂

本的な住まい万や快適に
Iiii.. ...・
- 、、

住まうポイントなどをま

とめた「住まいのしおり」

をお渡しします。また、

ｲｾ 主工図 ・ 写真集」に、

自主工図面と着工から自主工

までの写真をまとめます。

理 F

r:;; 
竣工チェック

将来の地・改築時にも役立つ |  後工と同時に、ます積水

「綬エ図 ー写真集」

ハウス社内での徹底した

検査を実施。細部にわた

るチェックを済ませた上

で、施主の立会いのもと、

一緒に入念な倹査を行な

います。



-+ 

水年にわた って摘み重ねてき

た英知を結集すると共に. ハ

イタ y テとハイテ? の量生音を

テーマにした、住宅に関する

ゾフ卜。ハードの徹底研究、

開発を行なうために生まれる

のが、摘水ハウス総合住宅研

究所です. 平 成 2 ，手 9 月開設

ヘ¥

- ・・・E 司君ヨ冒宮富窟濁罵ヨ明・民曹1::1::&. . .  

基本プランのご提案、

具体的ニーズ・条件の確認

基本プランのご提案には、ビジュアル中心で表現し

た「イメ ジコンセプト」を使用します。施主に確

かなイメ ージを把んでもらい、具体的なプランニン

グのための情報を収集。詳細を尋ねる rハウスアン

ケート J も併用し、より細かな希望 ・条件を詰めて

ゆきます。又敷地調査も入念に行ない、必要に応じ

て特殊機械を活用します。

4‘  

三h

• 
三V

J  

納得工房での実感シュミレ- ション、

あらゆる研究で育まれるノウハウの反映

スケッチや写真では実際の住み心地 ・使い勝手はどうしても理解

しつらいものです。総合住宅研究所の納得工房は、そんな思いに

応えて、本当に満足のゆく住まいをつくるために、さまざまな生

活空聞から部位、設備に至るまでを整え、実感体験ができるよう

にしています。

又、あらゆるテーマを設定し、実体験をもとにした研究から生み

だされるノウハウを住まいづくりの全分野に幅広く反映させてゆ

きます。

具体プランのご提案

基本プラン上での施主とのコミュ二ケーションと、

「八ウスアンケ ト」のデー夕、打合せの結果をもと

に、完全なオリジナルプランを作成。後工イメ- 酬

を把んでいただきやすくするコスモラインシステム

の考えに則り、コンピュータを駆使した三次元透視

図や、外観模型、インナー模型などもー邸ごとのオ

リジナルで作り、見てわかるプランをご提案レます。
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ビジュア j レft したブPレゼンテーンヨン

「イメ ジコンセプト J

基本部材+ 邸名別部材、

コンビュータ管理、出荷

基本部材に加えて、邸名別のオ' ) ジナル部材も同時に

工場生産。高田質 ・高精度を維持しながらも個性的な

プランにも対応できるのです。又その全ては、出荷に

至るまでコンピュ タで管理。邸名ごとに生産し確実

に送り出します。

司砂

責任施工・監理

施工においては、積水ハウスグループの積和

工事 ・積和建設が責任をもって担当。積水八 、

ウスの建物をすみずみまで知り尽した入念な施工です。

外 観4莫 型( ベ パークラフト )

発注部材の

工場生産

最終プランに基づき発注さ

れた部材を、コンビュータ

で工程管理した先進工場で

生産。幾度もの厳しいチェ

ックを通して、高田質高

精度を保ちます。

ー

最終見積り提示、直接契約

最終的な具体プランに基づき、 A E Sな

どコンビュ タを使った独自の積算シス

テムにより、スピーディで確かな見積り

を提示。十二分な確認の上で契約を奈わ

します。叉契約も代理屈等を通さない一

対ーの直接契約システムで信頼を築いて

います。

可司F

- ・・・・司事苫ヨ宿望濁蓮，珊E ヨi ::i W

4  

最終仕様・設備等の確認

積水ハウスは内装材や主要設備のほとんどをオリジナ

ル化し、高いクオリティを維持しています。そのご提

案も実物チップ等を貼った「マテリアルデザイン J を

用い、より異体的に提示。実際の色柄や質感を縫めな

がら検討していただきます。

監理においては専任の監理責任者を設け、施

主にかわって工事途上の細かなチェックを

行い、連絡 ・報告を行ないます。

• 、 I! I二'1-;1 ］ Ｎ ｾ＠

4冨! 噛ー
実物チッ 7"を 使って ご 提 案 す る

.r マテリアルデザインJ

羽 国
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※ 数字に関してはすべて平成 2 年 3 月末現在



据付型地下室

「ちかやねん」

大進工業

仕 立 一 一 「 三E Fノ カ 台

( 別違工事)

排気ロ

排水ピット

ドライエリア地下室 DL -384D型 1 ・120

46 処築と社会/ 1990年 5 月号
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住宅新技術

吸気ロ

桂 木 製

頑丈な精造と防水性。

仁型鋼やし型鋼で骨組を作 1) 、中厚鋼材を独

向の技術で加工した複合鋼板構造、外鋼板の

表裏両面l を完全フル溶接した、工場生産の完

全なカプセルタイプ。- 1向の71 < も漏らしませ

ん。耐久性にすぐれ安全審作にも合格。

断熱材を入れて、防湿対策は完壁。

外 鋼板と 内鋼 板の 間 に 断 熱材 Ｈ 発泡ウレタン Ｉを 圧入 、 土 中 の ｮｦｾ ｌ 度

を室内に伝えることなく、室内の温度の安定と結成を |坊止 した。

瀬戸大橋と閉じ防蝕塗装をして、

さらにポリマーセメントでオーバーレイ 。

外壁は瀬戸大橋などの海洋構造物に使用されている冷料で重! 坊蝕塗

装をほどこしたあと 、 コーティング材ポリマ セメン卜でオーバー

レイしてあり 、結果、きわめて高い防錆性 ・耐薬品性 ・止水性を持

ち、［ｴｾリマーセメ ン トは特に都会に多い迷走電流による腐蝕に対し

ても有効。

土圧・浮力に強い構造と重量。

大きな土圧に耐えられる複合構造と 、衝撃に強い設計で、本体重量

に加え、コンクリートベースノ f ネルにボルトて也l定するので、 地下

水位による浮力対策も万全。

地上と変わらない。快適な採光・自然換気。

!坊背 ・断熱効果の日ぃ二重サ ッシ: 容とドライエリアが、地下室をよ

り開放感あ ふれるものにした 、明るい居室 ( ドライエ リアタイプ)

工期わずか一目 。

施工は完成品 を基礎懲上にクレーン車で設置するだけ、わずらわし

い長期の工事はありません (工務広 ・ハウスメーカーでも取 り扱い

は簡単です)。

従来の地下室よりもローコスト 。

完成品納入型ですので 、従来のコンクリート製の地下室とくらべ、

約 3 分の 2 以下というロ ーコス ト。

建築技術安全審査合格品。

「 ちかやねん ｊ ｄｌ Ｍ ＲＶＲ 、 ｄｌ Ｍ ＳＸＴ の Ｒ タイ プはＨｬ ｴｾ ) 卜|本建築総合試験

所の建築技術安全審査委員会に よる安全審査に合絡。構造、外壁の

接合方法、|りJ 似性、土圧 ・浮力対策など、いずれも安全性 ・耐久性

につき支1;i JI カ、 /μ 、ことが認められた。



住宅新技術

コンクリート

メーソンリー

笹原ブ ロック工業

コンクリートブロ ックによる建築工法は大別して、補強コ ンク リ

ートブロ y ク造、型J145 コンクリー トブロ ック造、 RCB (欽筋コ ンク

リートブロ ック) 造、 R M(鉄筋コンク リート組積) 造の 4 工法があ

り、総称して組積造といいます。

組干t! 造は、古代ローマ、エジプト等を引用するまでもなく、その美

しさと、 重厚きは 、その耐久性の函でも立証されています。

1961年のロス大地震でも、メンソーリー (組積) 工法の優秀性を

証明する 事例 とデータが明示されています。

車 ＱＱ 積造は高度な耐久性、耐火性、ｾ背性、断熱性と、多様なデザ

インに柔軟に対応する世界的にもメジ ャーな工法です。 また、コ ン

クリートの外壁仕上げの l次付け塗装のように汚れが早〈 、数年毎の

再塗装、タイル仕上げの工事 費の高価格、最IJ 般のトラブル、それに

かかるメンテナンスなどを考えますと、組干l!i 造の外壁仕上げは全〈

不安となり、メンテナンスフ リーで、 しかも年を経るごとの重厚さ

は大変魅力的です。

・構j去の概要

コンクリ ートメ ーソンリーに用いるブロ ックは 、従来のコ ンクリ

ートブロ ックと異な り、 配筋が縦 ・横 ・斜めに通 りやすく 、また充

填コ ンクリートも充填しやすいように改良された特殊な形状の高強

度コ ンクリートブロ ックです。

これを耐力壁や壁は. りに用い、床 ・屋根スラブを現場打鉄筋コ ン

クリート造で構成し 、 3 階建 (R M造、 5 階建) まで建設できる壁構

造です。

まず 11指部分では、現場打鉄筋コンク リート造の基礎の上に目 地

モルタルを用いてコンクリートブロ ックを 1 階部分の高さまで組積

し、ブロ ック空胴および、床スラブに所要の鉄筋を配筋した後、壁

休空Jl問内に特殊仕様によるコンクリー卜を完全に充填し、同時に床

あるいは屋根の鉄筋コンクリートスラブを現場打して一体 の壁構造

とします。

この際、壁最下段のブロ ックにはあらかじめ掃除 口用 の異形ブロ

ックを配列 して関口部を設けておきますと、組積中に 落下した空胴

内の目 地モルタルなどを、コンク リート 充填前に除去できますし、

空Jll ul内における縦筋重ね継手の結束、コ ンク リー ト打設後の充填状

況確認の検査口をも兼ねています。

上階も床スラブの上に 1 階部分と同様な順序で作業を繰返します。

唱

。

守

口

一

4

-

J

』

益

事

2

t

h

サーyシ型

ゆ yシ型 | 問 内 |  溜 副

、吋1 Ｍ ｾＮ ｟Ｗ＠ w  [90 ｉ 、 Ｔ ［Ｇ Ｑｾ 副 ｌ 司ＧＳ w  19。

R C B工法概要図( 例)
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未来志向の住まい

とその設備

関 西 電 力

48 建築と社会/ 1990年 5 月号

住宅新技術

「住まい」といえは‘ 「家族 J i ライフスタイル」という 言葉がキー

ワードとな っているが、これらの言葉を具現化して考える l時、とき

の社会構造に大きく影響を受けて変遷していることに気付く 。

しかし、人が一 日または、 一 日の働きの合間にその疲れを癒し、

明日への活力を清う為の場として「住まい」 を欲するのは永遠に変

わらないであろう 。

• 
そのためには、住まいに身を置いた時、 一切の家事労働から開放

され充分にくつろぐことができ、それでいて、趣味や明日の創造に

向か つての学習と準備作業のための空間と時間が充分に得られるこ

とが必須条件となる 。

こんな願いを叶えてくれる住まいには、使うことが悦びであるよ

うな、美しくて使い勝手の良い機器や設備とエネルギーが要求され

ることとなる 。

• 
現存する様々なエネルギーとその使用機器 ・設備の 1:1" で、この条

件を比較的多〈満足させられるのは電気であろう 。

センサ一回路、コントロール回路は電子化されている 。 その結果

のパワー回路も総て電化 されれば¥電気は最も安全で使いやすいエ

ネルギーとして、これから議々重宝されるであろう 。 そして、燃焼

しないという意味でクリーンなエネルギーでもある 。加えて電気エ

ネルギーの配置経路は可擦性に富み、自由度の大きい電線であれは¥

他のものと比べて周辺への影響は少なくて済む。

住まいの機器や設備が電気エネルギーで一元化され自動化された

とき、その使用効率は享受する利便性からみて、より向上するであ

ろう 。

• 
従来、電気エネルギーでは不得意とされていた調理用熱源もその

電源電圧に 200V が採用されて要求特性をク リアーした。加えてトッ

プのフラ y ト性は、手入れのし易さと相まって清潔性を永〈維持す

る。また、電圧200Vの導入は家庭用エレベータ一等大きいパワーを

必要とするものも可能にした。一方ヒートポンプの出現により冷暖

房などの利用効率は 、 2 - 3 倍と飛躍的に向上した。

このようなことが、家造りにおいて外側を護る外装の材料 ・構造

と巧みに組合せられたとき、より一層その効果が発揮されることと

なる 。

• 
これからますます多機化するライフスタイルにも、躯休を受け持

つ材料と構造、そして電化 により自動化 された住機器と設備の絶妙

な組合せが、快適でゆとりのある 「住まい」を提供出来る大きいカ

になると思われる 。

( 議 康 員 関西電力株式会担市場開発部)

住宅関連チーム謀長 j  



住宅新技術

ホームロボ ッ ト

ミサワホーム総合研究所

住宅の高級化 ・多様化が進展するなか、先進技術を応用し利便性

やインテリアデザインなどに工夫を凝らしたが{ 出性の高い住宅設備

のニーズが高くな っています 。

また設備機器を中心に新しいコ ンビュ ー夕、メカトロ技術の係HI

に応じて自動化が進み、 A 1  ( 人工知能 ) の搭，1車も間近に迫 ってい

ます 。

• 
ミサワホームにおいては、快適センサーっきセントラル換気装置

や本格的な HA システム、天候や気温をセンサーが感知して向動開

閉するト ップライ ト、 指先の末梢1胤自飢l i液液循環カか、 ら倒健l康!度支 を迅述 にi礼訓川洲u刊川lド川lリ定

する装置など、ホームロボ y トの萌芽 を感 じさせる先端設備の商品

化が既に始 っていま す。

こうしたこと を背景にミ サ ワホームでは 「住宅内のいろいろな設

1iill ・部位のコ ント ロールや家事作業の代行などを含めて、住む人が

快適で楽しく暮らすための高度の機能を持つ装置 」の ことをホーム

ロボ ッ トと 11乎ぶことにしました 。

21世 紀のライフスタイルにふさわしいホームパーティ、フィ γ ト

ネス、ホビーなど愉快で楽し い生活シーンを演出してくれるいろい

ろな形態の ロポ γ トを「次世代の住宅設備」 として検討しています 。

• 
現在、開発に着手したロボ ットには 、長椅子に寝 そべ った まま家

中の機器 をコント ロールで きるホームシアター用カウ チロボ ッ トや、

リラクセーシ ョンを目 的としためい想ロボなど 10種類に上 っていま

す。

このうち、 試作が完成した ノぞー テ ィーロポ ッ トを紹介いたします 。

ノぞーティー ロボ ット・ 一 ( 三洋電機との共同開発 ・来年度商 品化予 定 )

キッチンの部分と食卓の部分の二っから 構成 されています。

このキ y チンには外部センサ ーでil'l - J . . 度管理できる屯磁調理機や出

来あが っ た料理 ｉｾ をおいしく保ね ・ 保 冷できるケースなどがあり 、 ﾭ

-h 食1: :1にはパーティーのスタイルに合せて様々にテーブルが変化し

演出性 を高めた り、料理! を運んでくれる機構がついています 。さら

に使 う人の声を 聞 き分け 、30種世!l の指示に従 って調理や料理の保存、

問己JI 普などを自動操作で"きます 。 また食卓は食事の形態が変わること

に高 さを調節i したり、テーブルの 1:1" に仕込まれた !照明がいろいろ公

化し てパーティ気分を盛 り上げるな どの機構があ ります 。

• 
たとえば子供の誕生ノ ぞーテ ィー の場合、 この ロボ y トの パーテ ィ

ー用カ ードを差込んでス タート ボタ ンを :)1)1す と、室内灯カ、坊 くな り、

主役の歩く 先 をセン サーライ トが !!l ;¥らして雰囲気を 作ります。

子 供 がテー ブ l レに 向 って「ケ ー キを出して 」 と言 うと 「オメテト

ウ」 と答えながら議適なケーキがスポ ッ トを浴びながら上 ってきま

す。 同時に赤や1 ' - T のイルミネーションがプレセントや料理を映し出

し、 B G Mがハ ッピパースデイを流しクライ? '/ クスを 迎えます 。

このようにホーム パーティはもちろん過に 一度は家族が揃 ってみ

んなで楽しめる愉快な生活のシー ンを作 るのがパーティ ロボ ッ トの

役 ';IIIJです。

今 後、地加すると予測される ワンルーム の L DKやノ マーティール

ームなどの 中心に置きたい 、21世紀の住宅設備となるでしょう 。

( 広藤 町l 人 校術開発苦11ホー ム ロ ポ y ト開発室 室 長 )
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住宅新技術

太陽光採光システム

テクネット

N 南向きの住まい' は、 iljt もがわが住まいに望む第一 条件にちが

いない 。なぜなら、 H 南向き. の: i f:1床するもの、すなわち日差しが

いっぱいにふり注ぐ、明るい住まいがどんなに快適かを誰もが知 っ

ているからだ 。 しかし、都市用地の高度利用が進む今日、限られた

土地 をフルに活用 しながら、最大限に太陽光を係り入れるにはとう

すればよいか 一一一一一一。

太陽を正確に自動追尾、 日当たりのよい家を実現する 。

地工例
「ナチュライト P '¥'! J は、テクネ ッ ト社が住宅専用に開発した太

陽光採光システム 。 目的に応じて 、このシステムを設置することに

より 、いままで日光の属かなかった北向きの部屋にも、太陽光を採

り入れる こ とができる 。高い建物に隣接している住宅にも太陽光を

係 り入れ、 l明るく 快 適な住まいを実現するこのシステムは 、立地条

件による日 間の悩 みを解決するシステムとして注目を集めている 。

トップライト式標準取付姿図

ナチュライトは、村l'tとな機構と光センサーで太陽を正確に自動追

尾し、大きな鋭による直接反射で 、高い保光効率て、光を室内に導き

入れる 。太陽がち仁むと鋭は自動的に東側に戻り翌日の朝刊に jliii える

というもの 。雨の日は、もちろん自動停止する 。つまリ、 Ａ 、ｼ 坊が Ｚ ｾ ｈ

ている |恨り、日当たりのよい環境をつくる y ステムである

日当りの嬉しい冬に 、 より効果を発揮。

日光がいちばん f念しくなる冬 、ナチュライトはもっとも威力 を発

揮する 。太陽の高度と角度の関係から 、来い H寺期lほど大量の光を係

り入れることができる、また保光される光は、紫外線が取り除かれ

た、可視光と赤外線を含んだ光。人間、動植物にも有設な 光成分な

ので、サンルームにも 利用できるほか 、地下室での野菜や草花の t!<

I告にも 利用できる 。

手入れ不要の省エネ設計。

駆動に要する電力は 6 W、' ; [ 気代月々 わずか 20向。

手入れはほとんど不要、大気中のほこりを除いて反射をよくするた

めに、二次ミラーを月一回総度拭くだけ 。

効 果

ナチ ュライ トP '¥' 11 台が係 り入れる光の iE は、30 W蛍光灯 6 本分 、

光と同 時にプラスされる II ! かさは冬不 一350 W 屯熱慌に 相 当、ただ

し夏期は わずか 150W 桜度 、冬暖かい便 利なシステム 。
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A 部 t平紐

F R Pフレ / . . 仔= 罰

ヨイントボルト ヘy ク-P':J フ材' 夜

、 H  コムパ y キノ

本好五ヲzrヘ日夕百二三7レ

EEA71 
"" L  アノグルボルト

戸一ー アルミ水切りスカート

アクリル光拡敵ドーム/

、アルミ製周り揖枠

[ 仕機] 型式ナチュライト P 8 0 3型

* 設置可能故大高 30 rn 

* 本体寸法 高 さ 900mm

最大幅 920mm 

奥行き 800mm 

* 本体. i l l i，!: 23kg 

*  J瓜|幼ド ーム村 透明アクリル 8 mm厚

* 反射鋭寸法 半月製813mmX  750mm 

* 鋭11fifl'1 4 ， 650Cllt 

* 'j司:.i: il .ポ A C10 0 V 6  W 

* 光センサーによる太陽光自動追尾 }J 式

* 概J : ) : 反射光 冬 至 10 ，000ルーメン

春秋分 9 ，500ルーメン

夏 至 4 ，300ルーメン
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花博生命の大樹「いのち

の塔」の構造設計

観音延平/ 野村外喜夫

いま大阪で開催されている花博の「いのちの峰」

は、構造的に他の応に比べてそれほど特殊なもの

ではないが 、この俗の構造設計の概略と、理論的

に多少深〈追求した結栄の一宮11をご初介したい 。

構造の概要

この俗は 、鉄俗、 R Ci 主円筒、それに、椛造的

に独立した S 造の低層快からなる ( 図 1 参照 )。

展望室の屋娘は方形 ( ほうぎょう) の! 彰をして

おり、鉄骨トラス造で、展望室はこれから吊られ

る精進にな っている 。円筒の G し+ 42mのイ立置か

ら屋恨の111干先 G L + 5 7 mにかけて 、ドl筒および展

望室の外音 Ｑ Ｑ に鉄骨 Ｈ ト ｦＱｾｾ 鋼と鋼管 Ｉ を下地とした

アルキ ャス 卜製の 「校」が網開状に取り付けられ

ている 。 この 「校」を 包絡する 1111ilfi は 、平断而が

下端 ( 円筒音11) の正 問から上端 ( 毘似) の正方形

へと連続的に変化し、かつ、踏の 中心を j 泊る ii. 断

而が円狐となる Ｑ ＱＱ Ｑ 而をｾ，ｾ 4 > : としている 。

搭は C しー21 ｲｮ にある犬 ｩｲＺ ＱＮ Ｑｾ 唆 ｪ 習に達する ＱＱＱＺ 底場

所打ちコンクリート杭lこより支持されている 。

低層棟 'i S 造 3 階建であり、展示室として 利用

される 。

機造設計の要点

耐震設計 本俗は 60m以下の，建築物の純叫にあ

るので、 ｬ ， ｖ［ ｪ さ設計は基本町 ｊ には 新 基準にｾｊｩ づ けは

占!i: のAi 値とに大きな差はなく 、 5 %程度であ った。

展望室の設計 展望室と崖wは構造的に 一体と

なっており、展望室の荷重は崖似ト ラスから 品ら

れる構造にな って いる 。屋恨は 'f 而tl(J に正方形で

あり、対角線に先日けられた - I j のトラスの l二'J.H.J

は 円 筒者 Ｑ Ｑ を ｬｾ 通して他ｽＧｪのトラスと峡合して、ブ｝

学 (I( Jにバランスさせると同時に、円筒周囲のテン

ン ヨン リンクで不均衡カを処耳目している 。 F'J 去.材

はni l ! i させるわけにはいかないので、円筒問凶の

コンプレ y ションリンクにより J:i. カを処理! してい

よいが、構造的に曲げ剛性が支配的であり、質量 る 。 床 ｦ ｪ ｬ ｦｬ 依存 ｾ Ｍ ￏ 重の ＨＱ ，ｾ在、 ｾ ｉ ￶ 対 科、な風前重の場令も

の分布や変形モードが通常の建築物と呉な りむし J々 . i ¥) し、これらによる不均衡力も、 卜. 述の上、下

ろ煙突に i! I いと予想されたので 、動的応答解析と

告 示 1104号で規定される域突設計応力に法づいて

行 った。動的解析は l 次設計では 20cm/ sのjili 皮入

力による応答応力を用いた 。 さらに 40cm/s 入力時

の動的 ｩ ｊ ｪ ｩ ｬ ｾＱＱ 性応答応力に対しても円筒断 ｲ Ｈ Ａｩ各部が

降伏モーメントおよび許容せん 断 力以下にな って

いることを縦認した 。使用した J也長波は既存の三

つの地j}f i，皮 ( E しC E NT R O 1940 NS， T AF T  1952 

E W， OS AK A  205 E W) である 。モデルは雌散化

された多質点系モテルであ り、通 常の1(;_ iitlrt '1主力

と1111げ|司1)性のほかに回転倒性力とせん断剛性、さ

らに基礎ではロ y キン グとスウェ イを考慮した 。

解析モデルの ｬ 次固有問 ｊｾｈ ま ＱＮ ＰＲ 秒であ っ た 。

これは R C 円筒苦11の高さ 64mに対して新基準から

符られる T = 0 .02x64=  Ｑ Ｎ ＲＸ 抄より Ｒ 書 Ｑ Ｉ ＮｦＧ ｕｾｏ ｬｩ い 。

ちなみに、路側l 固定では 0 .9秒であった 。

復元カ特性は、鉄路音11 と基礎部はすべて' ; ! j i . 性 、

R C 円筒官11は、 l 次設計ーでは 初 期間1) 性を剛性 とす

る'jljt 性 、弾塑性応答解析では、ひび答11れ発生点、

主筋の降伏点、それに 、 コンク リ ートの圧 Ｎｲ ｪｴＧｾｩＮ を

折れ点とするトリリニアー引の 'j!ji塑性モデルとし

た。減点定数は質量 ・問1) 性 比例 出で l 次および 2

次に対して、ともに 2 % とし た。

tt ん断力 ( I on) h 置'J モ メ ント t ' m)

図 2 地震時せん断力と転倒モーメント

Ｔ 去、ｾＧＮｊ位置のリング の Ｑ ＱＱ Ｑ げ ｬ 耐力でもたせている 。

固有周期に対するせん断剛性と回転慣性の影響

紛[ ，f，jの1I! tJ 力学問題を考える場合、問1) 性としては

1111げ剛| 生とせん断問1) 性、慣性カとしては並進↑ J ' t ' i ' ' l :

力と回転↑ tt' 11: 力が関与するが、 JIJlf 析」 の{ 史1l ーから、

対象とする桃造物の特性に応じてこれらのうちい

ずれかを省四告することが多い 。 しかし、このtJ5の

場合、 ｊｦｾ が比較的ずんぐりしていることや 、 プロ

クラムがすでに周辺: されていることもあって、 l  

記の 4 つの要素をすべて考 l語、して解析した 。せん

断剛 ＧｾｉＺ や回転ｴｊＧｴ性がど の ように固有周期 ｩ に ［ｪｦ ｾ 科す

るかは理論的にも興味のあることでもあり、 一 般

性をもたせるために均質な片持ち梁について多少

詳しく検討した 。詳細lは下記の文献を参照してい

ただくとして、こ の踏とほぼ等しい均質片持ち泌

モデルについての結果のみ表 1 に示す 。 ここでは、

ｾ絞体モデルと質点系モテザルのＡ何 十 ｊ ￎ ＮｴｉＧ ｩｬ Ｎ支の 比 絞も

あわせて示した 。

表 1 1次固有周期に対するせん断剛性・回転慣

性力の影 響 'ji .f立 抄

モ デ ル 述続休 離i放系 開v 述

①1111  げ| 時間のみ 1. 0169 1. 0201 1. 0031  

②1111げ剛性+ 回転↑1' 1刊 1. 0232 1.0264 1. 0031  

③1111げ剛性 + せん断剛性 1. 0404 1.0492 1. 0085 

④1111げ+ せん断+ 回転慣性 1. 0464 1. 0550 1. 0082 

④/ ① 1.0290 1. 0342 

一
結論は、 l 次悶有周期についてであるが、回転

↑1' t  Ｇｉｾｉ この杉響は ＰＶ Ｅ 、 せん断 附 ｬ 性の ［ｪｴ ｾ 特 は Ｒ Ｎ Ｓ Ｅ 、

また、: i i l i 続休モデルに対する賀山系モデルの誤差

はII Hげ梁の場合 、0.31% であ った。高次に対する

［ｩｴｾ 轡はそれぞれも っ と大きいが、通常の塔や、側

突の場合は工学的にこれらの ［ｪｦｾｾ 平は無視しても差

し支えないように思える 。

*  

「いのちの熔」の設計上の考え方と路状椛 j主物

のl盟有振動数と回転11'i 性カやせん断剛性の関係に

図 2 はせん断力と転倒モーメントについての蝉 ついて述べた 。 問主H出造物の設計のための一つの

90m 性応答結果 ( E L CENTROI I寺芸1)歴最大応答値) と 情報としてご参考になれば幸いである 。

図 1

縦断面

告示( 煙突基準) による結果、それに 、参考のた

めに新基準による結果: を示したものである 。応答

は E L C E NT R Oが 3 i皮のうちで最大値を与えた 。

設計は応答値と告示による 1111** を下回らない応力

て的行 った。参考のため新 基準の Ai 分布 によ った応

力でも検討したが 、 卜分満足している ml中、有

線)。 ちなみに、新基準と E L C E NT R Oの応答結

なお 、この俗は基本設計者京自11大学教J受 川 崎

市先生と大阪大学助手の佐藤不二男氏のこ指導の

もとに、 (州大林組が実施設計を行 ったものである 。

文 献

観 ｴｾ 延 ＭＧ ｉ ｴＺ :  Ti moshcnko  ｬＳ ･｡ｭ の ＱｾＱＱｦｦ ，Ｑ￭Ｑｩｩ Ｑ 犯と展開 ｬ 問題、情

造力ヲ品究鉢 tr; 6サ、ザ会近畿支部構造力ザ rm会 . 1989.1 1

( かんのんのぷひら/ のむら ときお 1  
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(  1  ) コントロ ー ルタイ プ ( 図 2 )  

①調圧することにより 、故大 流i誌を制限する 。

② その流量で発生する WHを吸収する 。

( 2  ) リリ ーフタイプ (図 3 )  

①急激 な圧力上昇に反比、して、逃がし弁を liiJ < 。

②その後、逃がし弁を緩I!!J 止 させる 。

WHは、流速変化が起これば必ず発生する物理

主見象 であ リ、こ の圧力上昇によ リ、自己符や設備機

器が振動し騒音を発生する・配ｾｾ接続古 ＱＱ から漏水

するなどの場合に 、 現笑の問題 として記、議される

ことになる 。

W Hに よ る 問 題 か 起 こ り や す い 環 境 条 件

WI-Iにより、以下の問題がある 。

① 「ドン 」 というような大きな7Tが出 る。

②配管接続音11の破損や漏水。

②については、あらかじめ十分な 強度のある接

続 ・配管固定を使用すれば、通常の上水道配管で

は、ほとんど問題はないようである 。 しかし、①

については、設計段階て酬の予 iJIIJ は、きわめて困難

であろう 。 定性的には、 WHの急激な圧力上昇に

より、配管や設備機器が振動し音を発生している

と言 えるが、定量的には、実際の配管で笑 iJII J を行

う しかなさそうである 。 経験的には、 ｴｾ 居配管や

コロカ、シ配管の現場で、 問題となることが多いよ

うである 。

W Hの対策

音の 出ている昔11分 を固定するなどの対症療法も

考えられるが、基本的には、 WHの圧力仁11ーを押

さえることが重要である 。 方策としては、両ij j Aの

WHを増大す る要因を裏返 しにするか、または、系

の外部へ仕事としてエ ネルギー を放出すればよい。

具体的には、 表 1 に示すような手段が考えられ、

大半が笑用化さ れている 。

1 8 2  

ウォーターハンマー

防止機器

安秀木村

W H防止機器の使用上の留意事項

一般的に使用 されているエアチ ャンパ等の WH

防止機器は、 WHという物理現象の性質 からして 、

できるだけ止水 位i査の上流側近傍に取 り付ける の

が効果的である (図 4 )。

図 4

WH防止機器は、通常、対症療法的な使われ方

をしているため、機器の取 りやl けに当た っては 、

取り付けス ペ ス等の外的制約条例ーがあ り、理想

的な使用方法が困雛な場合が多い。 つま り、図 4

bのような使い方をすることになる 。 この場合

は、 WH防止機株までの配管内の圧力は、必ずし

も低下してはいないが、配管ゃいl官11の流イ本の振動

モードが変わるため、背に対しては、効果 が出 る

ことも多いようである 。

要 因 機 t品

l 流速を下
定圧定流111によ りj 品大地法制限する。

lずる 。
配管斗ナイズア ップ(It J訪日ilでの回以率低下)

2. i紅れをゆ
自問弁 をI1' Jい、緩閉止させる。

っくり止
急J!!J 止時にt!Mt::t正和'cとなるダンノぞーをA己tけ

める 。
る。

3 配管を短

同左

くする 。

4 管内音速
樹脂管等、配管の断耐力l古l附IJtt を下げる。

を下げる 。
流体に空気を11"1仏する。

5 圧力上昇 ダイアフラム、 ピストン 、ゴムホース等を

を吸収す 用いて空気室( エアチャンパ) を設け、

る。 圧力上昇を吸収させる。

6 圧力上昇 圧力上昇に反応 して逃がし弁をJJ，Jき、その

を逃がす。千あ生がし弁を緩j刻止させる。

7. 1- 5項を併用または複合化する 。

WH対策の具体的手段表 1

近年、上水道に おいてウ ォーターハン 7 ー ( 以

下WHと略す) による問題がクロ ーズア y プされ

てきており、 簡便な対策方法が望まれ るようにな

っている 。

本f/: ，¥は、 WHという現象の概略と、その対策方

法について紹介する 。

イメージ的には、 「満員電車」と考えればよいと

思 う。 図 1 のように、満員電車が速度 u で走行中

(/ぎIl - a) に、急{ 亭車すると首IIj の方に乗 ってい る

人か ら順に前方に tlJ l しつけ られる ( 図 l - b) 。 こ

の押しつけられる状態が、速度 a て' 後方へ伝わ っ

ていくのである 。

WHという現象の概略

参考ーまでに、水栓器具官IIJ で対策し たことを 特 徴

とする東陶機採の商品を紹介する 。
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つま りWH とは、流れをせき 止めた位tli ' (.J41間

前端) から、圧力ヒ昇が管内音速 a で、上流 (卓

間後方) へ伝わ っていく現象のことである 。

WHを増大させる要因としては、

①'屯車の速度が速し、。 つまり流速 u が大きし、。

②屯卒が急停車する 。 つまり急に水を止める 。

③f立車が長い (後ろの方まで人が乗 っている )。 つ

まり配管が長い。

等が、上げ られる 。 なお a は、配管のl町IJ 性や流体

の組成で決まる 特性値であり、 詳細につい ては、

後記の文献を参照されたい。

WHの定義管路内の流体の流速が、念、に変化

したことにより圧力が変化 する現象

WHの最大値は、理論的には次式で与えられる 。

ムH 圧力上昇抵

g  重力加速度

シャワーパス用

シングルレバー混合詮

水 盤取 付脚

( 1、ン7 ーセーフ⑩)

手伝

庄力とパネカが釣り合う。

p， q  

λ  

図 1

a  

b  
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おわりに

今 後、サヤ管工法や高水圧化 紺lい樹}J¥'i管の使

用等が普及していくと予定! され、WI-I に対する外

的環境が慈化する ことが懸念される 。 WHという

現象のイメ ジを 把み、適切な処世 を行う上て¥

本稿がその - D)J となれは‘ 幸いである 。

( きむらやすひ で 京陶機持株式 会 主ｼ全共開発 言 ｾ Ｉ

参考文献

r水1州十用 と圧力脈動J (li' 1相Ii版) 秋元徳三 円j: I : : l 本工業新聞社

急閉

P WH  

図 3

ラう

ピストンが移動し、

圧力上昇を班収する。

図 2

( 1 "  V  
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ベースネット工法

林 好 正

1 接着に依存する陶硲器質タイル張り仕上げの限界

陶磁 ｾＧｬＧｉ タイルは、その美しさだけでなく、外

壁面での風化防止という建造物自身の耐久性を保

つ意味からも重要な役割をも っている 。 しかし、

陶磁告品質タイル張り仕上げは局所的に「争IJ がれ落

下する」ことがあり、この点が建築上陶磁器質タ

イルを外壁に使用する際に、心配な要因となって

し、 fこ。

外壁タイル張り仕上げは一般に、陶磁器質タイ

ル、団地モルタル、張付けモルタル、下地モルタ

ルおよびコンクリート躯体から構成される 。

従って、各層相互間の接清一体化の向上が、争IJ 離

防止の焦点と考えられていた 。 その接着一体化を

評価するために、接着強度試験が笑施され、何kgf

/cr r I 以上の接着強度があれば争IJ 離の危険がないか、

( 剥離限界接着強度 ) が常に 問題とされてきた 。

例えば、小口平タイル張り仕上げて恒地部分を切

断して接着強度試験を行った場合で、その争IJ 離 限

界按精強度は 4 kgf  / crrl という値が一般化され、こ

の値を基準として、統計学的手法を用いて、陶磁

器質タイル張り仕上げの争IJ 離危険性が評価きれて

きた 。

陶磁器質タイル張り仕上げの各層相互間の接着

強度を高めることは剥離防止に有効て' あるが、現

状の施工技術を考慮した場合、必ずしも容易では

ない。接指強度を高めるために、エチレン ・酢 酸

ピニル樹脂 ( E VA) 系のポリ 7 ーディスノマージョ

ンを下地面に 塗布したり、スチレン ・プタジエン

合成ゴム ( S BR) 系のポリ 7 ーディスパージョン

をモルタルに混入するなど、接着剤に頼った工法

が一般に採用されている 。 しかし、接着剤lへの過

信は危険である 。 というのは、その使用法を誤る

と、接着剤は #dJ離斉IJになりかねないことが、過去

に発生した多くの剥維事故から学ぶことができる 。

2. 最近の剣離事故の特徴と問題点

過去の和j 維事故をみると ( その多くは、昭和30

年代の初めから昭和40年代の後半までの高度成長

期iのタイル張り作業者の不足に対処するために、

圧渚猿りという手っ取り早い工法で仕上げられた

もの) 、陶磁君主質タイル陶片が張付けモルタル而

から争IJ 縦した場合が最も多〈、全体の7 0 %を占め

ていた 。銭 り の30% は、コ ンクリート躯体と下地

モルタルの後者界前であった 。 3. ベースオ、ット工法の概要とその基本的な考え方

ところが、最近の初l離事故では、タイル媛り地 ベースネットはコンクリート極体とタイル張り

工法の改普ーによりタイル陶片が張付けモルタル面 仕上げとの問に挿入される立体網目不織布であり、

から剥離することは少なく、下地モルタル面ある その施工法の概要は 図ー 1 に示す通りである 。

いはコンクリート躯体蘭からタイルとモルタルが ベースネットは、 表 - 2 が示す通り、ポリプロ

一体とな って争IJ 離することが多くな って いる 。 ま ピレン繊維を素材とするも のと、炭素繊維をぷ材

た、熱ｾ廃条件が厳しい束蘭壁および西前段に剥Ａ
とするものの 2 つがある。

維事故が集中している 。

最IJ 離 <f . 般の発生原因として下記の事項が与え ら

れる 。

① タイル陶片と娠付けモルタルの接着一体 化 が

高いために、タイルとモルタルが一体とな って挙

動し、張付けモルタルとその下地との接着がその

卸J きに耐えられないために、最IJ 離が生ずる 。

②下地モルタルの乾燥収紛が安定していない状

態でタイルを張付けるために、タイルリ長り仕上げ

険 制

品噴

材質質

構成畿維 也統 {醐 )

l是さ (.. )

立体網目 厚み (嗣)

不韓民布 1] H  (g/ nr )  

張付け IIJ 材料

ポリプロヒレン呆 J長Ji; 繊紺 糸

ポりプロピレン 炭 Ji; 馳紺

0. 12  0.01  

70 6  

2. 8 1. 2  

70 30 

セノノト i: S 湖合同

ポリ 7 ーセノント

ポリ7 ーセ メノト

スラリー
モJ レタル

の熱膨張に下地モルタルの乾燥収紛が付加される 。 表ー 1 ベースヰ ツ 卜の種類

従 って、タイル張り仕上げ壁に発生するディフ 7 ベースネ y トの形態は、娠付け材料として用い

レンシャルムープメント (di f f erent i al movement )  

は大きくなり、発生する剥離応カは向くなる 。

③下地モルタルを省略する直張り工法による仕

上げて'は、タイルとコンクリート躯体との HIJ でサ

ンドイツチされたモルタルの変形能が小さいため

に( 厚みが薄いことによる) 、発生する剥離応力は

高くなり、接着一体化の低いコンクリート l飼で最IJ

離が生じ易い 。

④ モルタルに混入する、あるいはコ ンク リート

躯体面に 塗布するポリ 7 ーディス パージョンの性

能を過信した 。施工後のタイル張り仕上げの接着

安定性は、接着斉IJ の性能よりむしろ、タイルリ長り

作業者の意識や経験の相違に強く影響を受ける 。

建築核活工法の基本は「のり釘併用」 であり、

この意味においてメカニカルキーを形成する繊維

材料が来たす役割は大きい 。繊維材料を利用する

最IJ 離防止技術が( 附大林組によ って開発された 。

この工法は、ベースネ ッ ト工法と呼ばれている 。

ベースネ y トの篠崎村としては

ポリ 7 ーセノントモルタルが使

用される . ポリマ セノントモ

ルタ J レはこて* ') 、あるいは機

械耽き つけのいずれかの刀法に

より約 3 mmの厚みにド地1(11に哨

りつけら れる .

次にベースネ y トを，;i， ') つける .

子的検 ｦｾｴ けられた、ポリマーセ

ノントモルタルがフレ y ンユな

状態的ヲちに. こてあるいはロ

ーラーをJ f J いてポリマーセノン

トモルタルがベースネ γ トへ吉

松するように帰リつけられる .

4世リ付け f量的J dfi i l1. 繊細のま

わりにポリマーセメノトモルタ

ルが. コーティングされて{ ; ; 目

立った状態と主る .

怯付桂 r 7 日英 '4:'
J

の1量. 働組

がE 羽立 った状態にあるベース

ネ，ト層的占耐に陶磁器質タイ

ルを通常的工法によ って怯りつ

ける . タイル肉 'iI<りつけとベ

スネ J ト114町一体化を強) ) にす

るためには. タイルv . 自1カらヴ

ィブラートによる出動を ワえる

とより効 量的である .

図- 1 ベースネ ッ トの施工手順

るポリ 7 ーセメ ン トモルタルの含疫が容易で、し

かも 3 軸方向に補強効来が得られる立体網目 ( へ

ちま状 ) にな って いる 。

ベースネ ッ トがタイル帰り仕上げの「はがれ焼

、」を防止する効果として、下記の 3 つが挙げら

れる 。

① 接着安定性の向上 メカニカルキーを (mecha

n  ical  key ) を付与する 。

② 昔日l灘応力の緩和 . ディフアレンシャルム ー ブ

メント発生に 1半う争IJ 離応力を緩和する 。

③ 劉j 落 防 止 : コン クリート躯体と外壁タイルリ長

り仕上げの聞に生じる過大な変形差およびひびわ

れ発生時のせん断似峻や剥離をベースネ ッ トに集

中させ、ベースネ y トを附成する繊維のi ! K 結刻j 来

により、タイルリ長り仕上げの争IH寄を防止する ( 写

真一 1 )  1)  2)  3)  

写真一 1 強制制限したタイルも落下しにくい

ベースネ ッ トの施工笑紋は約 180件 で あ り 、 そ

の 中には他社によるｾＪＧｻも多〈含まれている 。ベ

ースネ ント工法は、常に主主築工事の頭痛の純であ

った外壁タイル媛り仕上げが「はがれ務下する 」

という宿命的な課題を解決する可能性が高いと考

える 。

(参考文献)

1) 背山幹、林好正 立体制円不織布を 111' 、る外装タイルル

リ地工法建築制L J，. I  JI サ ( 1987)  

2) 林好正 友 ii タイル ｩＡｩ リ ＱＱＺ Ｑ Ｚ げ の担 ｬ 離 ｾｉｪ JI をII(I'J とし

た繊制I応用技術イ i 宵とイ i lJi. 9  H号 ( 1989)  

3)  ，Ｇｻ山斡Ｎ林貯正・外 ｉＺ ，ｾタイ ｊ レ制 ｪ 品防 ＱＱ 技術の ｉｭｾ Ｎ ｩｬｬｾ＠

ti 術 I I Hサ ( 1989 )  

( はやし ょしまさ (附J dUI I I主術研究所主任研究 l n
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平成元年度・第4回若い会員の集い

北村陸夫建築展・

見学会・シンポジウム

レ ポ ー ト

建築展- 建築と風景の関係、

を読み取る一

去る 3 月20 日から 3 月25 臼まで 「北村| 接夫建築

展 カレイドスコープの世界 」が心斎僑のソニ

ータワ 9  F で|持J f 雀された 。 また 3 月24 日には、

パスをチャーターしての近作の凡学会とンンポジ

ウム ( 北村氏の講演とパネル・ディスカ y ション )

と、さらには氏の近作である夙川のアトリエでの

慾親会まで併せて行われた 。一 人の建築家の最近

の思想や設計手法に十分に触れることができる、

内容豊富でユニークな企画であ った。

個展の会場とな った約60m'ほどのソニーサロン

では、 9 枚の不: i ! s 続な鏡 ( 鋭I面アクリル板) が展

示空間を斜めに徽切り、 ZE聞を分断するとともに、

100 インチの画部に映し出された 「プロジェクト

K j の c C  ( コンビュータ ・グラフィ ック) や 5

つの作品の模型を反射して不思議なイリュージョ

ン的空間が創り出されていた 。展示された最近作

や設計中の作品のみでなく、北村氏自身によ って

デザイン 、レイ アウトされ、事務所のスタ ッフに

よって設営された展示空間そのものがまた 一つの

カレイドスコープを演出した{ 乍品といえる 。

今回、展示された 5 つの作品のテーマは、北村

氏が現在最も関心を持っているという、建築と j風

景の創造的関係である 。 5 つの作品それぞれから

は、それぞれの場においての独自の風景との関係

が読み取れるが、なかでも私自身の興味を '] 1いた

のは「プロジェクト Kj や rCEN-YAj にみられ

る、都市周辺における殺ぱっとした風景と建築の

閥わり方である 。高圧線の鉄搭や高速道路が併設

された模別からは、すでに解体してしまったとい

える都市の風景において、外の ｾｉ 甘 ｪ と呼応しつつ、

街の雰囲気を変えてしまう建築と風最の魅力的な

関係が感じられた 。

正確に数えられたわけではないが、 6 日間のJUI

| 問中に軽< 1，500人を超える見学者が訪れたという

ことである 。会場には建築やデザイ ンの関係者の

みでなく、土地の 利も手伝 ってか若い男女を中心

とした一般の見学者の姿も多〈自についた 。企画

を担当した 一 人として、ゴ1='$;:; に雌況で成功程I l に終

わった企画だ ったといえると思うが、これが実現

できたのも北村氏と事務所の )J 々のこの企画にか

け られた約熱と意気込みによるも のだということ

を紋後に強調し ておきたい。

( 増 田 昌 彦/ 大阪府建築部 )
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見学会ーカレイドスコープの中

に 旋 回 す る -

3 月24 日の北村隆夫氏見学会 ・シンポジウムは、

あいにく朝から 小雨が降り出し、集合時間には本

降りとな ったが、参加者全只遅れることなく、 J旦

当委員、事務局も合わせると 53名の大部隊は、パ

スで設初の比学J也 rCEN-YAj へと向かった 。 こ

の問、見学スケジュールおよび参考資料が配布 さ

れた 。

到着後、まずは大古、迷宮のブロ ックでの食事。

そして見学が始ま った。 巨大迷路探索とも言おう

か、まるでピラミ γ ドに迷い込んだような空間に、

参加者のカメラシャ y ターの昔、足音が飛び回り、

参加者の中には、 CEN-YAを担当された藤本氏に

質問を浴びせる光景も見られた 。

雨も上がり、縦並木の間をパスは軽快に走り続

け、第二の目的地「夢の遊 IIK舎」へと ・… 。幻想、

の世界に踏み込んだような建築物を目の前に、北

村氏より聞いていた必見場所 Ｏｵｦｾ Ｍ 建築物の裂の

顔がながめられる所へ委員が誘導し始める 。「 ど

こから見ても、いいアングル」との参加者の声に、

ひときわシャ ッターを切る音が激しくなった 。 こ

の頃になると、パスの車 内でも談笑が聞かれ、見

知らぬ仲間同士和やかな雰囲気とな ってきたので

北村隆夫建築展ーソニーサロンにてー

シンポジウムでの北村隆夫氏の講演

ある 。そして、仰がりくね った小道をパスは何度

となくプレーキを踏みながら登 り始めた 。

次は、シンポジウム会場にもなる糸川邸( カレ

イドスコープ 1 ) である 。 どれほど登ってきただ

ろうか、山の中ほどに位置する建物が見えてきた 。

そして、それに統〈長い階段。 そしてその階段を、

われわれを出迎えるために小走りにかけ降りてき

た事務局の方の姿が、ミラーに映し出されている

建物現体の姿の中に溶解し、旋回し始めたのであ

る。その姿をわれわれは、しばし沈駄の中で見つ

めていた 。北村氏の建築に対するコンセプトであ

るカレイドスコープの世界を、そのとき感じたの

ではないだろうか 。 そして、自らもその世界に足

を踏み入れるべく階段を登り始めたのである 。

シンポジウムは活気の中に終わりを迎え、一路

( 夙 川駅で数名 を降ろした後) 最終I也、氏 のアト

リエ ( カレイドスコープ 日) へ向かった 。すべて

のフロアーを見学した後、参加 者会貝、セ ッ トさ

れたスナ ックやビールを飲食しながら、 ここ では

氏より直接アトリエについての説明を受け、数々

のエピソードと、また氏の生活の様子など垣間見

ることもてe きた 。

そして自己紹介、氏の作品および建築観につい

ての意見が参加者から述べられ、楽しい図書轄のう

ちに今回の見学会は終わりを迎えた 。建築に携わ

る人はもとより、多方面の方の多数の参加が見ら

れたことは、北村氏の魅力と数々の作品の所以で

あろう 。

( 長友理津子/ 畏友工務庖側)

シンポジウム- 北村隆夫の

創 作 の 世 界 一

シンポジウム会場である糸川邸は、谷を隔てて

北山貯水池を見渡す山陵の西斜面に建ち、眺望に

も恵まれ、四季を通じて自然の織の移ろいを体で

感じとることができる建築と思われた 。

前面道路からのアプローチである急斜面につく

られた階段を弱るにつれ、カレイドスコープの名

の通り 、ハーフミラーで構成された壁面に、建築

自身とそれを見ている自分自身の姿そのものが変

化していく 。当日は、あいにくの空模様のため、

北村氏も議械の中で述べられたように、カラ ッと

Hj'i れた青空の下て' その効果を実感できなか ったこ

とは、非常に残念であ った。

糸川氏のご好意により、館内を見学させていた

だいた後 、北村氏に加え、建築評論家の大島哲蔵

氏、京都大学建築学科 4 回生の ':T!lrI'I晶子氏の参加l

を得て、 3 階オーディオルームにおいてシンポジ

ウムに移 った。

シンポジウム会場設営時、栄たして参加者全日

を収容できるかどうかと心配したが、若干窮屈で

あったかもしれないが、なんとか収ま ってホ ッと

した次第であ った。

シンポジウムはまず、 ＢＱｾ 習 砂 とホ予習 ｈ の意味

をこめ、 今日の見学会コースの建築や現在進行中



のプロジェクトを含め、北村氏設計の建築の数々 l ・追悼文

名誉正会員

を氏本人から、コンセプトや設計 ・工事段階での

エピソードを織りまぜながらスライドで紹介して

いただいた後て¥まとめ役である大島氏の進行に

より、中野氏の北村隆夫観と北村氏の建築論につ

故道田泰治郎先生を悼む

いて語っていただいた 。

まず中野氏から、北村氏の建築は、教会に代表 | 下 村 健治

される精神世界を表現する抽象建築に対し、現実

の生活に根差した具象建築であり、文学で言うな

ら、純文学に対しての大衆小 説であるという感恕

が述べられた 。( これは、決してそれが悪いとい

う批判ではないという点で誤解しないでいただき

たい)

これに対し 、北村氏は「かなりやね、さすが」

と同意され、自ら自身の建築を、勝ち負けに重点

を置くボクシング価値観に対し、感動を 11乎びおこ

すプロレス価値観ということを挙げ、 価値観をず

らしたところでの創作であると された 。

さらに大島氏より、北村氏の創作活動の中のこ

だわりの中から「夢」と「環境」について言及が

あり、前者については 、泉鏡花の言築を借りて、

無意識の中から出てくるものこそが最も己の本質

に近〈、一番表現したいと感じていることである

とし、それが達成できたときの感激が、もの作り

にたずさわる者の原動力となるというx l . 味のこと

が述べられ、これまでの氏の活動の中では、名護

市庁舎コンペ応募集が最高のものであ ったことが

紹介された 。

後者に関しては、カレイドスコープ[ .  I l や奄

美リゾートホテル等に見られる地形その他周辺環

境の条件がきびしい場所が好きであると述べられ、

事実、今日の見学会においても、氏の着想、の素晴

らしさ、ひらめきの鋭さに額けた点であ った。

最後に、参加者の中から今日の感想、や質問を受

けた後、糸 川邸におけるシンポジウムをお聞きと

したが、チャーターしていたノ〈スの時間制限さえ

なければ、限りなく発展してゆきそうな氏の建築

談裁であ った。( もっとも 、シンポジウムの後の

夙川のアトリエでの慾親会では、数名の方との問

で午前 3 時頃まて¥話に花が咲いたということを

お聞きした )

北村氏の、自らを灼けたトタン屋根の上の猫と

詳し、常に動き続けなければならないことを認識

した上であえて立ち向かおうとするバイタリティ

と、そしてこれまでは習作であり、これからが本

当の俺の出番だということをその意味するところ

とは裏肢に、変に気負わずサラリと言 つてのける

氏の個性に触れることのできた有意義な一 日であ

った。

( 山口圭一/ 側浦辺段針 )

. 建築展

日 時平成 2年 3 月20日- 25日午前11時『午後 7時半

会 掲心斎橋ソニータワー 9階ソニーサロン

入 場 者 数 約1，50日名

・見学会・シンポジウム

日 時平成 2年 3 月24日出 午後 1時→7時半

見掌喝所 r GEN- YAJ 、「夢の遊眠舎」、

rカレイドスコープ I ・[J J

シンポジウム書唱 カレイドスコープ 1 ( 糸川邸)

鴎 飾北村種夫氏( ズーム酎画工房)

パ ネ ラ ー 大 島 醐 氏 伺 臨 楠 家 )

中野温子氏 (京都大学建築制料年)

参 加 者 47名

. ご略歴

- 明治37年 3 月27 日生まれ

・大正10年 7 月 関西商工学校建築科卒蝶

・大正12年 3 月 関西工学専修学校建築高等科卒業

( 現大阪工業大学)

・大正10年 8 月 大阪府営縛諜勤務

・昭和 12年 12月 任大阪府技師

・昭和21年 8 月 任地方技官絞二級 ( 内閣 )

・昭和22年 12月 特別調達局大阪支局勤務

・昭和31年 6 月 呉捌途局事業部長

・昭和37年 1 月 妹式会社新工務所取締役顧問

・昭和45年 4 月 修成建設専門学校挫築工学科教授

・平成 2 年 3 月20日ご逝去. 享年85歳。

. 日本建築協会ご経歴

- 大正 8 年 1 月9 日 入会

・昭和 4 年 8 月 日本建築協会資家住宅懸賞募集入賞

・昭和38年 4 月~昭和49年 3 月 事業委只

・昭和46年 3 月ー昭和48年 2 月 評Z韓日

・昭和49年 4 月 1 日 名誉正会貝

etc. 

- その他

- 昭和 5 年 6 月 日本建築学会会館懸賞募集入

・昭和50年 5 月 微四等瑞宝章受

・昭和信年 12月 日本建築学会終身正会員

謹んで、道国語集治郎先生の御霊前に倦越ではあ

りますが、お訣れの言葉を申し上げます。

今年は例年になく暖かく、早くも各地の花だよ

りが伝えられる 3 月2 3 日の昼下がりに、西宮山手

会館において、道田泰治自[1先生の告別式がしめや

かに、そして盛大に執り行われました 。

西行法師の和歌に「願わくば1t . の下にて春死な

むその如月の望月のころ」とあるとおり、まさに

お彼岸に極楽往生きれました 。享年85歳でした 。

笠宮な経験と卓越した見識をもたれた、立派な先

' f G . に先立れたことは、あとに残されたわれわれに

は、突然でみきた大きな空虚 ーー これを哩めるのは

いかにしたものかと、長嘆息のほかありません 。

まことに I林し〈思います。

昨春体調をくずされて、関西労災病院に入院さ

れましたときにお見舞いに伺いましたら、大変お

元気であり、ほどなく退院され喜 んでおりました

のに、いま悲報に接し痛恨の極みであります。

先生は関西交通界の老舗、阪神電鉄が開通した

明治3 7年に尼崎市でご誕生され、大阪府庁や現防

衛施設庁に長らく勤められました 。昭和50年 5 月

には勲四等瑞宝章を受賞の栄に浴されました 。私

と先生は昭和49年春、修成建設専門学校の建築施

工法と設計製図の担当教員として出会いました 。

実に意欲的な探究心をもたれ、年々開発されてい

く、高度な新技術を 修得し ておられたのには感心

しました 。 多くの建築物を一緒に見学したり、誇

り合う機会を待て、教えていただくことが多くな

りました 。 また全校球技大会のときには、学生と

のソフトポール試合で最終回ピンチヒ ッター とし

て素足で出場して 、四球で出塁されるや、フ ァー

ストベ スまで全力疾走された若々しさが、ご く

設近のように険に浮かびます。

i守酒や洋酒をこよなく愛され、ゆ ったりとして

噌まれるときのあの悦惚とした姿には、 一磁の l孔

絡が感じられました 。建築の話はもち ろんの こと、

ワイ ンの話や各国の絵画の話と、そのU Mな体験

の広さに篤いたものです。 努力家 であるこ とは、

7お日頃 「歳をい くと柔軟な頭脳を失いやすい の で、

つねに人の意見を素直に聴 くように努めている 」

と 言 われ、笑行に励まれたことが、 ｈ 比ｾＱｴな れ ｦｉ 力 の

泉であ ったと思われます。

ごJ i i 業には輝かしいものが沢 山ありますなか て¥

常に家族のことを恕われ、今は倒1-(- .';ι もそれ ぞれ

立派に官界、財界に、また道 回工務析を 1]1 き継 が

れるなどご前脱されている由、ご安心なさ って i 主

生されたと思います。

私が敬おしてやまなか った道 問先生、ぷんでご

冥制 を心からお祈り申 し上げます。

( 本会評議只/ 修成i l ! 設呼門学校教段〕
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日本建築協会

月間の動き

平成 2 年 3 月分

定 時 評 議 員 会

28日 51侍- 5 時 40分 於 本 会 会 議 室

出席者 多井副議長ほか43名 ( 委任状共)

議事 (1) 評議員会議長、則議長互選の件

(2) 会長、副会長 2 名、理事23名選任の件

(3) 平成 2年度卒業計画承認の件

(4) 平成 2 年度収支予算承認の件

E里

第 4 回常任理事会

事

. 6.  

ｾ＠

28日 41時5分一 41時55分 於 本会会議室

出席者 佐 野 会 長 ほ か14名

議事 (1) 定時評議員会提出議案決定の件

(2) 平成元年度収支決算見込報告の件

(3) 事務局職員 I 名採用の件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

編 集 委 員 会

7 月号設備特集第 2 回編集幹事会

7 日 41時 - 61時 半 於 本会会議室

出 席 者 佐 藤 幹 事 ほ か 3 名、北島、坂田、日根、

山根、藤岡各特別幹事

議事 「建築と設備のチエ ンクンートと接点」特

集の検討

第 9 回計画分料会一建築系ー

7 日 61時 半 - 91時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 森旺l幹司手代行ほか 9 名

議事 6 月号「花博 j (仮称) 特集の検討

第12回編集委員会

8 日 4 1時 - 61時 於 本会会議室

出席者 長谷部委只長ほか 4 名

議事 (1)  3 月号「東海の都市景観」特集経過報告

(2) 4 月号「スケール感」特集経過報告

(3) 5 月号「プ レハプ住宅技術の現在と未来」

特集経過報告

(4)  6  J )サ 「花 博j (仮称) 特集経過報告

(5) 7  J) サ 「連築と設備のチェ y クシー トと

接点 j (仮 称) 特集経過報告

(6) 8 月サ機造特集経過報告

(7) 来年、次年度の企同検討、その他

(8) 収支状況報告

第12回作品作風小委員会

8 日 6 1時 半 - 71時半 於本会会議室

13¥/市:r， 勝同1) 委只長ほか 5 名

56 挫 築 と 社 会 ハ990年 5 月号

議事 (1) r新建築調査表」の作品の選定

(2)最近の作品掲載状況 ・予定報告

(3) r  Gal l er y  j 内容報告と今後の検討

(4) 次年度の委員編成

第12回会員企画小委員会

12日 61時- 8 時 半 於 本会会議室

出席者 今 井副委員長代行ほか 6 名

議事 (l) r建築と社会 j (シ リーズもの) の報告と

掲載予定

(2)  r建築の明日をになう女性たちの集い」

実施報告

(3)次年度の委員編成

第 6 回構造分科会

13日 4時 - 7 時45分 於 本 会 会 議 室

出席者 福山幹事ほか 5 名

議事 (1) r構造の頁」の企画

(2) 構造特集の企画

(3) 委員の交代

第 2 回和歌山支部創立40周年記念特集幹事会

20 EI 2時 - 4 時 於 支 部 会 議室

出席者 北山支部長ほか 6 名

議事 「建築と 社会」和歌山支部創立40周年記念

特集の検討

第 11固施工材料分科会

22日 4 1時 - 51侍 於 本 会会議室

出席者 志 水 幹 事 ほ か 3 名

議事 5 月号特集経過報告ほか

第12回広告企画小委員会

27日 41侍 - 5 1時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1)  3 月号「東海の都市景観」特集広告収入

報告

(2)  4 月号 「スケール感」特集広告途中経過

報告

(3) 5 月号「プレハブ住宅技術の現在と未来」

特集広告途中経過報告

(4) 6 月号 「花博」特集広告途中経過報告

(5) 7 月号「建築と設備のチエ ンクンートと

接点」特集広告途中経過報告

(6)平成 2 年度独自特集企図

(7)平成 2 年度予算案検討

(8) 収支状況報告

第 10回計画系分科会一建築ー

28日 6 時半 - 81時 半 於 本 会 会 議 室

出席者 森 岡車字幕'イt行ほか 7 名

議事 6 月号「花博 j (仮称) 特集案検討

7 月号「建築と設備のチェツクシートと接点」

特集執筆者打ち合わせ

29日 41時 - 61侍 於 本会会議室

出席者 執筆者ー J反日1; 盆・日線東治 ・山線敏和

藤岡茂の各氏、遠藤委長

事 業 委 員 会

第 7 回見学会小委員会

1 日 6 時- 81時 半 於 本 会 会 議 室

出席 者 南 ・南方向幹事ほか 6 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)  1 ・2 月の見学会の報告

(3) 3 月以降の見学会の予定

(4) 今後の見学会の候補

(5)分科会からの報告と検討

第 3 団関東地区建築見学分科会

6 日 61侍- 21時 於 本会会議室

出席者 久保田委員ほか l 名

議 事 東 京 話 題 建 築 見 学 会 ( 2 日! 日1 ) の企画

第 7 回若い会員の集い小委員会

6 日 61時半 - 8 時半 於 本 会 会 議 室

出席者 宮野副委員長ほか 7名

議事 (1)前回事業委員会の報告

(2f 生態計画か ら見た大阪府下の住宅開発」

実施報告

(3) 北村陵夫建築展、見学会、シンポジウム

経過報告

(4) r関西の祭事」研究会中間報告書

(5)本年度の小委員会活動の反省並びに次年

度の企画

(6) 次年度の小委員会構成

第 7 回広報小委員会

7 日 6 時 - 9 時半 於本会会議室

出席者 原見副委員長ほか 7 名

議事 (1) 前回事業委員会の報告

(2)研修分科会からの報告と今後の企画

(3) 教室分科会からの報告と今後の企画

(4) 新年度の委員の交代について

(5) 本小委員会の編成について

第 7 回事業委員会

15日 l 時40分 - 3 1時 於 本 会 会 議 室

出席者 西 村 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 各小委員会からの報告及び検討

第 6 回数室分科会

22日 6時 - 8 時15分 於 本 会 会 議 室

出席者 奥村 ・川村両幹事ほか 3 名

議事 (1) 新年度の本分科会の編成について

(2) 話題建築を聞く

(3) ビデオ映写会

出 版 委 員 会

第10回出版委員会

8 日 5 時 - 6 時 於本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 4 名

議事 (1) くプロのノウハウ〉と特装本の経過報告

(2)今後のテー 7 と執筆者選定について

(3) プロのノウハウ講座シリ ーズ第 3 @]以降

の企画について

(4) 次年度の委員編成について

建 材 委 員 会

第11 回建材委員会

14日 3 時半 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出席 者 金 井 委 員 長 ほ か 14名

材料説明 外法一定 H 形鋼 「ハイノ マー ビーム j/

渡辺委員

今後の検討建材 白華除去剤 ( アク トル) /

竹問委貝

教 育 委 員 会

第 4 回工高生教育小委員会

6 日 4 時 - 5 時 半 於 本会会議室

出席者 中野副委員長ほか 6 名

議事 (1) 次年度工高生デザインコンクール募集規



定原案の検討 (3) ケーススタデ ィB のま とめに ついて

第 4 回研究会

- 会 場 ソニーサロ ン( ソ ニー タワ ー内)

・入 場 者 約1.500名
(2)審査委員長並びに審査只の構成

第 2 回数育委員会 27日 21時 半 - 51時 半 於 住 宅 管 理 セ ンター ・

会議室

見学・シンポジウム

22日 6 時- 7 1時 半 於 本 会会議室

出席者 片倉委員長ほか 8 名

議事 (1) 講習会・工高生教育両小委員会の本年度

事業報告並 びに次年度の事業計画につ い

て

(2)次年度の委員編成に ついて

第36図工高生デザインコンクール募集規定作成会

28日 61時- 8 時 半 於 本 会 会 議室

出席者 吉村篤一審査委只長ほか 7 名

片倉教育委貝長ほか 5 名

議事 平成 2年度工高生デザイ ンコンクールの募

築規定について

建 築 ク ラ ブ

第215回朝食会

13日 8 時半 - 10時 於 大 阪 グラン ドホテル

演題 「関西の道路交通と阪神高速道路」

講師 12蔵 一氏 (阪神高速道路公団理事長)

出席者 61名

住 宅 管 理 研 究 会

第 6 回作業委員会

23日 1 時 半 - 51時 於本会会議室

出席者 向田座長ほか 9 名

議事 (1)報告書の構成案に ついて

(2)ケース スタディA のまとめについて

出席者 奨主査はか20名

議事( 1 ) 提言 (各委只)

(2) 作業委貝会ケース スタディ集約( 報告)

(3) 報告住スケル トン ・構成について

見学会・講演会・映写会

建築の明日をになう女性たちの集 い

講演会+ パーティー

3 日 51時 半 - 81時 於 大 阪倶楽部

講 師 塚口明洋氏 (塚口 明洋建築研究室)

参加者 98名

住友生命¥、ずみホール" 見学会

24日 21侍- 41時半

参加者 130名

・建築概要

所在地 大阪市 中央区域見

(住友生命OB Pプラザビル)

訟守十E担 fl 日建設計

施 工 竹中工務庖 ・鹿島建設 ・熊谷組 ・住

友建設] V

若い会員の集い小委員会第 4 因企画

ーカレイドスコープの世界一

「北村隆夫建築展」見学・シンポジウム

建築展

・開催日時 ＲＰ 日 ｾ ＲＵ 日 11時 - 7時半

G2 司全国書庖で好評発売中/

「建築技術J12月増刊号

・開催日時 24日 1時 - 9 時

- 見学建物 GE N- Y A、夢の遊眠舎、

カレイドスコ ープ 1 .  II 

・ンノポジウム全場 カレイド スコープ 1 (糸川邸)

・講 師 北 村 |盗夫氏 (ズーム計画工房)

・パネラ 一 大島哲蔵氏 (評論家)

中野温子氏 (京都大学建築学科 4 年)

・参 加 者 47名

ビデオ映写会 現代建築家ビデオシリーズ第 1 回

1. 変貌するアメ リカ建築 BE Y OND UT OPIA  

2 . 脱構築主義の建築 DE CONS T RUC TIV IS T

A R C HIT E CT S  

26日 61時 - 81時 於 本 会 会 議室

参加者 39名

3 月の入会者 (敬称略)

〔団体会員 2社〕

側熊谷組広島支庖 側同朋会 出版

〔個人会只11名〕

秋山 洋子

(大丸梅田広)

木悶 幸夫

(本田建軍事事所)

塚本 史自1¥

(鴻池組)

福 回 由 利

(アトリエ・ドゥー)

幾 回 悠康

(竹中工務庖)

酒見荘次郎

( 山下設計)

仲 森n由美

(11?l l r- fコスモス)

古川 芳江

(景置量計研究所)

金田 興一

(近世地方瞳話局)

竹部 寛美

(股下電器産量)

野田 1115夫

(野田昭夫控畢(事))

実 践 建 築 工 事 検 査 E

鉄 筋 ・型わく ・コ ンクリ ー卜 工 事 の 検査 ・試 験

方法を、それぞれ項目をお って解説 してい く

品質確保のための必携マ ニ ュアノレ。

亀田秦広 監修 A 4判 300頁 税込定価3.300円

床構造入門

特 集 ー建築の構造美を探るー

ストラクチャー

&- よ、、、ι 、 / 、

，、， "  ..." 

1 . 構造美の歴史

・産業革命以降の鉄骨造の雌史 を辿りなが ら

t膏近 t 1i を解明す る.

D. 撞襲家と構造家

ス ラ ブ の は な し

さまざまな構造形式のスラブを 、 それぞれの

特徴を 上 手 に 生 かして使 ｾ 、分けるための ガ イ

ドブック 。

松井源吾 著 A 5判 167頁 税込定価2.300円

良い杭をつくるために

指 標 場 所 打 ち 杭 工 法

20余年間も 土 を掘り続けてきた 著 者が、基礎

の施工 でいかに欠陥が多いかを痛感して新し

く書 き下ろした 警告の書。

北 中 克 巳 著 A 5判 500頁 税 込 定 価7.500円

株 式 会 社 建 築 技 術

干 151 東 京 都 渋 谷 区幡 ケ谷 1- 1- 2 福 西 ビ ル

TEL. 03 (5371 ) 3811 FAX.03 ( 5371 ) 8282 

この特集では、現在の “建援に

おける構造とデザイン" を僚々な

スタンスから再考するとともに、

将来の構造とデザインのあり方を

探ります。

⑨好評連世 1

建築法令を考える

検鉦構造強度規定の

変遷と建築構造技術

第10回 建 築 基 準 法 の 制 定

⑨好評連蹴E

高齢化社会の住宅

第4 団地媛高齢者住宅の設計例

. ・彼ら は何 を表現し てきたの か" をテ ーマ

に、 Q 築家と 情造家のあり方やわが国のf構

造設計の現状 を解明しよう t する 対談.

1. 建築ではない構造実

- リニアモーターカー のデザイ ンで也l られる

手銭正道氏が 同素材 t 技術の進歩 によ って

穣1与されたデザイン . 1: いう テーマで建築

t は月'I の スタン スか，;， 1膏i孟t 英 を解明.

IV. 建第の構造と美

.  . われわれは何を表呪し ている のか¥‘ 今、

可能な t構造は何 か 将 米 E の ように発展

していくのか? . な E をテ ーマ 仁、 r< .t <

の実例を交えて盛築の情追 t 美 を解明す る.

1 建築と美のコレクション( 実例集)

. NEC本社ピル / 福岡タ ワー/ ス カイ シティ

1000/ エ アロポリス 2001 / 江戸東京博物館

/ 多摩動物公園昆虫閲/ 小国 ドー ム/ 竹の

ンエルタ ー/ 郵政パピリオン/ アイス・ シエ

，ν / 日本火災械浜ピル {也
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第 4 回建築環境デザイン

コンペティション

J l ミ京ガス側主1 i t の標記コンペの課題は 「エコロ

ジカル ・パーク 」。 移住委只長は似文彦氏。

ｲ ＱＹ 世紀からの分類学的生物学は、位 ｬｾｴ に絡ま

り合 った自然生態を解きほぐして分Ui し、それぞ

れの位Ui を例々に究明することに努めた 。( 中略 )

その結果のひとつが、現夜、動物園、制物園、水

侠 l刻、昆虫闘などとい った地設として社会教育的

な役河lを* たしているのである 。 しかしさまざま

なレベルでの併統合、総f ，- が村i極的に行われはじ

めてきた jJ ! . 代、分wザー (I(j 体系の上に計画されたそ

れらの地訟を統令した 『エコロジカル ・パー ク』

が々えられてよいのではなかろうか。

(，iij 略) それらの設遣条件は応募者各 ｉ ｾ ｉ が自由に

114定してよい 。ただし当然、環境計画的配@ が、

生態系保持と観約: の快適環境との! 剤耐から重要な

課題となるであろう 。J (  i三市丹 コノノトよ り)

*  

第 2 回タキロン・デザインコンペ 「第4 回国際デザベイン・キャンブρ

ティション '90 - 松本」、7月に開催

フランク . 0 ・ゲーリィを審資貝に迎え応募点 1984年以来 2 年に一度開催してきた国際デザイ

数も 258点に及んだ 「タキロン ・デザインコンペ ン ・キャンプは、今回は「アジアに目を向けよう 」

ティション 」が、今年はテー7 を「都市の発光体」 をメインテー7 に、長野県松本市で開催される 。

に設定し実施される 。審査只は伊東豊雄氏。 と き 1990年7月26 日肘 13:30- 20: 00 

「今日の都市空間にはさまざまな記号が充満し、 1990年7月27日幽 7:00- 17 :  15 

実体としての鎧築はその背後に隠蔽されてしま っ ところ 松本市音楽文化ホール

ている 。( 中略 ) r都市の発光体」、それはこの記号 内 容 ・基調講演「アジアに学ぶ」

に埋められて見えなくな っている都市空間を照ら 木村重信氏( 大阪大学名替教授)

し出す光のオブジェである 。かつての光がいずれ ・「アジアのこころ ・アジアのデザイン 」

も外側から内1Jli lへIIl Iけての光であ ったのに対し、 ロクサーヌ ・ギラメット氏( 米国) 、

この光のオブジェは、内側から外側へ、つまり都 金間基氏( 韓国) 、程一彦氏 ( 台湾) 、

市空間へ IIl Jか つて新しいメ ッセージを発信し、新 マンジ ッ ト ・ワス氏( インド)

しい都市のラ ン ドスケープをっくり出す光である 。 コメンテータ : 坂校進氏

それは建築でも、r . l 1市的構築物でも、看板ても、 ・ トワイライト ・セ ッション ー松本市音

ストリートフ ァニチ ュアでも、街路樹でも、車で 楽文化ホール前庭

もよいだろう 。 自然光を利用するものでもよいし、 ・モーニング ・セ y ションー松本城見学

人工光でも椛わない 。立J也、規様、構造、材料な と民俗資料館の参観ー

応募作品 中判l ケント紙あるいはそれに矧する厚 どは応募者の n由な設定に任せる 。 しかしなぜ発 - 分科会

紙 l 枚 ( 600mmx  840mm) 。図而の表現は 光体か、表層を形成する皮肢の今目的意味が、そ

内由 。平 l飼図、円己出 |耳|、立j J JI 図、断而 こで問われることになるだろう 。J ( 主偶者コノ ノトより )

図、設備ンステム図とその法本的考え *  

JJ の透視図もしくは快' ¥リ写点、その他 応募作品 A  1 ケ ン ト紙か 、それに傾するもの 1

設計意図を表現する図[ 街、あるいは愉l 枚。i'f 焼、鉛筆、捜入れ、着色、写真、

単な説明文。新j ) く自由。未発表作品。

質 疑謀題に関する質疑応答はしない。

応募登鈷 1990年 9 片29 日( IJ 締切( 当日消印有効 )

作品締切 1990年 11 月 5 日(1]) ー持参は正午までー

徒出万法 応募作品袋面に、登録禁を H出付。

鋭 出 先 ， 建 築 f;'P党デザインコン ペ ティション係

(新処築社内、 T E L 03- 811 ー7101)

賞 金 紋 優 秀 賞 l 点 1507)1工l 、優秀1 ' t 3 点各

507J 円、佳作roo点作20万円、学生11:

3 l .i. 各10万円 。

第 9 回r SDレビュー1990J

作 品募 集

実純i をrI I i 艇として設計中ないしは施工中 の往築

物 ・ ｾ外空間 ・ インテリアを対象に Ｈ 応募時点で

完成しているもの、 iif 誌にほ発表のもの、実施の

見込みのないもの、コンペ応募作は対象外 ) 、鹿島

1:1¥1坂会 S D制集部では r S  Dレビ ュー1990J への

応募を ｬ 呼びかけている 。 応 Ｔ［［ｦ､Ｇｾ は ｲ ｊＮｬ｝わない 。

所要図 l創 設計ＺｴＡｾ図の説明に裂する図 ｬ Ｈｦｪ .  "j : 点等

を各自選択する 。表現方法は自由。

徒出方法 ① プロジェクト慨望書、 ② 設計趣旨 (400

字以内 ) 、③応募者概要を、 A 3 判l用紙

説明文等の表現は自由。未発表作品。

質 疑課題に| 刻する質疑応答はしない 。

応募登録 1990年10J i 15 日(1] ) 締切 ( 当日消印有効 )

作品締切 1990年10月31 町 村 持 参 は 正 午 ま でー

提出方法応募作品以而に、必要事項を記入した

登録裂を貼付の上、持参または郵送。

提 出 先 タキロ ン ・デザイ ンコンペテインヨン

係( 新建築社内、 T E L 03- 811 - 7101)  

1'1‘ 金 1 等 1 1' ，100万円、 2 等 l 名50万円

3 等 5 t，各 10万問、入選 10名各 5 万円

アート展 大獄恵子展

広告紙や雑紙を協かして再生した作品を通し、

環境、資源問題をさりげなく語 っている 。無着色、

素材の色がそのまま作品の色になる 。

*  

大j誕恵子氏プロフィール

1983年 現代美術今立紙展 ・奨励賞

1984年 同 佳作1' t

1988年 日本フィリ ピン ジョイント現代美術展

*  

会 期 1990年5月1日(刈- 6月30日仕)

(1)鼎談「太平洋時代のアジアと日本」

畠中兼司氏( 日本) 、金明錫氏( 隣国) 、

Ａ るｾ奇州弘氏Ｈ日本Ｉ

(2)r イベントのインパクトを求める 」

池 f色拓夫氏、北本正孟氏、林英光氏、

山極達郎氏

- 記念講演「企業と文化 ・デザイン 」

山之内秀一郎氏 ( J R 東日本副社長 )

参 加 賀 会 議 ( 定員 750名 )

一般 10，000円、学生7，000円

トワイライト ・セ '/ : / ョン ( 定 .Q450名 )

4，000円 ( ドリンク代含む)

締 -¥;1) 1990年 7 月16日( 月) 定員になり次第締切

申込先 主催の( 財) 国際デザイン交流協会 (T E L 06 

- 346- 2611 、 F A X 06- 346- 2615)  

日本建築学会、「建築関係法

令の研究・16J を刊行

日本建築学会建築規準小委員会 ( 主査 ・片合健

雄 ) は、その研究成果をとりまとめて 「建築関係

法令の研究」を刊行してきたが、本年 4 月に第 16

号が発刊された 。主な内容は以下のとおり 。

・建基法の簡素化に関するアンケート回答研究

. 床而般の算定方法

・耐火建築物、簡易耐火建築物以外の内装制限の変造

. 討論 ・「建築基準法と民法について」

・討論 ・「建築基準法42条 2 項道路の諮問題」

. 討論・行政指導による建築確認の留保

4 枚以内にまとめる 。ハネル化は不可。 場所 D . C ギャラリー ( 大阪市東成区深江北 2 ・敷地の二重使用の建築確認をめぐる訴訟

①②には氏名 ・組織名は然記入のこと 。 - 14 - 1  附 大{IIJ 社 1 F  T E L 0 6 - 9 7 6 ー ・討論 ・「都市計画法32条の同意 ・協議」

応募受付 1990年 6 月25 日 - 7  ｊｾＲＵ 日 5550)  本号は、 B 5 判、本文141頁、頒価2，800問、送

郵送 ( 当日消印有効 ) または持参。 料300向て¥日本建築学会近畿支部 (〒550 大阪

送 付 先 成 仏 出 版 会 S D編集部 (干 107 束京都 市西区靭本町 1 - 8 - 4 ) で発売中 。 なお、旧号

港区赤坂 6 - 5 一13)。 についても在庫のものは頒布される 。

58 挫築と社会/ 1990年 5 月号



Iヤ? 町一 仰 せ |

大阪市ノ、ウジングデザイン賞

推 薦 募 集

大阪市では、 HOP E計画の一環として、魅力あ

る良質な都市型集合住宅の建設を促進するため、

昭和62年度に「大阪市ハウジングデザインn・」を

創設したが、このたび、平成 2 年度の肉質の推薦

を平成 2 年 6 月 l 日から 6 月30日まで募集する。

1' t の対象は、大阪市内で昭和60年 4 月 1 日から

平成 2 年 5 月31日まてマ〉 聞に 完成したマンション

など民間の集合住宅て¥外観デザイン、配置計画、

住戸計画などの設計面、構造面、設備商、管理面

などの総合的な角度から優れたものを表彰する 。

・表彰の対象

上記の期間内でつぎに該当するもの

①居住地や地域のニーズにあったもの。

②デザイン 、配置、間取りがよく、魅力あるもの。

③新しい技術やアイデアを取り入れており、生活

スペースが快適なもの。

④優れた改造 ・増築によ り、既存住宅が有効に活

用 されているもの。( この場合、最終の改造増築

が終了した時点をもって完成とみなす。)

⑤いきとどいた管理により 、清潔でうるおいがあ

るもの。

⑥その他、住宅や住環境が優れているもの。

・推薦の方法

| アメリカからの報告 2

推薦人の資格は、特になし 。( 自由)

区役所などに備え付けの推薦ハガキ、または、

官製ハガキに推薦する民間の集合住宅名 ( 7 ンシ

ョン名など) と、その所在地、推薦者の住所、氏

名などを記入のうえ、大阪市都市整備局計画開発

部指導助成課 ( 〒530 大阪市北区 中之島 1- 3- 20

T E L  06- 208- 9225) まで送付。

. n  

ハウジングデザインn数点。 うち特に優れたも

のを大1 ' l・とする 。

・表彰

表彰住宅の事業者、設計者、施工者に表彰状を

贈り、これらの住宅には 「大阪市ハウジングデザ

イン賞」の銘板を取イ寸る 。

. 発表l侍JtlJ

平成 2年 10月下旬頃。

第6回 rComput er  Graphi cs 

Osaka ' 90J 開 催

テー 7 2まかな産業社会と生活を実現する感性ビ

ジュアライゼーション。

. シンポジウム

基調講演、チュートリアルセ ッション、テクニ

カルセ y ションにより精成され、コンビ ュー

タ・グラフィ ックス 応用分野の技術動向、最新

技術及びユーザ一事例発表を行う 。

F ・O. ゲ ー リ ー と イ エ ー ル 精 神 医 学 研 究 所

F ・O' ゲー リーの東海岸での最新作「イエール精

神 医学研究所」削が、 昨年末に 開設された。減2

敷地は 、イエール大学医学部の諸地 設が集まる

地区より、道路を隔てた南側の一区画であり 、周

辺は概ね伝統的なスタイルの建物によって閤まれ

ている 。 ゲーリーは、敷地の南北の両端に煉瓦タ

イルによるプライマ リーな箱状 の建物 を配し、鋼

板の屋根が大らかな 曲線を描〈線状の建物 でその

聞を繋いだ上で、それらに様々な形態をした断片

を餓舌なまでにまつわりつかせる構成を採 ってい

る。 さらに、それら建物群と、やは り煉瓦タイル

による塀によ って閉まれた中庭的な屋外空間が、

来訪者及ひP 利用者に供されている 。

ここにおいて認め得るのは、周辺に対する配慮

と共に放縦の内に j替む計算である 。一見ヨ! 5Xf . 的な

棟削が、煉瓦タイルと石灰Tiからなるコンテクス

チュアリズムのお手本のi憾な設計ーであるのに ;対し、

際立 った対照性を呈しており、完成後、 「臭化と同

化」という命題を巡る議論の展開を予想させるほ

どで? ある 。

ともあれ、この建物は、伝統的 な地区の大学関

連施設と 言う 与条件 に対するゲーリ一一 流の解答

なのである 。 そして、それは報告者にと って論評

しようもする気力を極端に萎えさせる建物である 。

異和、分断、統合、ロウテク、遊戯性。.・、如何様

な言葉で論じようと 、ゲー リーに一笑に付されて

しまいそうな気さえするのである 。西ilii 俸の土撲

を未だ釘l らない者の僻みなのだろうか。

最後に、先日刷、突然ペリの所に届いたゲー リ

ーの手紙の全文を引用したい。 彼の人となりのー

形態の集積が、彼なりの思考の痕跡であることが 端が伺えるかも知れなし、。

好意的に解釈される 。 しかし現実には、その伝統 Dear  Cesar 

的な材料及び形態の隙聞から溢れるよ うに垣間見 Y ou qui etly stol e int o  L A  and bui l t the  best tall 

える彼特有の建築言 語 ( それは、も っ と土俗的な buil di ng  in t own.  We  are  all pr oud of you  

“ 説" ともし、うべきだが) の数々からは、ロウテ 8ravo!  

ク的な安っぽい仕上げと相候 ってむしろ滑絡な 印 Si ncer巴Iy，

象さえ受けるのである 。 それは、 北側IJ に対峠して Fr ank O.  Gehr y  

建設ιl

'

であるシーザー ・ぺ リによる医学部の増築 (簿 日| 学/ 竹中二l 務 J苫設計部)

- 展示会

最新のコ ンピュー タ ・グラフインクス、ビジネ

ス・グラフィックス 、C A E、C A D/C A M、画像

処理機y. *， . システムから分散処理システムなど

を展示笑演する 。

・同時|井Hlll 展示会

イメージテ γ ク'90

研究開発斥j 画像処理システム、計測、加工、組

立、検査に使用される F A周囲像処理装置、画像

データベ ー ス ・ 検ｾシステムから画像伝送関述

装置を展示笑演する 。

会期 1990if. 6 月13日(水) - 16日(土)

会場

〈シン ポジウム > 7 イド ームおおさか、大阪陶

工会談所、大阪コクサイホ テル

〈展示会> 7 イドームおおさか

〈同時開催展示会〉大阪コクサイホテル

主催 ( 社) 日本能率協会

後援

近畿通商産業局、大阪府、大阪市、大阪市商工

会談所、大阪21世紀協会、日本放送協会

入場料

〈展示会> <同時開催展示会〉各1，500円

問合せ

(社) 日本能率協会関西事業本部産業振興苦11 (干

541 大阪市中央区安土H汀2- 3- 13 大阪国際ビ

ル T E L 06- 261ー 7151代表)

写真一2 特徴的な玄関棟

※ ｉＮｙ ａ ｌ ビド ｓｙｃ ｉ ａｔ ｉ ｾ ｉ ｃ IN ST I1、UTE. NビW HA V E N 

C ONNE CTI C UT  

諜 2 1989
1
F II) 1I制『没

*3.  Y AL E  C E NT E R  F OR  MOL EじUL A R M El J IじIl'¥E ‘

a+ u，:'/;.2 )1 りに訂阿お として梢賊されている

i耳4. 1990年 2 !I261 1  f・! の11千l である

※ 5. ; . . . ーザー ベ リに よるスカイスアレ ー ハ が」比 I，:L Aに

て，i1. LLi
'
I'である
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テトカッバー防水

・22iijj fptE52託研託tzi ご

カッパー防水帯

:γ :穴'. Ｎ竺ｾＮ，ＮＮＢＮ｟竺任日日 ｦ小 Ｚιケ川一ｲＭ .  ＭＺ Ｂ ｾｾ一汽

冒・ぉ申込次第カタログ進呈

奥山化工業株式舎ff1
本 社 東 京 都 中 炎 区 劃 盛 8 - 4  - 9  電 甑03 (571) 2703 

大阪事暗所大阪市桂川区東三国 6 - 1 - 41 電話06 (391 )1081-2 

泊五官業所 1. 玉県桶川市東 1 - 3  - 30 電話0487( 74) 2845-6 

厚木出張所神祭川県厚木市金田259 電話0462 (21)  1761 

名古里出世所名古屋市南区若草町33 電話052 (811) 3660 

九州出張所 佐賀県佐賀郎鮪官町大字阿南 ｩ ｾ ｴ Ｔ ＵＰ 電 鯖 凹52 (47) 2945 

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

Shutter 

Ｍ・・ｾ ..， 
・ｾ .... 
..... 

--

ー唱圃・・

---

干 540 大 阪市 中 央 区常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日本 生 命 谷町 ビ ル)

T E し (0 6) 94 3 - 6 5 7 1  (イミ)

・東京/横浜/盛岡/ 仙台/水戸/静岡/ 岡崎/名古屋/富山/大意/ 京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

キ土本

東洋シャッター株式会社

レヲ J l J 9J lTl I J I  
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

任 施責
宮

田

屋豊

玉ヨ王
色 彩物長 尺

ロ

ロロ

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸 フ タ ー ケ ア ー

S 小 波 . S 大 波 ・V i，皮 ・ボ ッ ク ス 波 . Wジ ャ ン ボ 波 . V テ γ キ

S V ジ ャ ン ボ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L ・其 の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置 〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・工キゾスター( 強制) J  

ボーロイド( 断熱材) D. G. K.  ※ カ タ ロ グを 御 請 求 下 さい

t削反規格

途用

l f I J I !J 9J 乱暴9J l 製造株式会祖

干660 尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 06 )412 - 5131 (代 )

大 阪 ・九州、| ・名 古 屋 ・広 島 ・東 条・メIj 谷 ・姫 路

警暴

電 話 厳 ( 0484 )42 - 3115(代)

60 

干335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北 ・ 東 京 ・関 東 ・熊 谷

東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 場

体育館屋根フネンシングル



空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計 ・施 工

φ 2 5朝日Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電 話 ( 434 )617l ( 大代)

阪支社 大阪市淀川区加島 1 - 58- 59 電 話 (302) 2271(代)

支 l苫 北 海 道 ・東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 1L J+I 

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・鎌 岡 ・機 浜 . "，1や 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

ｾヲイヲシ械式会社
ヨド底大臨本社 〒650 ) < 阪市西区江戸堀 1丁目 9酢25号 電 話(06)判 I 8231 

東 京 本 社 干 102 東 京 廊 下 代 凹 区 高 上 見2丁目 15酢 10号 制E隠 (03)261-8231

支 社 名 占 血 ー福 岡

主 底 札帳 仙 台 新 j1j .  ) <B. 千聾 ー横 浜 金 問 京 都 ・ 神戸 天 用 。岡 山

広 砧 高 松 熊 本

営 鎗 所 帯 広 ・ 婦 館 背 車 枇 田 盛 岡 阿HI ! 長 野 ー 静 岡 盟 田 汁 ! . Ｑｾ 山

品1井健山松山高知・北九州・鹿児向郎町

出 彊 所 組 川 偏 品 川 崎 松 江 徳 島 下 関 民 崎 . ) < 分 百 崎

海 外 支 底 シン ガポール ホ ンコン

控 情 研 究 所 干354 埼 玉 県 入1111 l1li 三 1i 町 k 下北永井390"地 電 必(0492)開 1511

空気調布l設備 / " X " ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 r J 冨¥. J 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マーー『号7 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長

大 阪 支 応 長

白 谷 清 二

三 田村 嘉 也

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜2- 2 - 21 電 話06( 202)307l ( 代表 )

本 庖 点京都千代田区有楽町1- 4- 1 l ! t話03( 502)6111(大 代 )

支 唐 名古屋・九州 ・北海道 ・中国・東北 ・北陸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1  (何

本 社 東 京 郎 中 央 区 日 本 紙 蝋 殺 阿 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名古屋 ・仙台 ・札幌 ・広島 ・福岡 ・金沢 ・新潟・繍浜

。 空 気 調 和 衛 生 設 備 設 計 施 工

格式会社 三 晃 空 調

本 社大阪市中央区峨見2丁目 l 番61号、Yイン2I Ml D? ワー 電話 06- 949- 1371

東 京 本 宿 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新宿住友ピル電話 03- 344- 1911

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18 号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 1
1

f 灘 区 大 町 2 丁目 2 番 10 号 電 話022 - 261 - 3002

名古屋市中村区名駅南 2 丁目 14昏 19号 包 括052 - 581- 8571

広 品 市 中 区 紙 昼 町 l 丁目 2 番 22 号 屯 話082 - 247 - 4535

稲 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22 号 電 話092ー761- 3795

営 業 所 札 帆 櫛 浜 ー京都 ・神戸・松江

出Ａ被所 ￯Ｇｦｾ 秋困・盛岡 ・大 宮 千 葉 ・川崎 . 1，i 山 ・福 井 和 歌 山

1:.¥取 岡 山 高 松 ・下l剥 熊 本 鹿 児 島 ・沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよき環境へ技術で挑む一 一一

@ )  株式会社副賞

自闘 ' 一一-
本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オー トセンタービ ル 1. 2階)

郵便番号542 ｾｉｌ 話大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768- 5  0  3  1  代 表

ルテナンス部 屯 活 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1  代 表

点京立:1汚 点京r . l 1千代 l日区九段南2丁目 2番5号 ( J L段ビ J レ2 - 41滑)

郵便番号 102 ｾ屯話点京 Ｈ 03)  262 - 3  2  4  1  ｦｾ ぷ

商毘は宇気ですo ¥! ｾ＠
圃 ・E 熱と空気の工ンジニヨコ円ーーー

〉ー〈J 5 5 1
・哩

空 気 調 手n

給排水待i午
。搬送機設備

投，:r 施 E

人に優しい環境づ くり

第一工灘横式怠誼

大 阪 支l吉 〒 ＵＳＰ 人ー阪市北区 ｾｴｪ Ｉￇ ｩＱＺ ｬＮ ｬＳ 1" 1 1 6 得 1 4 サ

';Il話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

本 社 干 100 東京都千代E 1 ] ( 豆 J しのいJ 3  r  1=1 3 待 l ザ

屯 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市北区西天満 5 11 12  "正 06- 313- 1846
大阪営業所

枚方営 換 所 枚 ＩＱ 市 Ｇｐ 主ｾｕｬ京町 Ｙ - 3  屯0720- 49- 2128

r  . .  嗣惜ーラ 内 気 調 和 設 f

- 4  設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 詔 備

東 洋 撚 工 綴 織 豆 電 舎 経 大 幅 安 値

大 阪 市 凶 区 靭 本 町 3 ー 1 - 2 7 T E し (443) 8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 r目9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 li 伺 IMI

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設 備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 i It 6 丁Fl 8 格 4 号 電 路 大 阪 ( 458) 3628番

支J i l i ・営 業 所 悩岡・京高 ＱＱ ・ 天 ｊｉｾ ・ 川 ｬ 崎・神戸

⑧善言誕両面設式会祖

代足取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪I ( i r.l i!:.¥I"( 小野町2 J  1110徐11 l，;- T ELC06l351 - 5 WI (!ll 

F A X( 06 J351  5299 
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BoardふSlate

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092( 771 )  6  1  6  8  

⑩日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

業

mJ 6(伝活 ) 1111代

岱 ω92 (26)4371 

台偲 682 (4) 1771 

宮 0088 (55)61∞ 

大 阪 市 中央 区 間 腿t!f. 4 丁目 3帯7号 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 村 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 北 海 道 ・東北・ ;)L ノ内 ・新 宿 ・神奈 川 東 関 東 ・中 部 ・九 州

社

社

車 社育担大飯制限盟妖J I 2 ート8直ピ1ω TEL  00(364)1471・FAX C駅364)5533

車京支社刊I l i . 京恵理区軒W1-16( ニュー新. ピJω TEL 凶(似 )0包H A X 国(馴 )0168

g i 5 l l 豆盾干41i 1名古富市担童紡12- 14 TEL052(矧 )5131，FAX052(914)7日5

神戸亙后干 ｦｦｩｬ 神戸市軍区岩隼縄 ＱＭＱｾ Ｈ 工ピスピ ルＩ TEL078(倒 )5&' 1・FAX078(81llS加

層研究所青田大軍府精E 宝町七n国 T  E  LOn1(17) 8()8'  FAX0n1(17l 1喧4

電気段備・骨十義制御般備・空鯛股備・クリーンルーム段備・プラント設備

給排水衛生股備・エネルギー集中監視シス テム 位置十施工

ーa:電曹司.. . .

⑪ 東洋:;;:;;;f t也区ＨｾｉＺＩ 日 Ｊ￬ｾｾｉｾｾｾ き社

. A.  

2 玄

ム一

A

三 室 電 機 械 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀

. . . . . . . . . . . . . . . . .  Ｎｲ ｯｲ 司， ｾＧｕ Ｚｬｬ，圃

3そを図嚢房副d -

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

横 田 幸

設 計 施 工

士

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30

干892 鹿児島市名山田T4- 7 三宝ビル

干708 ;章山市大手町8番5号4鋪'eJ苫全信

干9∞南風原村兼線 ，中縄印刷団地

式

ー 喧，，ｾ

只

⑤ 

気 株

本山

専務取締役支社長

代表取締役

電 気 設 備

電

本 社

日本写植センター

津山写値センター

沖縄写値センタ

陽

ci f bUT 

Standard 

&  

朝

本社

干530 大阪市北区角田町1醤1号( 東阪急ピル l tr (06l 313-1101 

東京本后

105 東京郵港区芝大門] - 4-8( 浜松町浦和ピル)

支庖

東関東・慣浜・名古屋・大阪商・神戸・広島・四国・九州・シンガポール

良 栗 醍 工 業 盤

あ ±

勺 ・T 叩

ゅ ， 大

ス ーー 阪 7  

G 門主 ア
宅 ・ I ;6! f !  ' 1 

恨 ζ ーi量 7

工 t 札 区 ス

'l' c証 書五五

の 唱有、 主 六六

切式己寸

法会芸品

社 三一五

百 号 六 四

. プラント工夢

.t 濁縄システム工.

光正遜 システム工事

C AT Vンステム工・

8it アンテナ書置工夢

一一誠実と技術でお応えする一 一

住友電設株式会社

取締 役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 15 一 男

タイル工事施工

⑩25 川 岸 窯 業 商 唐

京 都 t/ i ， 何医 ｩ 珂九条 ｾＲ m田T 2  0 祷 J也の 1

'; [L訴(68l) 5  1  0  1  - 5  ' 伎 IIIJ-'. 年用 ( 691 ) 1045  

大 阪 市 北 区 天 川 1- 5- 20 m話 (06)352- 3501(仰

津 市 栄 II rf 2  - 1  1  1  '，lL，t"i( 0592)26- 361倒り

凶I : l rJi  t/ 'i  ，Ilj 末広田f ｾ起訴 Ｈ Ｐ ＵＹＳ Ｉ ＵＳ ー Ｗ Ｔ Ｓ ＱＨ ｦ｜Ｉ

大 山 市 中央 2 丁 1-14- 28 '，!I，j丹( 0775)22 - 9738({¥j 

⑨日本管工業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

締 式 会 員 三 興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 裳 ビル 5 階 )

屯 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 苫 場町 2 丁目 1 7 番 3 号

Ｇｾ＠ ;l ，f; 0 3 ( 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代 )

ｪｪｉｾ＠ . 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 ｬｾ＠

面I

電気を美学する。

設計並施工

奮 闘 工 .

暗 ，. 字 合 隼 工 ・

刊 "1. 1¥.，管 工 ・

A"' ' ' ' ' !G!G備工・

w550 大阪t / i ，lljl '{ ，川本 IIIJ 1  - 13- 33 

'llLLili 大 阪 06( 532)代0461 ⑥ 550 

k. .f' 1! ， t/ i  )'J 泌 rfj $/r IIIT 50 

. 肱. 工・

ビル電 気回織1・
工<I!‘ ! MO備工・

E乃婦電気!G備工4・
11 諸 工 ・

- 電力 工.

ｬｴｾ Ｑｩ ｴＱ ｉ ｈ ‘ 工 ・
"' ''' 必配I UJ 工・

' "申 返 .. 1..11噂工.
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大 阪 支 I吉

三 軍 支 l苫

四日市営業 所

滋 賀 営 業 所

本社及京都支庖

ヰ土

天理営業所

。
キ土

営 業 所

后

。

本

本

支

6 2  



Cons t r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

Master B凶 凶 軒s Technol ogl es 

凋 ｴ モＮｊ Ｂ ｉｊ ヨ園 ｌ 写勾周目 ｅ おｾ［｡［常重量 ｾｩ 員企

日曹マスヲ Ｍｾｊｬ ヲｾ～揖式会員
本 社 : J I ( 京郎港区 六 本 木 3 - 16  - 26 T  E  L 03・582- 8813

大阪支底 大阪市中央区北浜3- 2- 23( !. i 霊ピル) T  E  L 06- 202- 3294 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ 二:i!?)練)副 O!l :J!l O:

場

一

二

エ

第

第

。 Ｎ￞Ｇｌ｜｜ＯｾＭ 勝代の断熱用シｾ人
，ジ庁'，- ......J-a{み

目宜1¥'1イチ11ーシート P

の鮎り合わせ技術て将帽 した，二重構造の断熱兼用二重防水シー

自主電線株式曾祉 制 問干 代 田臥側Ｒｔ ＱＳＱＮＲｾ Ｈ 干佃削

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布 防 水 ・シ ー ト 防水 ・ モ ル タ J レ防水

・樹 脂 注 入 接 着 工 法 各 組 側 脂 注 入 接 苅 補 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂 注 入 ・充 填 ・ コ ー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チ オ コ ー J レ・ウ レタン ・アクリノレ

・吹 付 工 事 アクリ l レ・リシン ・弾 性 タ イ ル ・そ の 他

<>建 量 生 業 許 可 大 阪 府 知 事 許 可 ( 般 ー 53) 第 5 12 2 5号

<> 日本 シ ー リン グ工 事 業協 会 4 員

大阪市北 区末広町 3 - 21  ，ＢＭＢＢ｜持ｾｾ・ＫＭ← ι ＮｬｬＮ

皇 制 也 所 扇 町 ピ ル201 S  ¥' 句' " ｾ官 τｔＷ 云粛正 ＮＮＮＮｶ 旬 ＱＱ

T E L 0 6( 315)  0 7 0  1 ・- ｾ＠ .  ----- -... .  ｾ＠

デンカC S Aファミリー製品

， 

Ｎｾｉ 二 ＮＮｮｃｓａ ( 膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・寄与 ｮ ，，ｾ，ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮｮ 守 Ｓ ー子 ｉＮｊｉｊｾ Ｈ 主義 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・寄与n E S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. . nI J OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

T E L 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

i."f-1I必 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産

民 主 目

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大阪 ( 0 6 )
TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

/ 本 社コト

式

社

橡

. d.  

' z t  

--
ネ土

A

ム

玄式株産物洋光

T E L  滋釘 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 阪
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新建築と設¥の
占

-“、
建築設備の新しい生産管理

|宮 脇 毅 ・ 南 部 武 著

1  接点の品質管理

品質管理とは/ 建設業の品質管理/ 品質の保証と信

頼性/ 管理手法/ 建築と設備の接点の品質管理/ 設

計段階の接点管理/ 着工時の接点管理/ 施工段階の

接点管理

2  計画・段計段階の緩点

計画/ 設計/ 新しい分野の接点

3  . . エ段階の接点

施工計画/ 躯体関連工事/ 仕上げ関連工事/ 集合住

宅 / 外待関連工事/ 試運転 ・検査・引渡し

4  リフォーム工事の接点

リフォ ームと 耐用年数/ リフォームの要因と 例/ リ

フォ ームの調査 ・診断/ リフォーム工事の特色/ リ

フォーム工事の施工管理の要点

B 5判 208頁 定価航3お5∞

トラブyルレを未然に紡ぐための

画期的労作 f

インテ リジェントピル，クリ ー ンルームなどに 代表されるニーズの

多様化・ 高度化 により ， ますます広く複雑となる建築と設備の接点.

建物の機 能 に深い関わりをもっ生産工程上の ， この接 点 問題につい

て，品質および工程管理面からの一貫した最新技術 を，多数の図表

とともに詳述. 永遠の難題に 正面から取組み，解決策を示す. とら

え難いテーマを余すところなく解説した，建築関係技術者の必携書.

〈目録進呈〉 6 学芸出版

〒600 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

T E L  075 (343) 0 8 1 1  

26項目

21項目

事監理 主 要 目 次仕 事 回 〈石 タ イ ル 掛

三 E の 図 〈屋根 金 属 建 具 川

.... . . . . .  _ . . . .  固 〈木材・塗装 ・内装) 30項目

. 日建設計大阪監理部「監理業務研究会」著 ー←

固 く組 積 ・防水 ・外 構) 20項目

今日まで明確にされなか った仕と工事監理の基本を 。竺竺少 四六判・ 2 色制・ 224頁・定価2000円@

詳述し，執筆者陣の豊富な知識と経験に基づく厳選

された技術情報を提供. 最適な仕上工事施工のため

のチェ ックポイントを 97項目にわたり簡潔に見聞き

で構成. 今までの過ちをくり返さないための決定版.

チェックポイント

企画/ 日本建築協会

守6∞京都市下京区木t 1 I 底摘通商洞院東入

官 075- 343- 0811 鍛併/ 京都 0- 26789

日常業務のなかで起こる

労働災害の実状を把握し，

現状を踏まえたうえで，

災害を誘発させる原因を

明確に分析し，今後の安

全衛生管理はどのように

あるべきかを詳述. 実 践

的 なゼロ災運動にとりく

むための理念( 心 がまえ )

と手法を豊富な経験に培

われた視点で丁寧に説く.

ｾ 四六判・ ＲＴＰ 頁・定価 ＱＶＰＰ 円

表 一郎( 株式会社松村組 安全衛生部長) 著

[ ゼロ災への道

企画/ 日本建築協会

建設現場の安全管理活動

守6∞京 書官市下京区本繍鹿嶋通商渦院東入

告 075- 343- 0唱11 j ! { 替/ 京都 0. 26789

- E彊 彊 霊 霊 ・

目 次

1  ゼロ災へのｾ

2  労働災容の現況

3  労働災審防止対策の縫進

4  わが国と米国の安全

5  ゼロ災への温

6  ヒューマン・エラー事被防止

ワ 信じられない災容を探る |  

B  安全のこころ

9  臓織の人間関係管理

10 安全担当者のあゆむ道

- E彊彊霊霊盟理E ・

、.

、1



坑2

・ｾ 問

会立

F I T J . L  

J h、、

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわずかな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリス〉の中の 陰影、

F艮

タイノレ一枚一枚がまるで意思をもっているかのように語 りかけてくる。

T OT Oエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

力? ログをご希望の方は、 干530 大阪市北区曽根崎2-3-7 梅新第一生命ビル東館東陶機器州 大阪支社までご請求ください。宮06(364) 11 81
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ビサーラ、

それはシステムの屋根。
より美しく、より確かに、時代のフオルムをつくり :1¥す天然スレート足恨材「三 原ヒ。サーラJ o r二'.1.

ヒ。サーラ」は選りすぐられた逸品を、 - 11した尾根システムで、お届けする 、回向ルーフン タ

君主l I : jニ

待 合管

l幽 ' l l 円

九2庄

八 語大

o料阪

円TT

-tJ( :;;-

信 に1L

曹 ｉｾ 合←

叫会 主

九l h r 苦手

12l 荻

q ビサーラは、

POINT: i  

“ 価額のネットワークによる安心施工

ピサーラは、旧品ノレーフイングの指定工事庖

「三星ピサーラ会」の汽任施工。信頼の技術

と軽快なフットワークが、安心をかたちづくります。

q ビサーラは、

POINT "L 

ー独自の屋根システムで提供

長年の実績とノウノ、ゥを誇る田烏 f レーフインク守

だから、理想の屋根づくりを実現。トータノレな防

水システムが、優れた防水効果を発揮します二

.  ビサーラは、

POINT 1  

. 現代感性あふれる4つのアイテム

世界各国から選りすぐった、感' 性あふれる4アイ

テム。田烏ノレーフイングならで‘ はの流通システム

が、その安定供給営可能にしました。

名古屋. 電話 ( 052) 961 - 4571

広 島 電 話 ( 082) 246- 8625

福岡 :電話 ( 092) 712- 0800

03379- 5  雑 誌

千葉. 電話 (0472) 44・3711

横 浜 電 話 (045) 65 ト5245

金沢: 電話 (0762) 33- 1030

札幌・電話 (011 ) 221- 4014

仙台: 電話 (022) 261- 3628

大宮. 電話 (048) 653- 1885

東京・電話 (03) 862- 8531

電話 ( 03) 863- 5631

大阪: 電話 (06) 443- 0431 

v田 島 ル 引 ン ク 株 式 会 社


